
第五次長野市総合計画後期基本計画　　図表・主な取組・指標（行政経営分野）　（案） 資料１

②目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課から
の提案

⑦「⑤・⑥」に対する担当課の考え方（意見）
⑧第１・２回作業部会の意見・企画課
からの提案

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方（意見）

行政
経営

1

市民が
主役の
まちづく
りの推
進

1

2

市民に
よるまち
づくり活
動への
支援

1

市民とと
もにつく
る市政
の推進

市政情報を迅速に
分かりやすく提供
するとともに、多く
の市民意見を市政
に活用している。

「市民の声が市政
に反映されている」
と思う市民の割合
（企画課）

（第五次総合計画
アンケートの同上
設問に対する肯定
的評価割合（「そう
思う」「ややそう思
う」の合計割合）

価値観や生活様式の変
化・多様化に伴い、行政
サービスに対する市民ニー
ズも複雑・多様化している
中、分かりやすく市政情報
を提供するとともに、市民
の意見を十分に活かしな
がら市政を推進する必要
があります。

「市民の意見を取り
入れて、市民と行
政が協力したまち
づくりが行われてい
る」と思う市民の割
合　（企画課）

※H28年以降アン
ケート調査なし

【作業部会の意
見】
・どんな意見が
出ているのか、
どこに出せば良
いのか分からな
いのではないか

【企画課からの
提案】
・情報発信のデ
ジタル化推進

・デジタル化をいかに
主な取組に反映させて
いくのかが重要なポイ
ントである。

【⑤について】
市民会議・審議会等の議事録やパブ
リックコメント結果をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載
するなど意見公表に努めるとともに、
みどりのはがきの「広報ながの」への
掲載、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからの投書など意見
提出窓口の周知に努めているところ
である。
今後も現計画の「分かりやすい市政
情報の提供」という記載の中で、更な
る周知に努めるとともに、時代や市民
ニーズに沿った手法を検討していく。

施策１「市民とともにつくる市政の推
進」は、「行政の透明性・説明責任」と
「市民意見を反映した市政」を目標に
おく計画で、デジタル化推進は目標達
成のための重要な１手段（ツール）と
考える。計画の主な取組中「様々な手
段・媒体を有効に活用して」とあり、そ
の中で、今後デジタル化推進を積極
的に考えていく。
なお、デジタル化の推進は、各施策共
通の課題であり、施策ごとに記入する
には、基本構想部分で方向性を示す
などの位置付けが必要ではないか。

市内全地区において、住民
自治協議会を中心に市民
によるまちづくりが実践さ
れています。地域における
課題が複雑・多様化してい
る中、行政、市民、地域コ
ミュニティ組織、市民公益
活動団体、民間企業など多
様な主体による協働のまち
づくりを推進する必要があ
ります。

市民公益活動団体
等との協働事業数
（地域活動支援課）

行政、市民、地域
コミュニティ組織、
市民公益活動団
体、民間企業など
多様な主体による
協働のまちづくり
が、暮らしやすい
地域社会につな
がっている。

変更なし

⑨第３回作業部会
の意見

【作業部会の意見】
・地域社会で若者・女性があら
ゆる分野で参画できる
・地域間交流が自然とわきお
こる楽しいまち
・全ての人が、活躍できる場の
確保ができている
・責任を分かち合うことがで
き、平穏な生活が送れ、安全
で安心なまち
・デジタル上で、市民の困りご
とや意見を直ちに行政に共有
することができる

・デジタルという
考えは今後反
映していくこと
が可能なのか。
検討していくと
いう考えはある
のか。

【⑧について】
・若者や女性の意見を市政に反映する
ことは課題の一つである。ただし、高齢
化や性別の多様性の中で、計画中に
特記するのではなく、現計画の「多くの
市民意見」という中で若者・女性を含め
た多くの市民参画の検討・事業実施を
目標としていく。
・地域間交流・まちのにぎわいづくり
は、別施策での対応が適切であると思
われる。
・総活躍社会の実現は、別施策での対
応が適切であると思われる。
・安心・安全なまちづくりは、別施策で
の対応が適切であると思われる。
・迅速な市民意見の共有は重要であ
り、デジタルの活用は大変有効であ
る。計画の主な取組中「様々な手段・
媒体を有効に活用して」とあり、その中
で、今後デジタルの活用を重要な手段
の一つとして考えていく。

【⑨について】
・デジタル化の推進は、各施策共通の
課題であり、施策ごとに記入するに
は、基本構想部分で方向性を示す等し
ないと、横軸になってこない。

【作業部会の意見】
・ボランティア活動に大勢の市
民が参加している
・民間が行政をサポートできる
仕組みができている
・地域コミュニティがある（隣近
所との交流、居場所、近所で
の挨拶、助け合い）
・集落おさめができるまち
・LGBTなど多様性を受け入れ
るまち
・強制的ではない快くまわる地
域活動
・市民が自らまちづくりをした
いと思えるまち
・地域社会で若者・女性があら
ゆる分野で参画できる
・地域間交流が自然とわきお
こる楽しいまち
・全ての人が、活躍できる場の
確保ができている
・責任を分かち合うことがで
き、平穏な生活が送れ、安全
で安心なまち
・市民が案内人となり、自分軸
で楽しめ、面白がれる

・デジタルという
考えは今後反
映していくこと
が可能なのか。
検討していくと
いう考えはある
のか。

【⑧について】
・ＬＧＢＴなど多様性を受け入れるまち
→この意見は、「2-5-1　人権尊重社会
の実現」に該当すると考える。
・責任を分かち合うことができ、平穏な
生活が送れ、安全で安心なまち→この
意見は、「4-2-1　防犯対策の推進」に
も当てはまると考える。
・その他の意見→作業部会の意見は、
その旨が、目指す状態に向けた主な
取組に含まれているため、変更不要と
考える。

【⑨について】
住民自治協議会と連携をしていくにあ
たり、リモートでの会議の設定を今後
進めていかなければならない。情報提
供の方法としてもＤＸ化し、デジタルを
使っていくことも今後、検討していく必
要がある。

①現況と課題（修正案） ③図表（前期基本計画）

【作業部会の意
見】
・中山間地域の
人口減少が進ん
でいる
・地域では担い
手が不足してい
る
・コミュニティの
維持
・義務的な地域
活動となってい
る
・地域を支えて
いる人がいる
・住民自治協議
会が定着し、地
域主体の取り組
みが行われてい
る
・住む以外の繋
がり方がない

・地域の担い手が不足
していることは課題と
なっており、デジタルを
活用することにより、
解決のヒントになってく
るのではないか。
・デジタル化をいかに
主な取組に反映させて
いくのかが重要なポイ
ントである。

【⑤について】
作業部会の意見は、その旨が現行の
ものに含まれているため、変更不要と
考える。

⑥第３回作業部会の意見

分野・政策・施策

２　図　　　表

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
④に、前期基本計画から変更したものを
赤字・下線で記載

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
　（青字・下線は前期基本計画からの変更点）

分　　野 政　　策 施　　策
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第五次長野市総合計画後期基本計画　　図表・主な取組・指標（行政経営分野）　（案） 資料１

行政
経営

1

市民が
主役の
まちづく
りの推
進

1

2

市民に
よるまち
づくり活
動への
支援

1

市民とと
もにつく
る市政
の推進

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策 　　　⑪主な取組
　　（前期基本計画）

　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

　　⑮統計指標
　　（前期基本計画）

⑯統計指標（変更後）

変更なし

広報広
聴課

変更なし 変更なし●市民の声が市政に反
映されている

○地域づくりに関するア
イデアを市役所や自治
会などに寄せている

●審議会等の公募委員の応募倍率
(内容：審議会等委員の公募人数に対
する応募者数の比率（直近２年間の平
均））

●パブリックコメント＊１件当たりに寄せ
られた意見数
（内容：パブリックコメント１件当たりに寄
せられた意見数（直近５年間の平均））

◎市民が市政に参加できる機会を充実します。
（行政管理課、広報広聴課）
◎あらゆる機会を通じて市民ニーズを把握しま
す。（広報広聴課）
◎様々な手段・媒体を有効に活用して市政情報
を提供するとともに、市政への理解を深める取組
を進めます。（広報広聴課）
◎個人情報を適切に管理し個人の権利利益を保
護するとともに、市政情報を積極的かつ迅速に公
開し市政の透明性を確保します。（庶務課）

◎地域の特性や資源を有効に活用し、住民ととも
に地域の魅力向上に取り組みます。（地域活動支
援課）
◎住民自治協議会などの地域コミュニティ組織の
運営と活動を積極的に支援し、住民自治を推進し
ます。（地域活動支援課、家庭・地域学びの課）
◎市民公益活動団体間の連携など、様々な主体
の協働を推進するとともに、市民ニーズに応じた
市民公益活動団体等の活動を支援します。（地域
活動支援課）
◎住民自治や市民公益活動等に関して啓発し、
市民の自治意識や市民主体のまちづくりに関す
る意識を高めます。（地域活動支援課）
◎地域を支える人材の育成と確保に取り組みま
す。（地域活動支援課、家庭・地域学びの課）

変更なし 変更なし●住民自治協議会、区、
自治会、ＮＰＯ＊法人な
どの活動がまちづくりに
役立っている

○住民自治協議会、区、
自治会などの活動やま
ちづくりに関わるボラン
ティア活動などに参加し
ている

地域活
動支援
課

変更なし●地区地域福祉活動計画＊の評価に
取り組んでいる地区数（再掲：２－３－
２）

⑭アンケート指標（変更
後）

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で
記載

⑫主な取組（修正後）

担当課

５　主な取組

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

６　アンケート指標
●　環境や体制に関する評価
○　回答者自身の実践状況

７　統計指標

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載
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第五次長野市総合計画後期基本計画　　図表・主な取組・指標（行政経営分野）　（案） 資料１

②目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課から
の提案

⑦「⑤・⑥」に対する担当課の考え方（意見）
⑧第１・２回作業部会の意見・企画課
からの提案

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方（意見）
⑨第３回作業部会
の意見

①現況と課題（修正案） ③図表（前期基本計画） ⑥第３回作業部会の意見

分野・政策・施策

２　図　　　表

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
④に、前期基本計画から変更したものを
赤字・下線で記載

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
　（青字・下線は前期基本計画からの変更点）

分　　野 政　　策 施　　策

安定的な行政サー ■社会保障関係費 ■社会保障関係費 【作業部会の意見】 ・デジタルという 【⑧について】【作業部会の意 ・デジタル化をいかに 【⑤について】●人口減少・少子高齢化 安定的な行政サー ■社会保障関係費 ■社会保障関係費 【作業部会の意見】 ・デジタルという 【⑧について】【作業部会の意 ・デジタル化をいかに 【⑤について】●人口減少・少子高齢化 安定的な行政サー
ビスが提供される

■社会保障関係費
（扶助費・繰出金）

■社会保障関係費
（扶助費・繰出金）

【作業部会の意見】
・行財政運営に民間の人が活

・デジタルという
考えは今後反

【⑧について】
・作業部会の意見については、具体的

【作業部会の意
見】

・デジタル化をいかに
主な取組に反映させて

【⑤について】
・作業部会の「協働までは至っていな

●人口減少・少子高齢化
が進行する状況において、

安定的な行政サー
ビスが提供される

■社会保障関係費
（扶助費・繰出金）

■社会保障関係費
（扶助費・繰出金）

【作業部会の意見】
・行財政運営に民間の人が活

・デジタルという
考えは今後反

【⑧について】
・作業部会の意見については、具体的

【作業部会の意
見】

・デジタル化をいかに
主な取組に反映させて

【⑤について】
・作業部会の「協働までは至っていな

●人口減少・少子高齢化
が進行する状況において、 ビスが提供される （扶助費・繰出金） （扶助費・繰出金） ・行財政運営に民間の人が活 考えは今後反 ・作業部会の意見については、具体的見】 主な取組に反映させて ・作業部会の「協働までは至っていなが進行する状況において、 ビスが提供される

持続可能な財政基
（扶助費・繰出金）
(財政課）

（扶助費・繰出金）
(財政課）

・行財政運営に民間の人が活
用されている

考えは今後反
映していくこと

・作業部会の意見については、具体的
な事項であるため、目指す状態ではな

見】
・民間の力を活

主な取組に反映させて
いくのかが重要なポイ

・作業部会の「協働までは至っていな
い」意見を反映させる。

が進行する状況において、
社会保障関係経費の増 持続可能な財政基 (財政課） (財政課） 用されている 映していくこと な事項であるため、目指す状態ではな・民間の力を活 いくのかが重要なポイ い」意見を反映させる。社会保障関係経費の増 持続可能な財政基

盤が構築されてい
(財政課）
■公共施設の将来

(財政課）
■公共施設（建築

用されている
・社会課題解決に民間が関わ

映していくこと
が可能なのか。

な事項であるため、目指す状態ではな
く、主な取組に反映できるか検討する。

・民間の力を活
用している場合

いくのかが重要なポイ
ントである。

い」意見を反映させる。
なお、作業部会からの意見は、公共

社会保障関係経費の増
加、喫緊の課題解決に向 盤が構築されてい

る。
■公共施設の将来
の改修・更新費用

■公共施設（建築
物）の将来の改修・

・社会課題解決に民間が関わ
りやすい

が可能なのか。
検討していくと

く、主な取組に反映できるか検討する。用している場合
もあるが、協働

ントである。 なお、作業部会からの意見は、公共
施設マネジメント分野には該当しない

加、喫緊の課題解決に向
けた対応など、一段と厳し

盤が構築されてい
る。

■公共施設の将来
の改修・更新費用

■公共施設（建築
物）の将来の改修・

・社会課題解決に民間が関わ
りやすい

が可能なのか。
検討していくと

く、主な取組に反映できるか検討する。用している場合
もあるが、協働

ントである。 なお、作業部会からの意見は、公共
施設マネジメント分野には該当しない

加、喫緊の課題解決に向
けた対応など、一段と厳し る。 の改修・更新費用 物）の将来の改修・ りやすい 検討していくともあるが、協働 施設マネジメント分野には該当しないけた対応など、一段と厳し る。 の改修・更新費用

の推計
物）の将来の改修・
更新費用の推計

りやすい 検討していくと
いう考えはある 【⑨について】

もあるが、協働
までは至ってい

施設マネジメント分野には該当しない
と考えられる。

けた対応など、一段と厳し
い財政運営が予想される の推計 更新費用の推計 いう考えはある 【⑨について】までは至ってい と考えられる。い財政運営が予想される の推計 更新費用の推計 いう考えはある 【⑨について】までは至ってい と考えられる。い財政運営が予想される の推計

（公共マネジメント
更新費用の推計
※担当課と調整中

いう考えはある
のか。

【⑨について】
喫緊の課題（台風災害、新型コロナウ

までは至ってい
ない

と考えられる。い財政運営が予想される
中、「選択と集中」や「地域 （公共マネジメント ※担当課と調整中 のか。 喫緊の課題（台風災害、新型コロナウない中、「選択と集中」や「地域

効果的
で効率
的な行
財政運
営の推
進

1

（公共マネジメント
推進課）

※担当課と調整中
（公共施設マネジメ
ント推進課）

のか。 喫緊の課題（台風災害、新型コロナウ
イルス感染症）のなかで、ＩＣＴに力を入
れ、何かできないか具体的に考えて行
かなければならない。

ない中、「選択と集中」や「地域
資源・民間活力の活用」な
どにより効果的で効率的な
行財政運営に取り組み、安
定的な行政サービスを持
続して提供していく必要が
あります。

●公共施設については、多
くの施設が老朽化し、改修
や更新費用の増大などが
くの施設が老朽化し、改修
や更新費用の増大などが
見込まれることから、公共
施設マネジメント指針で示
した今後20年間で延床面
積を２割削減する目標を見
据え、「量」と「質」の両面か
ら計画的見直しが必要で
す。国におけるデジタル化の動 デジタル技術等を 「今後、生活などに「今後、あれば便利 【作業部会の意 「国におけるデジタル 【⑤について】 【作業部会の意見】 【⑧について】国におけるデジタル化の動
きを念頭に置き、複雑・多

デジタル技術等を
用い、市民ニーズ

「今後、生活などに
必要だと思われる

「今後、あれば便利
になると思われる

【作業部会の意
見】

「国におけるデジタル
化の動きを念頭に置

【⑤について】
・作業部会の意見の提案について

【作業部会の意見】
・あらゆる申請がデジタルでで

【⑧について】
・作業部会の意見、企画課からの提案

国におけるデジタル化の動
きを念頭に置き、複雑・多

デジタル技術等を
用い、市民ニーズ

「今後、生活などに
必要だと思われる

「今後、あれば便利
になると思われる

【作業部会の意
見】

「国におけるデジタル
化の動きを念頭に置

【⑤について】
・作業部会の意見の提案について

【作業部会の意見】
・あらゆる申請がデジタルでで

【⑧について】
・作業部会の意見、企画課からの提案きを念頭に置き、複雑・多 用い、市民ニーズ 必要だと思われるになると思われる 見】 化の動きを念頭に置 ・作業部会の意見の提案について ・あらゆる申請がデジタルでで ・作業部会の意見、企画課からの提案

将来に
きを念頭に置き、複雑・多
様化する市民ニーズを踏ま

用い、市民ニーズ
を踏まえた質の高

必要だと思われる
情報通信技術を活

になると思われる
行政サービス手続」

見】
・デジタル格差

化の動きを念頭に置
き」は具体的にはどの

・作業部会の意見の提案について
は、その旨が現行のものに含まれて

・あらゆる申請がデジタルでで
き、自宅からでも行政手続き

・作業部会の意見、企画課からの提案
については、具体的な事項であるた将来に 様化する市民ニーズを踏ま を踏まえた質の高 情報通信技術を活行政サービス手続」 ・デジタル格差 き」は具体的にはどの は、その旨が現行のものに含まれて き、自宅からでも行政手続き については、具体的な事項であるた将来に

わたり持
様化する市民ニーズを踏ま を踏まえた質の高 情報通信技術を活行政サービス手続」 ・デジタル格差 き」は具体的にはどの は、その旨が現行のものに含まれて き、自宅からでも行政手続き については、具体的な事項であるた

わたり持
様化する市民ニーズを踏ま
えた質の高い行政サービ

を踏まえた質の高
い行政サービスを

情報通信技術を活
用した便利な仕組

行政サービス手続」
についての市民意

・デジタル格差
の解消

き」は具体的にはどの
ようなことを想定してい

は、その旨が現行のものに含まれて
いるため、変更不要と考える。

き、自宅からでも行政手続き
ができる

については、具体的な事項であるた
め、目指す状態ではなく、主な取組に

1

わたり持
続可能
な行財
政運営
の確立

2
行政
経営

市民の
満足が

えた質の高い行政サービ
スを提供していくために、成
果を重視した行政運営の
推進とともに、次世代の社
会の姿を見据えたＩＣＴの利
活用及び職員の能力向

い行政サービスを
提供している。

用した便利な仕組
み」についての市
民意識：R２市民ア
ンケート調査（情報
政策課）

についての市民意
識
（情報政策課）

の解消
・全てがアナログ
になっている。

【企画課からの
提案】

ようなことを想定してい
て、どのような方法を
考えているのか。
・現況という部分でもう
少し具体的に、現状ど
うなっているのか記載

いるため、変更不要と考える。
・企画課からの「国におけるデジタル
化の推進の動き」の提案を反映させ
る。

【⑥について】

ができる
・行政手続きがワンストップで
ある。
・DX化、キャッシュレス、デジタ
ル化、ペーパーレス化がされ
ている

め、目指す状態ではなく、主な取組に
反映できるか検討する。

2

市民の
満足が
得られる
市政の
推進

活用及び職員の能力向
上、効率的な職員配置、組
織づくりが必要です。

提案】
国におけるデジ
タル化の推進の
動き（デジタル庁
の設置）

うなっているのか記載
をしてもらえるとより、
プロセスの課題につい
ても伝わりやすくなる。
・デジタル化をいかに
主な取組に反映させて
いくのかが重要なポイ
ントである。

【⑥について】
国においてはデジタル庁を設置し、
DX化を目指しており、様々なシステム
についても全国統一のものが提供さ
れるようになる。具体的な手段として
は、⑧作業部会の意見のものを実現
していく。

ている

【企画課からの提案】
・国におけるデジタル化の推進
の動き（デジタル庁の設置）
・Society5.0

地方中核都市として、近隣 近隣８市町村の人 ・デジタル化をいかに近隣８市町村の長地方公共団体間 【⑨について】・デジタルという地方中核都市として、近隣 近隣８市町村の人 ・デジタル化をいかに近隣８市町村の長地方公共団体間 【⑨について】・デジタルという地方中核都市として、近隣
市町村等との連携や中核

近隣８市町村の人
口

・デジタル化をいかに
主な取組に反映させて

近隣８市町村の長
野市への通勤通学

地方公共団体間
の連携を有効に活

【⑨について】
「デジタル化」については、基本構想自

・デジタルという
考えは今後反

地方中核都市として、近隣
市町村等との連携や中核

近隣８市町村の人
口

・デジタル化をいかに
主な取組に反映させて

近隣８市町村の長
野市への通勤通学

地方公共団体間
の連携を有効に活

【⑨について】
「デジタル化」については、基本構想自

・デジタルという
考えは今後反市町村等との連携や中核 口 主な取組に反映させて野市への通勤通学の連携を有効に活 「デジタル化」については、基本構想自考えは今後反市町村等との連携や中核

市相互の連携を強化し、人
口
（企画課）

主な取組に反映させて
いくのかが重要なポイ

野市への通勤通学
割合

の連携を有効に活
用し、連携する市

「デジタル化」については、基本構想自
体には修正を加えないことを前提とし

考えは今後反
映していくこと

3

地方中
核都市
としての
役割の
遂行

市相互の連携を強化し、人
口減少対策や経済基盤の
強化に取り組むことで連携
する市町村全体の発展を
見据え、持続可能な地域づ
くりを目指す必要がありま
す。

（企画課） いくのかが重要なポイ
ントである。

割合
（企画課）

用し、連携する市
町村全体が発展し
ている。

体には修正を加えないことを前提とし
て作業を行っている。今後、重点推進
テーマの中でキーワードとして市民が
見て、意識できるような工夫をしてい
く。

映していくこと
が可能なのか。
検討していくと
いう考えはある
のか。

3



第五次長野市総合計画後期基本計画　　図表・主な取組・指標（行政経営分野）　（案） 資料１

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

効果的
で効率
的な行
財政運
営の推
進

1

1

将来に
わたり持
続可能
な行財
政運営
の確立

2
行政
経営

2

市民の
満足が
得られる
市政の
推進

3

地方中
核都市
としての
役割の
遂行

　　　⑪主な取組
　　（前期基本計画）

　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

　　⑮統計指標
　　（前期基本計画）

⑯統計指標（変更後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で
記載

⑫主な取組（修正後）

担当課

５　主な取組

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

６　アンケート指標
●　環境や体制に関する評価
○　回答者自身の実践状況

７　統計指標

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載

●実質公債費比率＊
(内容：財政規模に対する公債費の割
合）

●将来負担比率＊
(内容：財政規模に対する確定している
負債の割合）

行政管
理課

変更なし●効果的で効率的な行
政運営が行われている

○（設定なし）

◎社会・経済情勢の動向に応じて、限られた行政
経営資源を最適に配分し、最少の経費で最大の
効果が得られる行政サービスの提供に取り組み
ます。また、ＩＣＴ＊の利活用などにより業務を効
率化するとともに、ＰＤＣＡサイクル＊により継続
的に行財政運営を改善します。（財政課、行政管
理課、情報政策課、検査課）
◎保有する公共施設の総量の縮小や長寿命化を
進め、適切に維持・管理します。（公共施設マネジ
メント推進課）
◎資産や債務の正確な把握と適切な管理に基づ
いた、分かりやすい財務情報の開示に取り組み
ます。（財政課、管財課、会計課）
◎市税などを適正に賦課し、徴収率の向上に取り
組み、使用料・手数料などは利用者負担の適正
化を推進します。（市民税課、資産税課、収納課、
行政管理課）
◎市税や使用料・手数料収入のほか、様々な手
法による自主財源を確保します。（財政課、管財
課）
◎民間の資金、技術的能力、経営能力などを積
極的に活用します。（行政管理課、公共施設マネ
ジメント推進課）

◎社会・経済情勢の動向に応じて、限られた行政
経営資源を最適に配分し、最少の経費で最大の
効果が得られる行政サービスの提供に取り組み
ます。また、デジタル技術の活用などにより業務
を効率化するとともに、ＰＤＣＡサイクル＊により継
続的に行財政運営を改善します。（財政課、行政
管理課、情報政策課、検査課）
◎保有する公共施設の総量縮減や長寿命化を進
め、適切に維持・管理します。（公共施設マネジメ
ント推進課）
◎資産や負債の正確な把握と適切な管理に基づ
いた、分かりやすい財務情報の開示に取り組みま
す。（財政課、管財課、会計課）
◎市税などを適正に賦課し、徴収率の向上に取り
組み、使用料・手数料などは利用者負担の適正
化を推進します。（市民税課、資産税課、収納課、
行政管理課）
◎市税や使用料・手数料収入のほか、様々な手
法による自主財源を確保します。（財政課、管財
課）
◎民間の資金、技術的能力、経営能力などを積
極的に活用します。（行政管理課、公共施設マネ
ジメント推進課）

変更なし

●市民のニーズを踏ま
えた行政運営が行われ
ている
●市の職員に好感が持
てる
○（設定なし）

◎成果を重視した計画的な行政運営に取り組み
ます。（行政管理課、企画課）
◎行政手続のデジタル化や各種手続の簡素化を
進めます。（情報政策課、庶務課、行政管理課）
◎官民連携により、AIやデジタルなどの先端技術
を活用した地域課題の解決に取り組みます。（企
画課、情報政策課）
◎人事評価制度＊、各種研修、自発的な能力開
発の支援や職員提案制度＊などを通じ、職員の
職務に対する意欲と能力を高めます。（職員課、
職員研修所、行政管理課）
◎職員の適正配置と市民ニーズに的確かつ柔軟
に対応した組織づくりに取り組みます。（職員課）

行政管
理課

●オンライン化可能な申請、
届出、予約手続のオンライン
化実施率（内容：オンライン
化可能な申請、届出、予約
手続のオンライン化実施率）

●オンライン化済の申請、届
出、予約手続のオンライン利
用率（内容：（令和元年度ま
でにオンライン化済の申請、
届出、予約手続のオンライン
利用率）

●行政評価の達成状況
(内容：行政評価の一環として実施する
施策評価における、施策の目指す状態
の達成状況の割合）

●オンライン化可能な申請、届出、予約
手続のオンライン化実施率（内容：オン
ライン化可能な申請、届出、予約手続
のオンライン化実施率）

●オンライン化済の申請、届出、予約
手続のオンライン利用率（内容：（平成
27年度までにオンライン化済の申請、
届出、予約手続のオンライン利用率）

◎成果を重視した計画的な行政運営に取り組み
ます。（行政管理課、企画課）
◎時間や場所を問わず迅速に情報処理できるＩＣ
Ｔの利活用や各種手続の簡素化を進めます。（情
報政策課、庶務課、行政管理課）
◎人事評価制度＊、各種研修、自発的な能力開
発の支援や職員提案制度＊などを通じ、職員の
職務に対する意欲と能力を高めます。（職員課、
職員研修所、行政管理課）
◎職員の適正配置と市民ニーズに的確かつ柔軟
に対応した組織づくりに取り組みます。（職員課）

変更なし

企画課

変更なし●長野地域の定住人口
（内容：長野県毎月人口異動調査にお
ける、６月１日現在の長野市、須坂市、
千曲市、坂城町、小布施町、高山村、
信濃町、小川村、飯綱町の人口の合
計）

◎連携中枢都市圏構想＊など地方公共団体間
の連携を推進し、連携する市町村全体の発展に
つなげます。（企画課）
◎長野広域連合＊において、ごみの焼却施設・
最終処分場の設置管理などの事務を共同処理す
ることで、効率的な行政サービスを提供します。
（企画課）
◎中核市等との連携を強化し、共同研究や情報
共有の成果を行財政運営に活かします。（企画
課）

変更なし ●長野市は近隣市町村
と連携し、広域的に発展
に向けて取り組んでいる
○（設定なし）

変更なし
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資料１

第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標（保健・福祉分野）　（案）

⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

⑧第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

・「「多様」には、ひとり親、外
国籍、障害、同性婚、事実
婚・内縁などがあると思う
が、子育て支援施策にキー
ワードとして入れることは馴
染まないのではないか」は
もっともであるが、同性婚、
事実婚、ジェンダーフリー
は、どのあたりに反映されて
いるのか。
→
人権・男女共同参画課に確
認

・「子育てに楽しさを感じなが
ら」を加えているが、子育て
自体が難易極まるものと考
えると、ちょっと軽い受けとめ
になってしまうと感じるので、
楽しさに加えて、例えば「生
きがい」など何か別の言葉も
入れた方がよいのではない
か。

【⑧について】
（全般：こども政策課）
「多様」には、ひとり親、外国籍、障
害、同性婚、事実婚・内縁などがあ
ると思うが、子育て支援施策にキー
ワードとして入れることは馴染まない
のではないか。
第二期長野市子ども・子育て支援事
業計画では、基本目標の１つとして
「結婚の良さや子育ての楽しさを実
感できる支援をする」としている。

（結婚支援：マリッジサポート室）
社会全体で結婚を応援する機運を
高め、結婚生活の魅力を伝える取
組を推進する。
「多様性」は「人権尊重社会の実現」
施策の中での検討が妥当である。

【⑨について】
（こども政策課）
「子育てに楽しさを感じながら」につ
いて、「生きがい」は、生きることの
価値を見い出す意味を持つ言葉で
あるが、親の立場での視点が強く、
子どもの育ちという面が希薄に感じ
られる。ご意見のとおり、子育てには
楽しみもあれば苦労や大変さもあ
る。苦労や大変さがあってもそれを
乗り越え、子育てが満足な思いにつ
ながるという意味合いで、「生きが
い」ではなく、「喜び」が適切と考え
る。
子ども・子育て支援事業計画におい
ても、基本理念を「すべての子育て
が喜びとなり　すべての子どもが健
やかに成長するために」とし、保護
者が子育てに喜びを感じることがで
きる社会を目指すとしている。

■出生数と合計特殊出生率
（企画課）
■未婚率　（企画課　国勢調
査）
■こども相談室における相
談件数（子育て支援課）

変更なし 【作業部会の意見】
・未婚率の低下をス
トップする
→行政による結婚支
援のあり方はどうある
べきか
・結婚支援が手薄と感
じる
・家庭で親子が過ごす
時間を長くする（今は
短い）
・子育てに男性が参加
してもらいたい
・育児のワンオペの解
消が必要
・子育てに関して困っ
たことが言えるまちづ
くりが必要

【事務局】
・子育て中の社員・職
員に対する仕事上の
理解が必要。当事者
だけではなく、周囲の
理解が必要

【企画課からの提案】
・「更なる結婚支援の
充実」、「男性の子育
て参加」について、触
れることは可能でしょ
うか。

【⑤について】
（全般：こども政策
課）
課題としては、女性
の就業率の高まり
や、家事・育児の負
担の女性への偏りな
ども挙げられる。

（結婚支援：マリッジ
サポート室）
結婚支援に関して
は、未婚率の上昇を
抑え、婚姻件数の減
少をストップさせるた
め、平成26年度から
実施している結婚セ
ミナーは「出会いの
きっかけづくり」支援
から一歩踏み込み、
「交際につながる後
押し」支援への移行
を検討する。
結婚応援ボランティ
ア「夢先案内人」の中
でも特に相談経験が
あり、成婚につながっ
た実績のある「夢先
案内人」を「（仮称）夢
先サポーター」として
選任し、結婚希望者
の相談に対応する。

【作業部会の意見】
・自分で判断し、結婚
したいと思える
・結婚や子育てが楽し
いと思える
・様々な（多様な）カッ
プルが認められる。
・その人の選択がちゃ
んと尊重される世の中
に
・命の大切さ（を自覚
し）、命を大切にできる
自分（を形成する）
・出生数の増加
・子どもが多い
・妊娠する人　→安心
して妊娠できる
・お母さん達が子ども
を産んでよかったと思
える
・出産、子育てでお母
さんが一人で悩まない
まち
・親子で過ごす時間
は、母子１対１が多い
ので、母親だけで頑張
らなくてよい
・家庭で子育てができ
る
（核家族化等で家庭の
子育て力が低下）
・地域で子育てができ
る

【事務局】
・出産後も安心して子
育て、仕事ができる環
境が必要。職場を含
む社会環境が整って
いないと、安心して出
産、子育てができな
い。

【企画課からの提案】
作業部会では「多様
性」がキーワードと
なったので、例えば、
「多様な形態のカップ
ルや家族が」といった
表現が入れられるで
しょうか。

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点、赤
字・下線は第３回総合計画審議会からの変更
点）

⑥第３回作業部会の
意見

⑦「⑤・⑥」に対する
担当課の考え方（意
見）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　 ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）

2
保健・
福祉

1

少子化
対策、
切れ目
ない子
ども・子
育て支
援

1

結婚、
妊娠・出
産、子
育ての
切れ目
ない支
援

若い世代の未婚化や晩婚化
の進行とともに、母親の就業
意欲の高まりによる仕事と子
育ての両立への課題、子育
てへの不安や負担感がある
ことから、更なる結婚支援の
充実や男性の子育てへの参
画促進など、社会全体での
結婚、妊娠・出産、子育てを
切れ目なく支援する必要が
あります。

若い世代が結婚や妊娠・出産
についての希望をかなえ、子
育てに楽しさや喜びを感じな
がら、温かい社会の中で安心
して子どもを育てている。

⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答
したもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考
え方

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方
（意見）
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資料１

第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標（保健・福祉分野）　（案）

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

2
保健・
福祉

1

少子化
対策、
切れ目
ない子
ども・子
育て支
援

1

結婚、
妊娠・出
産、子
育ての
切れ目
ない支
援

⑬アンケート指標
（前期基本計画）

（施策の担当課）
こども政策課

（主な取組の関係
課）
・人口増推進課
・人権・男女共同
参画課
・福祉政策課
・健康課
・こども政策課
・子育て支援課
・保育・幼稚園課
・商工労働課

■若い世代に対する結婚支援を推進します。（人口
増推進課）
■細やかな情報提供と相談支援などを通じて、妊
娠・出産から子育てまでを切れ目なく支援します。
（子育て支援課、保育・幼稚園課、健康課）
■仕事と子育ての両立を支援します。（保育・幼稚
園課、こども政策課、子育て支援課、人権・男女共
同参画課、商工労働課）（２－５－２、６－４－１関
連）
■地域ぐるみで多様な主体が、子育て・子育ちを支
援する取組を促進します。（保育・幼稚園課、こども
政策課、福祉政策課）（５－１－３関連）
■子育て中の家庭における経済的な負担の軽減に
取り組みます。（子育て支援課、保育・幼稚園課、
福祉政策課）

■若い世代に対する結婚支援を推進します。（人口
増推進課）
■細やかな情報提供と相談支援などを通じて、妊
娠・出産から子育てまでを切れ目なく支援します。
（子育て支援課、保育・幼稚園課、健康課）
■ワーク・ライフ・バランスへの職場の理解や男性
の育児参画を促進するとともに、仕事と子育ての両
立を支援します。（保育・幼稚園課、こども政策課、
子育て支援課、人権・男女共同参画課、商工労働
課）（２－５－２、６－４－１関連）
■地域ぐるみで多様な主体が、子育て・子育ちを支
援する取組を促進します。（保育・幼稚園課、こども
政策課、福祉政策課）（５－１－３関連）
■子育て中の家庭における経済的な負担の軽減に
取り組みます。（子育て支援課、保育・幼稚園課、
福祉政策課）

●子どもを産み育てや
すい地域である
〇子育てしている家庭
を温かく見守り、必要
な時には手助けしてい
る

⑮統計指標
（前期基本計画）

６　アンケート指標 ７　統計指標

変更なし ●合計特殊出生率（年）
（内容：一人の女性が生
涯に産む子どもの数）

変更なし

施策の担当
課及び
主な取組関係
課

●　環境や体制に関する評価 ⑯に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員からの意
見に関するもの

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載

⑯統計指標（変更後）
⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載
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資料１

⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

⑧第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点、赤
字・下線は第３回総合計画審議会からの変更
点）

⑥第３回作業部会の
意見

⑦「⑤・⑥」に対する
担当課の考え方（意
見）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　 ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答
したもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考
え方

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方
（意見）

■母子・父子相談件数（子育
て支援課）

【⑤について】
企画課からの提案を
反映させる。

【作業部会の意見】
・（子育てというと親の
課題となってしまうの
で、子どもも子どもなり
に活き活きとできる）
「親子が活き活き」でき
るまち
・家庭で子育てができ
る
（核家族化で家庭の子
育て力が低下）
・地域で子育てができ
る
・教育にあまりお金が
かからない
【事務局】
・母親の心の安定が
子どもの健やかな育
ちに繋がる。母子の支
援が必要。
【企画課からの提案
例えば「地域社会」と
いった表現で社会全
体で子育てできる環境
整備という視点を加え
るのはどうでしょうか。

【⑧について】
作業部会のご提案については、具
体的な事項であるため、目指す状態
ではなく、主な取り組みに反映でき
るか検討する。
→
（検討の結果）
作業部会の意見についは、関係性
が強い施策2-1-1及び2-1-3で検討

【作業部会の意見】
・子育てに関して困っ
たことが言えるまちづ
くりが必要
・新型コロナウイルス
により社会的弱者（ひ
とり親、生活困窮者
等）の困難さが一層あ
らわになった→何とか
しないといけない
・経済の自立（子育て
世代～高齢者）
・格差（経済格差、経
験格差）の是正が必
要

【企画課からの提案】
・コロナ禍でひとり親
家庭の困難さが増して
いると思われるので、
更なる支援（就業等）
について触れることは
可能でしょうか。
・コロナ禍で児童虐待
の件数が増え、外から
見えづらくなっていると
の記事を見ましたが、
長野市はどのような状
況にあるのでしょう
か。同様の傾向にある
ならば、触れるのはど
うでしょうか。

【⑤について】
・作業部会の「・子育
てに関して困ったこと
が言える～」は、この
ような相談に応じて、
必要な支援につなげ
ていく必要があるた
め、反映させる。
・作業部会の「新型コ
ロナウイルスにより
～」は、国や市で支
援をしているところで
あるが、今後も継続
した支援が必要と思
われるため、「経済的
な自立」という文言に
含め、反映させる。
・作業部会の「経済
の自立」は、ひとり親
家庭に関して支援が
必要と考えられるた
め、反映させる。（高
齢者は施策範囲外の
ため除く）
・作業部会の「格差
の是正～」は、「経済
的な自立」等の文言
で反映させる。
・企画課からの「コロ
ナ禍でひとり親家庭
の困難さ～」は、的確
な提案と捉えるが、
「経済的な自立」や
「次世代に連鎖」など
の文言に包含されて
いると考える。
・企画課からの「コロ
ナ禍で児童虐待の
～」は、児童虐待は
近年、認識の高まり
により相談対応件数
が増えており、コロナ
禍が起因しているも
のとは考えていない
ため、反映させない。

【作業部会の意見】
・出産、子育てでお母
さんが一人で悩まない
まち
・親子で過ごす時間
は、母子１対１が多い
ので、母親だけで頑張
らなくてよい
・家庭で子育てができ
る
（核家族化等で家庭の
子育て力が低下）
・地域で子育てができ
る
・教育にあまりお金が
かからない

【企画課からの提案】
コロナ禍で親が失業・
休業し、子どもは休
園・休校等で、親子が
過ごす時間が増える
一方で、社会的に孤
立していく可能性が高
まるので、「地域に見
守られ」といった趣旨
の表現を入れるのは
どうなんでしょうか。

【⑧について】
・作業部会の「・出産、子育てで～」、
「親子で過ごす時間は～」は、支援
制度の周知や相談対応により必要
な支援につなげていく必要があるた
め、「相談につなげられる」に意味を
含めて反映させる。
・作業部会の「・家庭で～」は、保護
者等への相談・支援につなげてフォ
ローしながら実現できるものである
ため、「家庭」とは盛り込まないが、
「相談につなげられる」に意味を含
めて反映させる。
・作業部会の「・地域で～」は、「地
域」を盛り込んで反映させる。
・作業部会の「・教育に～」は、ひとり
親世帯等の社会的援助が必要な家
庭への支援は取り組んでいくが、一
般的な世帯を含める場合、施策に適
さないと思われるので、反映しない。
・企画課からの提案内容は、適切な
提案と思われるので反映させる。

3

社会的
援助を
必要と
する家
庭等の
自立支
援

子育てに関わる保護者等か
らの悩みなどの相談に応じ
て適切な支援につなげるほ
か、厳しい社会・経済状況の
中、ひとり親家庭などで就
労・就学が困難な状況に置
かれている人に対し、経済的
な自立に向けた支援ととも
に、経済的に厳しい状況が
次世代に連鎖しないよう支
援する必要があります。

子育てに関わる保護者等が
悩みを抱え込むことなく相談
につなげられ、すべての子ど
もが安定した環境の中、地域
に見守られながら、安心して
暮らしている。

■ひとり親家庭の年間収入
（子育て支援課）
※Ｈ27年以降更新データな
し

2
保健・
福祉

1

少子化
対策、
切れ目
ない子
ども・子
育て支
援

2

子ども
の成長
を育む
支援環
境の充
実

乳幼児期の教育・保育は、
生涯にわたる人格形成の基
礎を培うとともに、「学びの入
口」としても重要であることか
ら、家庭、地域、幼稚園・保
育所・認定こども園が、教
育・保育に対する共通の認
識を持ち連携しながら、子ど
も一人ひとりの健やかな育ち
を支えていく必要がありま
す。

乳幼児期の子どもが、安心感
や人への信頼感を土台にして
健やかに育ち、その後の発
達・成長の基礎となる力を着
実に育んでいる。

■子どもの頃の体験と大人
になってからの意欲・関心等
との関係　（独立行政法人国
立青少年教育振興機構「子
どもの体験活動の実態に関
する調査研究）
※H22 年以降調査なし

変更なし 【作業部会の意見】
・子育てに関して困っ
たことが言えるまちづ
くりが必要
・子どもに応じた支援
の充実

【事務局】
・保育所等の保育士
は多様な育ちの子ど
もに対応できるよう
に、スキルアップが必
要

【企画課からの提案】
作業部会で出た「子ど
もに応じた支援」と
いった旨の表現は入
れられるでしょうか。
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資料１

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

3

社会的
援助を
必要と
する家
庭等の
自立支
援

2
保健・
福祉

1

少子化
対策、
切れ目
ない子
ども・子
育て支
援

2

子ども
の成長
を育む
支援環
境の充
実

⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標
（前期基本計画）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当
課及び
主な取組関係
課

●　環境や体制に関する評価 ⑯に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員からの意
見に関するもの

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載

⑯統計指標（変更後）
⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

（施策の担当課）
保育・幼稚園課

（主な取組の関係
課）
・健康課
・子育て支援課
・保育・幼稚園課
・学校教育課
・家庭・地域学び
の課

◎幼稚園・保育所・認定こども園における、子育ち
を支える教育・保育の質や職員の力量の向上に取
り組みます。（保育・幼稚園課）（５－１－１関連）
◎幼稚園・保育所・認定こども園の連携に取り組む
とともに、小学校との連携を推進します。（保育・幼
稚園課、学校教育課）（５－１－１関連）
◎需要の見込みに応じ、乳幼児期の教育・保育を
適正に提供する体制を確保します。（保育・幼稚園
課）
◎子どもの健やかな成長を育む家庭環境づくりを
支援します。（子育て支援課、健康課、保育・幼稚
園課、家庭・地域学びの課）（５－１－３関連）

◎幼稚園・保育所・認定こども園における、子育ち
を支える教育・保育の質や職員の力量の向上に取
り組みます。（保育・幼稚園課）（５－１－１関連）
◎幼稚園・保育所・認定こども園における、防災や
交通安全対策を推進します。（保育・幼稚園課）
◎幼稚園・保育所・認定こども園の連携に取り組む
とともに、小学校との連携を推進します。（保育・幼
稚園課、学校教育課）（５－１－１関連）
◎需要の見込みに応じ、乳幼児期の教育・保育を
適正に提供する体制を確保します。（保育・幼稚園
課）
◎子どもの健やかな成長を育む家庭環境づくりを
支援します。（子育て支援課、健康課、保育・幼稚
園課、家庭・地域学びの課）（５－１－３関連）

◎社会的援助を必要とする家庭の子どもに対する
生活・学習への支援や、保護者に対する相談支援・
経済的支援を推進します。（子育て支援課、生活支
援課、教育委員会総務課）（５－１－２関連）
◎子どもの育ちに悩みや不安を抱える保護者への
相談支援に取り組みます。（子育て支援課、健康
課、保育・幼稚園課、学校教育課）
◎児童虐待を未然に防ぐとともに、早期発見・早期
対応に向けた取組を推進します。（子育て支援課、
健康課）

変更なし

（施策の担当課）
子育て支援課

（主な取組の関係
課）
・生活支援課
・健康課
・子育て支援課
・保育幼稚園課
・教育委員会総務
課
・学校教育課

◎子育て世帯の生活状況を把握するとともに、社
会的援助を必要とする家庭の子どもに対する生活・
学習への支援や、保護者に対する相談支援・経済
的支援を推進します。（子育て支援課、生活支援
課、教育委員会総務課）（５－１－２関連）
◎子どもの育ちに悩みや不安を抱える保護者への
相談支援に取り組みます。（子育て支援課、健康
課、保育・幼稚園課、学校教育課）
◎児童虐待を未然に防ぐとともに、早期発見・早期
対応に向けた取組を推進します。（子育て支援課、
健康課）

●子育て中の保護者
が悩みを抱えた時に
相談できる体制が整っ
ている
○（設定なし）

変更なし ●高等職業訓練促進給
付金事業＊による就業
率
（内容：高等職業訓練促
進給付金を受給し養成
機関を修了した者に占
める就業者の割合）

●幼稚園・保育所・認
定こども園における教
育・保育が充実してい
る
○〔再掲：子育てしてい
る家庭を温かく見守
り、必要な時には手助
けしている〕

変更なし ●子育てや子どもの成
長に喜びや生きがいを
感じる保護者の割合
（内容：市内の幼稚園・
保育所・認定こども園に
通園している子どもの保
護者の状況）
●家庭で日頃、子どもに
絵本の読み聞かせをし
ている保護者の割合
（内容：市内の幼稚園・
保育所・認定こども園に
通園している子どもの保
護者の状況）

●福祉サービス第三者
評価を受審した保育所
の割合（第２回専門部会
以降に変更）
 子育てや子どもの成長
 に喜びや生きがいを感じ
 る保護者の割合
 （内容：市内の幼稚園・
 保育所・認定こども園に
 通園している子どもの保
 護者の状況）
●家庭で日頃、子どもに
絵本の読み聞かせをし
ている保護者の割合
（内容：市内の幼稚園・
保育所・認定こども園に
通園している子どもの保
護者の状況）
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資料１

⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

⑧第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点、赤
字・下線は第３回総合計画審議会からの変更
点）

⑥第３回作業部会の
意見

⑦「⑤・⑥」に対する
担当課の考え方（意
見）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　 ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答
したもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考
え方

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方
（意見）

【⑧について】
多様性のある生きがいづくりを目指
していきますので、提案いただいた
表現を一部修正して加えます。

2
保健・
福祉

2

■就業者に占める60歳以上
の市民の割合　（企画課　国
勢調査：H27年度）
■何らかの地域活動をして
いる60歳以上の国民の割合
（内閣府「高齢者の地域社会
への参加に関する意識調
査」）
Ｈ25年以降データなし

■就業者に占める60歳以上
の市民の割合　（企画課　国
勢調査：H27年度）

■社会参加している60歳以
上の市民の割合
（内容：「就労（仕事に就き、
その対価を得ている）」「ボラ
ンティア」「興味関心のある
活動」等、社会と関わる活動
をしている60歳以上の市民
の割合）

(※第２回専門部会の意見）
図表は60歳以上の指標とし
ているが、高齢者の定義は
65歳以上ではないか。

→（高齢者活躍支援課）
高齢者の定義について、老
人福祉法において老人の定
義が定められていないため、
年齢の規定がない。他の法
律や制度でも、対象年齢は
まちまちである。多くは60歳
又は65歳以上であるが、70
歳又はそれ以上というものも
存在する。国連では60歳以
上となっているが、その専門
機関である世界保健機構
（ＷＨＯ）では65歳以上と定
義されているなど、国際機関
内でも異なった定義をしてい
る。後期基本計画における
主な取組は、老人クラブ、か
がやきひろば、いこいの家、
高齢者の人材活用になり、こ
れらの事業は60歳以上を対
象にしているため、指標は60
歳以上からとする。

【作業部会の意見】
・住民の主体性につい
て、高齢化で役員の
担い手が不足し運営
が難しい
・住民の主体性を行政
がしっかり支援する
・年齢別のスポーツの
場。相手がほしい（高
齢者、中年）

【企画課からの提案】
・地区によっては、急
激な高齢化が進んで
おり、促すだけでは難
しい場合もあると思わ
れるので、「担い手とし
て活躍することを促す
とともに支援する必要
があります」といった
表現とするのはどうで
しょうか。
・前期基本計画には、
就労支援について記
載がありますが、社会
で活躍するための就
労支援の必要性を触
れるのはどうでしょう
か。

【⑤について】
・地域の担い手が高
齢化している課題は
別の課題であり、ここ
で取り上げる課題で
はないと考えますの
で、表記を変更する
ことは考えていませ
ん。
・生きがいづくりの中
に、就労という一つの
形があると考えます
ので、就労支援のみ
特記することは考え
ていません。

【作業部会の意見】
・高齢者活躍と言うと
死ぬまで働くというイ
メージがあるので、
色々な生き方で、それ
ぞれが活き活きと生き
られる社会

【企画課からの提案】
作業部会で「色々な生
き方」、「それぞれが活
き活き」といった意見
が出たので、「様々な
場所や形で生きがい
を感じながらいきいき
と暮らしている。」と
いった表現を加えるの
はどうでしょうか。

生きが
いのあ
る豊か
な高齢
社会の
形成

1

高齢者
の社会
参加と
生きが
いづくり
の促進

学びやボランティア活動、就
労などを通じて、高齢者の社
会参加や生きがいづくりに取
り組んでいます。更なる少
子・高齢化の進行に伴い、高
齢者が自らの経験や能力を
活かし活躍することがより一
層求められることから、高齢
者がこれまで以上に地域社
会の担い手として活躍するこ
とを促す必要があります。

高齢者が自らの経験や能力
を活かして積極的に社会に参
加し、様々な場面で生きがい
を感じながらいきいきと暮らし
ている。

9



資料１

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

2
保健・
福祉

2

生きが
いのあ
る豊か
な高齢
社会の
形成

1

高齢者
の社会
参加と
生きが
いづくり
の促進

⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標
（前期基本計画）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当
課及び
主な取組関係
課

●　環境や体制に関する評価 ⑯に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員からの意
見に関するもの

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載

⑯統計指標（変更後）
⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

変更なし ●社会参加している60
歳以上の市民の割合
（内容：「就労（仕事に就
き、その対価を得てい
る）」「ボランティア」「興
味関心のある活動」等、
社会と関わる活動をして
いる60歳以上の市民の
割合）

変更なし

（施策の担当課）
高齢者活躍支援
課

（主な取組の関係
課）
・高齢者活躍支援
課
・商工労働課
・家庭・地域学び
の課

◎高齢者の地域などでの社会活動を支援します。
（高齢者活躍支援課、 介護保険課、福祉政策課、
家庭・地域学びの課）
◎高齢者の就労を支援します。（商工労働課）（６－
４－１関連）

●高齢者がボランティ
アや学習活動など、社
会と関わる活動をしや
すい環境が整っている
○（設定なし）

◎高齢者の地域などでの社会活動を支援します。
（高齢者活躍支援課、介護保険課、福祉政策課、
家庭・地域学びの課）
◎高齢者の就労を支援します。（商工労働課）（６－
４－１関連）
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資料１

⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

⑧第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点、赤
字・下線は第３回総合計画審議会からの変更
点）

⑥第３回作業部会の
意見

⑦「⑤・⑥」に対する
担当課の考え方（意
見）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　 ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答
したもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考
え方

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方
（意見）

【⑤について】
地域包括ケアシステ
ムの推進に当たっ
て、現状では、介護
サービスの提供や介
護予防の推進に加
え、医療と介護の連
携、看取り・ＡＣＰへ
の取組を推進するほ
か、新たに「重層的
支援」への取組が求
められている。あんし
んいきいきプラン２１
では、これらの概念
的な内容を反映した
「長野市版地域包括
ケアシステムの目指
す姿」を掲載すること
としていることから、
その理念を反映し、
新たに「保健」という
キーワードを追加す
る。

【作業部会の意見】
・在宅で親の介護がで
きるまち
・在宅介護と在宅医療
が連携されたまち
・慣れ親しんだ地域、
住み慣れた地域で自
分らしい暮らしを人生
の最後まで続けられ
る。
・高齢者が移動しやす
い

【企画課からの提案】
「高齢者が自ら介護予
防の取組を実践し健
康を維持するととも
に、介護が～」といっ
たような健康寿命の延
伸を趣旨とする表現を
更に入れるのはどうで
しょうか。

【第３回審議会】
（委員からの意見）
(a)住み慣れた地域の「地域」
の言葉が長野市全体を言っ
ているのか、自分が生まれ
育った地区を考えているの
か。都市整備のところで、昨
今の状況として中山間地域
のほうから街中へ高齢者が
移住してきている傾向がある
との話の中で、地域を生活し
ている場所と捉えてしまうと、
暮らしたい場所の自由を奪っ
てしまうことになりかねないと
思ったが、「地域」の考え方
について伺いたい。

(b)「地域包括ケアシステムの
システムの深化・推進」は高
齢者によらずということだと
思うが、介護が必要な人は
高齢者だけではなく、ケガや
闘病中の人もいるので、政
策の「高齢社会の形成」とい
う「高齢」は付けた方がいい
のか。また、目指す状態の
「高齢者が」と限定してしまっ
ていいのか。幅広く表現した
ほうがいいと思われる。

【⑧について】
①健康の維持（保健）と介護予防を
一体的に取り組む表現とする。
②地域包括ケアシステムの具体的・
象徴的なイメージを喚起するため、
作業部会意見の「最後まで自分らし
く」を追加する。
③「高齢者の移動」という概念は公
共交通の維持・推進と一体であり、
地位包括ケアシステムでの互助によ
る移送は公共交通で賄えない福祉
的な移送を担保するものであること
から、この施策においては記載しな
い。

【⑨について】
(a)地域包括ケアシステムにおける
「地域」とは、中学校区を基本とした
圏域毎に整備され、おおむね30分
以内に医療・介護・予防・住まい・生
活支援が包括的に確保される範囲
とされている。中山間地域は、人口
が集中する地域と比較して養介護
施設等の資源が少ないこともあり、
やむを得ず街中に移住する場合も
少なからずあると捉えているが、地
域包括ケアシステムは住み慣れた
地域でより長く安心して暮らすことを
目指すものであり、高齢者の居住の
自由を制限するものではない。

（ｂ）　国は、「介護保険事業に係る
保険給付の円滑な実施を確保する
ための基本的な指針」の中で「高齢
者が可能な限り住み慣れた地域で
その有する能力に応じ自立した日常
生活を営むことを可能としていくため
には、限りある社会資源を効率的か
つ効果的に活用しながら、十分な介
護サービスの確保のみに留まらず、
医療、介護、介護予防、住まい及び
自立した日常生活の支援が包括的
に確保される体制（以下「地域包括
ケアシステム」という。）を各地域の
実情に応じて深化・推進していくこと
が重要である。」と示しており、地域
包括ケアシステムは高齢者に限定
する政策であると捉えることができ
る。なお、「地域包括ケアシステムの
強化のための介護保険法の一部を
改正する法律（平成29年法律第52
号。）」により、包括的な支援体制を
整備することが市町村の努力義務と
されたことから、いわゆる8050問題
やダブルケア、ゴミ屋敷などの複雑
化・複合化した問題に対して、市町
村は①相談支援、②参加支援、③
地域づくりに向けた支援を実施する
事業を創設し、国はこれに交付金を
交付する仕組み（重層的支援体制
整備事業）が創設されており、今後、
本市においても検討し、取組を進め
ていく。

2
保健・
福祉

2

生きが
いのあ
る豊か
な高齢
社会の
形成

2

地域包
括ケア
システ
ムの深
化・推進

高齢者が住み慣れた地域で
自分らしい生活を続けるため
に、医療、介護、保健・介護
予防、住まい、生活支援を切
れ目なく提供する地域包括
ケアシステムを充実させる必
要があります。

高齢者が自ら介護予防・健康
維持の取組を実践するととも
に、介護が必要な状態になっ
ても、住み慣れた地域の中
で、必要な介護を受けながら
最後まで自分らしく安心して
暮らしている。

■「介護が必要になった場合
の生活の場の希望」につい
ての市民意識
■「自宅で介護サービスを利
用したい理由」についての市
民意識
(高齢者活躍支援課　高齢者
等実態調査）

変更なし 【作業部会の意見】
・介護について困った
ことが言えるまちづくり
が必要
・親の介護（看護）の
不安がある
・高齢者の終末への
応援・配慮が必要
・ＳＤＧｓの考え方で誰
も取り残さない
→市のセーフティー
ネットのほころびはな
いのか

【企画課からの提案】
地域包括ケアシステ
ムの充実とともに、健
康寿命の延伸のため
にフレイルをいかに食
い止めるかが課題に
なると思われますが、
そういった趣旨の表現
を入れることは可能で
しょうか。

（担当課より）

可能であれば、基本構

想に影響するものの、

施策を「地域包括ケア

システムの深化・推

進」に変更したいところ

→ 基本構想の変更に

は当たらないとし、「高

齢者福祉サービスの

充実」から変更する。
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資料１

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

2
保健・
福祉

2

生きが
いのあ
る豊か
な高齢
社会の
形成

2

地域包
括ケア
システ
ムの深
化・推進

⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標
（前期基本計画）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当
課及び
主な取組関係
課

●　環境や体制に関する評価 ⑯に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員からの意
見に関するもの

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載

⑯統計指標（変更後）
⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●高齢者が住み慣れ
た地域で暮らし続けら
れる環境が整っている
○ご近所の高齢者を
温かく見守り、必要な
時には手助けしている

変更なし ●要介護状態ではない
高齢者の割合
（内容：高齢者（65歳以
上）のうち、要介護認定
（要介護１～５）を受けて
いない人の割合）

変更なし

（施策の担当課）
地域包括ケア推
進課

（主な取組の関係
課）
・福祉政策課
・高齢者活躍支援
課
・地域包括ケア推
進課
・介護保険課
・国民健康保険課
・健康課
・住宅課

◎介護予防を推進するとともに、医療、介護、住ま
い、福祉サービスなどを包括的・継続的に提供する
体制を確立します。（介護保険課、健康課、高齢者
福祉課、住宅課）
　◎認知症の早期発見・早期対応や、認知症高齢
者とその家族を地域で支える取組を促進します。
（介護保険課、高齢者福祉課）
◎要介護高齢者に対する介護保険サービス基盤
の整備を促進します。（介護保険課、高齢者福祉
課）

◎介護予防を推進するとともに、医療、介護、住ま
い、福祉サービスなどを包括的・継続的に提供する
体制を確立します。（地域包括ケア推進課、介護保
険課、健康課、高齢者活躍支援課、住宅課、国民
健康保険課）
◎認知症の早期発見・早期対応や、認知症高齢者
とその家族を地域で支える取組を促進します。（地
域包括ケア推進課、福祉政策課）
◎要介護高齢者に対する介護保険サービス基盤
の整備を促進します。（介護保険課・高齢者活躍支
援課）
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資料１

⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

⑧第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点、赤
字・下線は第３回総合計画審議会からの変更
点）

⑥第３回作業部会の
意見

⑦「⑤・⑥」に対する
担当課の考え方（意
見）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　 ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答
したもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考
え方

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方
（意見）

【⑤について】
・作業部会の意見の
障害者のテレワーク
については、事業所
が実施しシステムを
整備するものである
が、新型コロナウイ
ルス感染症対策に係
る事業として、テレ
ワークシステムの導
入を希望する事業所
に導入経費の支援を
行うなど、現行の
サービス提供体制の
中で実施している。ま
た、ひきこもり問題や
生活困窮等について
は、第一義的にはこ
の分野には当てはま
らないため、反映させ
ない。

【作業部会の意見】
・地域共生社会の促
進
・障がいがある人もな
い人も一緒に活動でき
る

【事務局】
・周囲の障害特性につ
いての理解が必要。
接し方がわからない人
が多い

【企画課からの提案】
「暮らしている」に加え
て、地域共生社会の
促進ということで、「活
動」や「社会参加」につ
いて触れることはどう
でしょうか。

●障害福祉サービスに対す
る需要が年々増加するととも
に多岐にわたっていることか
ら、障害のある人の状況や
要望等を的確に把握し、必
要な支援が適切に提供でき
る体制の確保が必要となり
ます。
●障害に対する理解を促進
し、障害者差別の解消や合
理的配慮の提供に向けた取
組を進める必要があります。

【赤字下線部分は担当課に
よる追加修正】

障害の有無によって分け隔て
られることなく、だれもが自分
らしく安心して暮らしている。

■障害福祉サービスにおけ
る計画相談支援事業の利用
者数
（障害福祉課）

変更なし 【作業部会の意見】
・障がい者を事業所が
テレワークで使えるよ
うにしてもらいたい
・難病患者の就労支
援、生活支援が足りな
い（２４時間ケアを含
む）
・新たな支援やサービ
スの担い手の問題が
ある
・切れ目のない子ども
から大人までの相談・
支援体制が欠けてい
る（ひきこもりの問題
等）
・ＳＤＧｓの考え方で誰
も取り残さない
→市のセーフティー
ネットのほころびはな
いのか
・新型コロナウイルス
により社会的弱者（ひ
とり親、生活困窮者
等）の困難さが一層あ
らわになった
→何とかしないといけ
ない

【企画課からの提案】
・作業部会で障がい者
を事業所がテレワーク
で使えるようにとの意
見が出ましたが、新型
コロナ感染症拡大に
伴うサービス提供への
課題等について触れ
ることはどうでしょう
か。

2
保健・
福祉

3

だれも
が自分
らしく暮
らせる
社会の
形成

1

障害者
（児）福
祉の充
実
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資料１

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

2
保健・
福祉

3

だれも
が自分
らしく暮
らせる
社会の
形成

1

障害者
（児）福
祉の充
実

⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標
（前期基本計画）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当
課及び
主な取組関係
課

●　環境や体制に関する評価 ⑯に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員からの意
見に関するもの

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載

⑯統計指標（変更後）
⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●障害のある人が安
心して暮らせるサービ
スや環境が整っている
〇障害のある人を見
かけた時に、手助けが
必要か気にかけるよう
にしている

変更なし ●一般企業の障害者雇
用率（年）
（内容：企業が雇用する
常用労働者数に占める
障害者の割合）

変更なし

（施策の担当課）
障害福祉課

（主な取組の関係
課）
・人権・男女共同
参画課
・障害福祉課
・健康課
・子育て支援課
・保育・幼稚園課
・学校教育課

◎障害のある人のニーズに応じた多様な障害福祉
サービスを提供するとともに、社会参加を支援しま
す。（障害福祉課）（６－４－１関連）
◎障害や障害のある人に関する理解を促進し、障
害者差別解消に向けた取組を推進します。（障害福
祉課、人権・男女共同参画課）（７－１－３関連）
◎子どもの障害の早期発見や切れ目のない相談
支援に取り組みます。（健康課、子育て支援課、障
害福祉課、保育・幼稚園課、学校教育課）（５－１－
２関連）

◎地域共生社会の実現を目指して、障害に対する
理解を深め、障害者の権利を擁護する取組を推進
します。（障害福祉課、人権・男女共同参画課）（７
－１－３関連）
◎障害者自らの意思決定に基づき、安心して生活
を送るためのくらしの場・障害福祉サービス基盤を
整備します。（障害福祉課）
◎障害のある人の就労支援、スポーツ、文化芸術
活動等の社会参加を促進します。（障害福祉課、商
工労働課、文化芸術課、スポーツ課）（５－３－１、５
－４－１、６－４－１関連）
◎発達障害等の特性を有する児童生徒に対する支
援や多様な教育・保育ニーズに応じた取組を充実
します。（障害福祉課、健康課、子育て支援課、保
育・幼稚園課、学校教育課）（５－１－２関連）
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資料１

⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

⑧第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点、赤
字・下線は第３回総合計画審議会からの変更
点）

⑥第３回作業部会の
意見

⑦「⑤・⑥」に対する
担当課の考え方（意
見）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　 ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答
したもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考
え方

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方
（意見）

【⑤について】
・「新たな」は不要
加えるとすれば、生
活弱者の増加、社会
的孤立、ダブルケア、
8050問題、ごみ屋敷
など世帯全体が社会
から孤立するなど課
題が複合化・複雑化
自殺者2万人時代、
子どもの貧困、高齢
化の進展と人口減に
よる深刻な担い手不
足
血縁、地縁、社縁と
いう、日本の社会保
障制度の基礎となっ
てきた「共同体」の機
能の脆弱化
・単独高齢世帯の増
加、近所付き合いの
希薄化、人口減・定
年延長などによる地
域福祉や役員の担い
手不足に加え、台風
被災、コロナ禍による
売上減や雇用調整な
どにより、地域住民
が抱える課題が複合
化・複雑化している。

・作業部会の意見に
ついて、一点目は、
対象が限られており
視野が狭い。二・三
点目は今後更に深刻
になる課題

【作業部会の意見】
・一人ぼっちじゃない
社会
・お隣さんと交流がも
てるまち
・住民の主体性を行政
がしっかり支援する
・切れ目のない子ども
から大人までの相談・
支援体制の確立した
社会
･ひきこもり（家族も）の
居場所があるまち

【企画課からの提案】
地域の中で「支え合
い」はイメージが沸くの
ですが、「活かし合い」
については具体的な
イメージがつかみにく
いと思うのですが、い
かがでしょうか。

・「…一人ひとり…」本来は、「一人一
人」と書き表すものだが、国では、社
会福祉の分野では、「一人ひとり」と
していることが多いためこのようにし
ている。

【⑧について】
・⑧の意見は、孤立や引きこもりに
偏っている。
相談・支援体制の確立した…は手段
であり、目的でない
→目指す状態に記載する内容は、
全市民に共通するビジョンであるこ
とが必要

・「活かし合う」とは、支える・支えて
もらうという関係ではなく、高齢者や
障害者など、これまでは支えてもらう
側であることが多かった人も、支え
る側として地域社会に参画すること
を示している。
・地域共生社会の実現のためには、
支え手側と受け手側に分かれるの
ではなく、地域のあらゆる住民が役
割を持ち、支え合いながら、自分らし
く活躍できる地域コミュニティを育成
し、福祉などの地域の公的サービス
と協働して助け合いながら暮らすこ
とができる仕組みを構築する必要が
ある。

単独世帯の増加などにより、
家族や地域住民相互のつな
がりが希薄化する中で、社
会的孤立等地域における課
題に加え、高齢化や生活困
窮などの課題が複合的に生
じている世帯が増えているこ
とから、行政・住民・関係機
関等が連携して解決に取り
組むことが必要です。

市民一人ひとりが、地域の中
で互いに認め合い、支え合
い、活かし合いながら、安心し
て自分らしくいきいきと暮らし
ている。

■「近所付き合い」について
の市民意識　（福祉政策課
平成26年「まちづくりアン
ケート」」）
※昨年９月に企画課から福
祉政策課に図表数値の更新
を依頼したところ、上記アン
ケートが行われていないた
め、以下の項目に変更となっ
た。
→
■地域や隣近所でお互いに
支え合い助け合う関係が築
かれている（平成28年）
資料：（平成28年「まちづくり
アンケート」）

■地域や隣近所でお互いに
支え合い助け合う関係が築
かれている（平成28年）
資料：（平成28年「まちづくり
アンケート」）

【作業部会の意見】
・切れ目のない子ども
から大人までの相談・
支援体制が欠けてい
る（ひきこもりの問題
等）
・住民の主体性につい
て、高齢化で役員の
担い手が不足し運営
が難しい
・役員の担い手不足の
問題

（幸せ実感モニター）
近所付き合いがない

【企画課からの提案】
「社会的孤立等」は新
たな課題のまま残しま
すか？「新たな」を削
るか、他に課題があれ
ば記載していただくの
は、どうでしょうか。

2
保健・
福祉

3

だれも
が自分
らしく暮
らせる
社会の
形成

2

認め合
い、支え
合い、活
かし合う
地域社
会の実
現
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資料１

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

2
保健・
福祉

3

だれも
が自分
らしく暮
らせる
社会の
形成

2

認め合
い、支え
合い、活
かし合う
地域社
会の実
現

⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標
（前期基本計画）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当
課及び
主な取組関係
課

●　環境や体制に関する評価 ⑯に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員からの意
見に関するもの

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載

⑯統計指標（変更後）
⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

変更があれば⑭に全
ての「アンケート指標」
を入力（追加・修正した
ものは赤字・下線で入
力）

変更なし ●地区地域福祉活動計
画の評価に取り組んで
いる地区数
（内容：地区地域福祉活
動計画の進捗状況の把
握や計画の検証・見直し
に取り組んでいる地区
数）

変更なし

（施策の担当課）
福祉政策課

（主な取組の関係
課）
・福祉政策課
・地域包括ケア推
進課

◎地域福祉を推進するための啓発を進め、担い手
の創出などの基盤づくりを促進します。（福祉政策
課）
◎地域福祉を推進する実施主体間のネットワーク
づくりを促進します。（福祉政策課）
◎身近な地域での見守り・支え合いを促進します。
（福祉政策課、地域包括ケア推進課）

修正なし
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資料１

⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

⑧第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点、赤
字・下線は第３回総合計画審議会からの変更
点）

⑥第３回作業部会の
意見

⑦「⑤・⑥」に対する
担当課の考え方（意
見）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　 ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答
したもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考
え方

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方
（意見）

2
保健・
福祉

3

だれも
が自分
らしく暮
らせる
社会の
形成

3

生活の
安定と
自立へ
の支援

【⑤について】
・作業部会の意見
は、その旨が現行の
「生活に困っている人
が自立した生活を送
れるように支援する
「第２のセーフティ
ネット（生活困窮者自
立支援制度）」を充実
する必要がありま
す。」に含まれている
ため、特に記載は変
えない。
・企画からの「近年の
雇用状況の変化」
は、タイムリーな現象
（変化）と、多種多様
な分野が想定される
ため具体的な記載に
は触れない。
・社会的弱者の一層
の貧困、誰ひとり取り
残さないについて
は、現行のものに含
まれるため、特に記
載は変えない。

・生活困窮に至る要
素は雇用以外にも
様々あるが、支援の
体制が分野別、対象
者別になっており、各
種の制度・福祉サー
ビスは、当事者の特
性や個別のニーズに
応じた枠組みにおい
て実施されている。
・生活困窮者自立支
援法は、生活保護に
至る前の段階の自立
支援策を強化するも
のであり、生活困窮
者に対する様々な支
援策を実施しており、
新型コロナウイルス
の現況においては、
さらに自立支援事業
を実施する自立支援
機関の体制強化が必
要である。
・最後のセーフティー
ネットである生活保
護制度と両輪で機能
することが必要であ
り、さらに、重層的な
セーフティーネットも
求められている。

【作業部会の意見】
切れ目のない子ども
から大人までの相談・
支援体制の確立した
社会

【企画課からの提案】
「その状況に応じて可
能な限り自立し」に「支
援」の文言を加え、「そ
の状況に応じた支援
を受け、可能な限り自
立し」とするのはどうで
しょうか。

【⑧について】
・作業部会の意見は、その旨が現行
の「だれもが幾重にもはりめぐらされ
たセーフティネットに守られ」に含ま
れているため、特に記載は変えな
い。
・企画課からの提案については、
「セーフティーネットに守られ」として
いることから、特に記載は変えない。

・ライフステージを通じて、可能な限
り自立した生活を送ることができるよ
う、分野や制度を超えた包括的な支
援体の一翼となり、既存の個別的な
ニーズに対応する制度・サービスを
活用しながら、自立の形は多様であ
ることを十分理解し、自分の意志で
自立に向けて、困窮することなく安
定した生活を送れることを目指す。

近年の雇用状況の変化に伴
い、既存の社会保険制度・労
働保険制度や最終的なセー
フティネットである生活保護
制度だけでは、市民の安定
した生活を支えきれなくなっ
ていることから、生活に困っ
ている人が自立した生活を
送れるように支援する「第２
のセーフティネット（生活困窮
者自立支援制度）」を充実す
る必要があります。

だれもが幾重にもはりめぐら
されたセーフティネットに守ら
れ、その状況に応じて可能な
限り自立し、困窮することなく
安定した生活を送っている。

■世帯の年間収入が200万
円未満である世帯の割合と
雇用形態別雇用者数の推移
を表すもの
(企画課　就業構造基本調
査）

変更なし 【作業部会の意見】
・ＳＤＧｓの考え方で誰
も取り残さない
→市のセーフティー
ネットのほころびはな
いのか
・生活困窮者対策の
現状はうまくいってい
るのか
・新型コロナウイルス
により社会的弱者（ひ
とり親、生活困窮者
等）の困難さが一層あ
らわになった
→何とかしないと
・経済の自立（子育て
世代～高齢者）
・格差（経済格差、経
験格差）の是正
・切れ目のない子ども
から大人までの相談・
支援体制が欠けてい
る（（ひきこもりの問題
等）
・新たな支援やサービ
スの担い手の問題

【企画課からの提案】
・「近年の雇用状況の
変化」について、具体
的に記載していただく
ことは可能でしょうか。
・作業部会ではコロナ
の感染拡大による問
題（社会的弱者の一
層の困窮）やＳＤＧｓ視
点（誰ひとり取り残さな
い）からの意見が出ま
したが、触れていただ
くことは可能でしょうか
・子どもや女性、外国
人の貧困問題等につ
いては、担当課だけで
は解決が困難と思わ
れますが、部局横断
的対応や地域との連
携の必要性はありま
すか。また、ある場合
は触れることは可能で
しょうか。
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資料１

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

2
保健・
福祉

3

だれも
が自分
らしく暮
らせる
社会の
形成

3

生活の
安定と
自立へ
の支援

⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標
（前期基本計画）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当
課及び
主な取組関係
課

●　環境や体制に関する評価 ⑯に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員からの意
見に関するもの

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載

⑯統計指標（変更後）
⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●生活に困った時に
相談できる体制が整っ
ている
○（設定なし）

変更なし ●「まいさぽ長野市＊」
の支援により就労した人
の割合（内容：「まいさぽ
長野市」の利用者にお
ける、就労支援を必要と
する人のうち、支援によ
り実際に就労した人の
割合）

変更なし

（施策の担当課）
生活支援課

（主な取組の関係
課）
生活支援課

◎生活困窮世帯や生活保護世帯に対して就労を支
援します。（生活支援課）
◎世帯の実情に即した生活保護の適正な運用に
取り組みます。（生活支援課）

修正なし
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資料１

⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

⑧第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点、赤
字・下線は第３回総合計画審議会からの変更
点）

⑥第３回作業部会の
意見

⑦「⑤・⑥」に対する
担当課の考え方（意
見）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　 ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答
したもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考
え方

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方
（意見）

【⑤について】
・ひきこもりに対する
支援体制に課題はあ
るが、こころの健康の
対象はひきこもりだ
けではない。こころの
健康でひきこもりだけ
を特別に出すことに
疑問はありますが、
ひきこもりの文言は
入れました。
・「保健衛生の充実」
こ「こころ」だけでなく
「感染症対策」につい
て加えることは必要
だと思います。

【作業部会の意見】
・切れ目のない子ども
から大人までの相談・
支援体制の確立した
社会
･ひきこもり（家族も）の
居場所があるまち
・人的資源のロス（が
んによる死亡、ひきこ
もり、不登校）をなくす

【企画課からの提案】
新型コロナの関係で、
新たな感染症に対す
る体制整備により、安
心して暮らせる社会と
いう視点からの表現
はどうでしょうか。

【⑧について】
感染症対策について加えることは必
要だと思いますが、こころの健康に
ついては、ひきこもり問題だけを特
別に出す必要はないと思います。
（こころの健康は、自殺対策、うつ、
アルコール関連問題等々あり、どれ
も大切なことです。）

保健衛
生の充
実

●新興感染症や再興感染症
の世界的流行に備えた体制
整備と、感染症予防に対す
る正しい知識の普及啓発が
必要です。

●健康の不安、対人関係、
経済的理由など様々な要因
が複合的に連鎖し、加えて
新興感染症による生活様式
の変化や感染への不安など
により強いストレスを感じる
人や心を病む人、ひきこもり
者等が増えていることから心
の健康づくりを推進すること
が必要です。

感染症の流行に備えた体制
が整備され、地域に密着した
専門性の高い保健衛生事業
の提供により、だれもが健や
かで安心・安全に暮らしてい
る。

■自立支援医療 (精神通院
医療)受給者数　（健康課）

変更なし 【作業部会の意見】
・切れ目のない子ども
から大人までの相談・
支援体制が欠けてい
る（（ひきこもりの問題
等）
･ＳＤＧｓの考え方で誰
も取り残さない
→市のセーフティー
ネットのほころびはな
いのか
・新型コロナウイルス
により社会的弱者（ひ
とり親、生活困窮者
等）の困難さが一層あ
らわになった
→何とかしないと
・不登校の子が学校を
卒業したらひきこもり
支援に繋げる
・新たな支援やサービ
スの担い手の問題

【企画課からの提案】
・新型コロナウイルス
の感染拡大への対応
で課題になったことを
入れていただくことは
可能でしょうか。
・新型コロナウイルス
の感染拡大による感
染症の予防について、
市民に自覚を促す表
現を入れるのはどうで
しょうか。
・ひきこもりが社会的
に大きな問題になって
おり、精神的に何らか
の問題を抱えている
場合が多いと思われ
ますが、支援体制の
課題等はあるのでしょ
うか。また、ひきこもり
の文言を入れることは
可能でしょうか。

2
保健・
福祉

4

安心し
て暮ら
せる健
康づくり
の推進

2

【作業部会の意見】
・人的資源のロス（が
んによる死亡、ひきこ
もり、不登校）をなくす
・身近なＩＴ機器による
簡単、確実な健康管
理ができる

・子どもの頃から健康
に対する意識を高め
る。親から子へと健康
の大切さを伝えていけ
る環境があるといい。
親も子も活き活き

【⑧について】
・生活習慣病予防は、子どもの頃か
らの健康習慣の確立や一人ひとり
の予防意識が重要であることを認識
した上で現在も取り組んでいる。

市民一人ひとりが健康の大切
さを認識し、生涯を通じて主
体的に健康づくりに取り組
み、自分らしく生きがいをもっ
て生活している。

■平均寿命と健康寿命
（健康課）
■主な死因別死亡率（10万
人当たり）
（健康課）
■がんの部位別死亡者数
（健康課）

■平均寿命と健康寿命（平
均自立期間）の推移（健康
課）
（H30の健康寿命の数値変
更　男性：81.09年、女性
84.73年にグラフの数値修
正）
■主な死因別死亡率（10万
人当たり）
（健康課）
■がんの部位別死亡者数
（健康課）

【作業部会の意見】
･自分の体・健康に関
心を持ってほしい（自
分事意識）
･健康維持のため、運
動をしてもらいたい
・新型コロナウイルス
の影響でスポーツの
機会が減っている

【事務局】
・子どもの頃からの健
康教育により理解が
促進されることにより、
親子で健康について
理解が促進される。

【企画課からの提案】
健康寿命の延伸やが
んの予防などに対し
て、「（若い時から）自
身の健康意識を高め
る必要がある」といっ
た表現を入れるのは
どうでしょうか。

【⑤について】
健康寿命の延伸やが
ん予防に対して、子
どもの頃からの健康
習慣の確立や生活習
慣の改善が重要とな
るため、自身の健康
意識を高め、生涯を
通じた健康づくりの実
践が必要である。

2 4

安心し
て暮ら
せる健
康づくり
の推進

1

健康の
保持・増
進の支
援

●少子高齢化が急速に進む
中、人生100年時代を見据
え、生き生きと健康で自立し
た生活を送り続けることが重
要であることから、一人ひと
りが健康意識を高め、生涯を
通じて主体的に健康づくりに
取り組むことが必要です。

●30年以上にわたり、市民
の死因の第１位はがん（悪
性新生物）であることから、
がんの予防と早期発見・早
期治療を併せて推進するこ
とが必要です。

保健・
福祉
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資料１

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

保健衛
生の充
実

2
保健・
福祉

4

安心し
て暮ら
せる健
康づくり
の推進

2

2 4

安心し
て暮ら
せる健
康づくり
の推進

1

健康の
保持・増
進の支
援

保健・
福祉

⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標
（前期基本計画）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当
課及び
主な取組関係
課

●　環境や体制に関する評価 ⑯に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員からの意
見に関するもの

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載

⑯統計指標（変更後）
⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

（施策の担当課）
健康課

（主な取組の関係
課）
・健康課
・食品生活衛生課
・環境衛生試験場

◎こころの健康に関する正しい知識の普及・啓発や
相談支援に取り組むとともに、自殺予防に関する総
合的な対策を推進します。（健康課）
◎新興感染症や再興感染症の流行に備え、緊急
時に必要となる相談・検査及び移送等の体制を整
備します。（健康課）
◎感染症の正しい知識を普及・啓発するとともに、
感染症の予防や早期発見・感染拡大防止体制を整
備します。（健康課、環境衛生試験所）
◎食品・医薬品の安全性の確保や生活衛生の向
上に向けた監視・指導に取り組みます。（食品生活
衛生課、環境衛生試験所）
◎犬猫の殺処分ゼロを目指す取組を推進します。
（食品生活衛生課）

●不安やストレスを感
じた時に相談できる体
制が整っている
〇不安やストレスを一
人で抱え込まないよう
にしている

変更なし ●自殺率（年）
（内容：人口10万人当た
りの自殺率）

変更なし◎こころの健康に関する正しい知識の普及・啓発や
相談支援に取り組むとともに、自殺予防に関する総
合的な対策を推進します。（健康課）
◎感染症の正しい知識を普及・啓発するとともに、
感染症の予防や早期発見・感染拡大防止体制を整
備します。（健康課、環境衛生試験所）
◎食品・医薬品の安全性の確保や生活衛生の向
上に向けた監視・指導に取り組みます。（食品生活
衛生課、環境衛生試験所）
◎犬猫の殺処分ゼロを目指す取組を推進します。
（食品生活衛生課）

●健康づくりに取り組
みやすい環境が整っ
ている
〇健康づくりに継続的
に取り組んでいる

変更なし ●健康寿命（年）
（内容：介護保険の要介
護認定者数等を用いて
算定した、日常生活動
作＊が自立している期
間の平均）
●75歳未満のがん死亡
率（年）
（内容：75歳未満におけ
る、人口10万人当たりの
がんの年齢調整死亡率
＊）
●糖尿病予備群・糖尿
病が強く疑われる市民
の割合
（内容：ＨｂＡ１ｃ＊の値
が5.6％以上である市民
の割合）
●メタボリックシンドロー
ム＊予備群・該当者の
割合
（内容：40歳～74歳にお
ける、メタボリックシンド
ローム予備群または該
当者であると診断された
市民の割合）

変更なし

（施策の担当課）
健康課

（主な取組の関係
課）
・高齢者活躍支援
課
・国民健康保険課
・健康課
・スポーツ課

◎地域・学校・職場などとの連携により、健康の保
持・増進に向けた市民一人ひとりの意識の向上や
行動の改善を促す取組を推進します。（健康課）
◎子どもの頃からの健全な食生活や運動・スポー
ツの習慣の定着に向けた取組を推進します。（健康
課、スポーツ課）（５－４－１関連）
◎生活習慣病の発症予防・重症化予防やがんの早
期発見・早期治療に向けた、各種検診（健診）によ
る健康管理を促進します。（健康課、国民健康保険
課、高齢者活躍支援課）

修正なし
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資料１

⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

⑧第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点、赤
字・下線は第３回総合計画審議会からの変更
点）

⑥第３回作業部会の
意見

⑦「⑤・⑥」に対する
担当課の考え方（意
見）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　 ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答
したもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考
え方

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方
（意見）

【⑧について】
・作業部会の意見内(a)(g)は、この施
策の分野には当てはまらないため、
反映させない。
・作業部会の意見内(b)(c)(e)(f)は、
具体的な事項であるため、目指す状
態ではなく、主な取組に反映できる
か検討する。
・作業部会の意見内(d)は、多様性
の反対である画一的な固定概念で
あるため、反映させない。
・企画課からの提案(h)は、その旨が
現行の「他の人の大切さを認め」に
含まれているため、特に記載は変え
ない。

【⑨について】
同性婚、事実婚は具体的な事項で
あるため、主な取組に反映にできる
か検討する。

「人権問題について理解を深
めようとしている」と思う市民
の割合
（企画課「まちづくりアンケー
ト」）

【作業部会の意見】
【多様性の尊重】
･みんな同じ一人の人
間だという感覚が欲し
い(a)
･世代間ギャップを埋
める。お互いを知る必
要がある(b)
･世代間の意見が聞き
入れられない(c)
･人口増、結婚率UP、
出生率Upが固定観念
になっている(d)

【企画課からの提案】
・作業部会では「多様
性の尊重」が重要視さ
れました。「多様性」の
文言を入れていただく
ことは可能でしょうか。
(e)
・「目指す状態　⑦作
業部会の意見」欄にも
記載していますが、最
近取り上げられるよう
になったＬＧＢＴ（多様
な性）に触れることは
可能でしょうか。(f)
・「インターネットによる
人権侵害」は、もはや
「新たな人権問題」で
はないと思われます
が、どうなんでしょう
か。(g)

「セクシャルマイノリ
ティへの偏見など」と
踏み込んだ表現と
なっているが、いか
がなものか(唐突な感
じがする）。

【⑤について】
・作業部会の意見(a)
は、その旨が現行の
「市民一人ひとりが人
権尊重の意義や様々
な人権問題について
の理解と認識を深め
ることが必要です。」
に含まれているた
め、特に記載は変え
ない。
・作業部会の意見内
(b)(c)は、この施策の
分野には当てはまら
ないため、反映させ
ない。
・作業部会の意見内
(d)は、多様性の反対
である画一的な固定
概念であり具体的な
事項であるため、現
状と課題ではなく、施
策実施時に反映する
よう検討する。
・企画課からの提案
(e)は、その旨が修正
後に含まれている。
・企画課からの提案
(f)(g)の意見を反映さ
せる。

【⑥について】
作業部会の意見を反
映して、目指す状態
から「セクシュアルマ
イノリティへの偏見な
ど、生きづらさを感じ
ている人もいることか
ら」を削除して、主な
取組に反映できるか
検討する。

【作業部会の意見】
・みんなの笑顔があふ
れる地域づくり(a)
・個性と能力が十分に
発揮できる社会（女
性、男性、高齢者、障
がい者、ＬＧＢＴ）(b)
・多様な性（ＬＧＢＴの
尊重）を認め合う(c)
・”長野らしい”生き方
＝”自分らしい”生き方
(ｄ)
・外国籍の方へのケア
の充実(e)
・女性、若者、外国の
方、障がい者など様々
な方が参画できる社
会(f)
・世代間のコーディ
ネートができる人が大
勢いる社会(g)

【企画課からの提案】
「現況と課題」と同様
に、「多様性を認め合
う」、「多様性を受け入
れる」といった「多様
性」の文言を入れるこ
とは可能でしょうか。
（h）

・「「多様」には、ひとり親、外
国籍、障害、同性婚、事実
婚・内縁などがあると思う
が、子育て支援施策にキー
ワードとして入れることは馴
染まないのではないか」は
もっともであるが、同性婚、
事実婚、ジェンダーフリー
は、どのあたりに反映されて
いるのか。

5

人権を
尊ぶ明
るい社
会の形
成

1
人権尊
重社会
の実現

同和問題をはじめとする差
別、いじめ、虐待、性犯罪、
暴力、ハラスメント、誹謗中
傷、インターネットによる人権
侵害などにより、人間として
の尊厳を傷つけられている
人がいます。 また、セクシュ
 アルマイノリティへの偏見な
 ど、生きづらさを感じている
 人もいることから、市民一人
ひとりが人権尊重の意義や
様々な人権問題についての
理解と認識を深めることが必
要です。
【第３回作業部会の意見によ
り赤字・下線部削除】

市民一人ひとりが、生涯にわ
たり自分の大切さとともに他
の人の大切さを認め、人権を
尊重している。

■「生まれや育ちにより差別
されない平等な地域社会が
築かれている」と思う市民の
割合
（企画課「まちづくりアンケー
ト」）
※昨年９月に企画課から人
権・男女共同参画課に図表
数値の更新を依頼したとこ
ろ、上記アンケートがH29年
度以降は未実施のため、人
権に関係する別のアンケート
項目を掲載
→
「人権問題について理解を深
めようとしている」と思う市民
の割合
（企画課「まちづくりアンケー
ト」）

【⑧について】
企画課からの提案を反映させる。

変更なし 【企画課からの提案】
・新型コロナウイルス
の感染拡大による医
療機関の受入体制等
に課題はあるのでしょ
うか。
・後期基本計画の作
成方針にＩＴの活用と
あり、遠隔診療等のＩＴ
の活用について触れ
ることは可能でしょう
か。
・医師・看護師不足の
問題が全国的に言わ
れていますが、長野市
の課題として触れるの
はどうでしょうか。
・中山間地の医療の
課題等はないのでしょ
うか（患者の減少、医
療従事者の不足、採
算性の問題等）。

【⑤について】
企画課からの提案内
容は、以下の理由に
より具体的な記載は
しない。
・医療提供体制（医
師・看護師の確保を
含む）については、よ
り広域的に考慮すべ
き課題であり、、医療
法に基づき県が主体
となり整備するもので
あるため
・遠隔診療等のＩＴの
活用が見込まれる国
保診療所について
は、計画期間中は現
行の診療体制を継続
する方針が決定して
いるため。

【事務局】
・受診のための移動が
困難な人については、
福祉の移動サービス
等との連携により受診
ができるようにする

【企画課からの提案】
「必要な人」は市外の
人もいるので「市民」で
はなく、この表現なの
でしょうか？例えば
「必要な人」→「誰も
が」、「必要とする医
療」→「適切な医療」と
置き換えるのはどうで
しょうか。

2
保健・
福祉

4

安心し
て暮ら
せる健
康づくり
の推進

3
地域医
療体制
の充実

医療機関の診療時間外にお
ける救急患者を確実に受け
入れるため、医療提供体制
の確保が必要です。

だれもが必要とする時に、適
切な医療サービスを受けてい
る。

■長野市急病センター利用
者数
（医療連携推進課）
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資料１

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

5

人権を
尊ぶ明
るい社
会の形
成

1
人権尊
重社会
の実現

2
保健・
福祉

4

安心し
て暮ら
せる健
康づくり
の推進

3
地域医
療体制
の充実

⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標
（前期基本計画）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当
課及び
主な取組関係
課

●　環境や体制に関する評価 ⑯に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員からの意
見に関するもの

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載

⑯統計指標（変更後）
⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

◎家庭・地域・学校・職場などあらゆる場における、
様々な人権問題や社会の変化に伴って生じてくる
人権問題に関し、教育・啓発活動を推進します。
（人権・男女共同参画課）
◎人権問題に関する相談体制を充実します。（人
権・男女共同参画課）

●互いの個性や立場
を尊重し合える地域で
ある
〇人権問題について
理解を深めようとして
いる

変更なし◎家庭・地域・学校・職場などあらゆる場における、
様々な人権問題に関する教育・啓発活動を推進し
ます。（人権・男女共同参画課）
◎人権問題に関する相談体制を充実します。（人
権・男女共同参画課）

●健康寿命（年）（再掲：
２－４－１）
（内容：介護保険の要介
護認定者数等を用いて
算定した、日常生活動
作が自立している期間
の平均）

変更なし

（施策の担当課）
医療連携推進課

（主な取組の関係
課）
・福祉政策課
・高齢者活躍支援
課
・医療連携推進課
・国民健康保険課
・保健所総務課

◎医師会や医療機関との連携により、救急医療体
制を強化します。（医療連携推進課）（４－１－２関
連）
◎高度急性期医療＊や地域完結型医療＊の提供
体制の整備を支援します。（医療連携推進課、保健
所総務課）
◎中山間地域における国民健康保険診療所による
医療提供体制を維持します。（医療連携推進課）
◎医療に関する患者・市民からの相談等に対応し
ます。（保健所総務課）
◎公的医療保険や福祉医療制度を安定的に運営
します。（国民健康保険課、高齢者活躍支援課、福
祉政策課）

◎医師会や医療機関との連携により、救急医療体
制を確保します。（医療連携推進課）（２－４－１関
連）
◎高度急性期医療＊や地域完結型医療＊の提供
体制の整備を支援します。（医療連携推進課、保健
所総務課）
◎中山間地域における国民健康保険診療所による
医療提供体制を維持します。（医療連携推進課）
◎医療に関する患者・市民からの相談等に対応し
ます。（保健所総務課）
◎公的医療保険や福祉医療制度を安定的に運営
します。（国民健康保険課、高齢者活躍支援課、福
祉政策課）

●必要な医療サービ
スを受けられる体制が
整っている
○かかりつけ医がいる

変更なし

●人権教育・啓発研修
会参加者の満足度
（内容：指導主事が講師
を務める人権教育・啓発
研修会の参加者のうち、
研修が「とてもよい」「よ
い」と回答した人の割
合）

変更なし

（施策の担当課）
人権・男女共同参
画課

（主な取組の関係
課）
人権・男女共同参
画課
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資料１

⑤第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

⑧第１・２回作業部会
の意見・企画課からの
提案

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点、赤
字・下線は第３回総合計画審議会からの変更
点）

⑥第３回作業部会の
意見

⑦「⑤・⑥」に対する
担当課の考え方（意
見）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　 ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答
したもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考
え方

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考え方
（意見）

【作業部会の意見】
・女性がもっと活躍し
ている社会
・（男女）半々で活躍す
る社会（女性もちゃん
と手を挙げて）
・女性の経営者が発
信する社会を

【企画課からの提案】
「参画」だけではなく
「活躍」を入れるとより
積極性が増すと思わ
れますが、いかがで
しょうか。

・「「多様」には、ひとり親、外
国籍、障害、同性婚、事実
婚・内縁などがあると思う
が、子育て支援施策にキー
ワードとして入れることは馴
染まないのではないか」は
もっともであるが、同性婚、
事実婚、ジェンダーフリー
は、どのあたりに反映されて
いるのか。

【⑧について】
・作業部会の意見は、具体的に取り
組むべき事項であることから、現況
と課題ではなく、主な取組への反映
を検討する。
・企画課からの提案を取り入れる。

【⑨について】
ジェンダーフリーについては、目指
す状態（修正案）に包含されている
ため、特に修正しない。

2
保健・
福祉

5

人権を
尊ぶ明
るい社
会の形
成

2

男女共
同参画
社会の
実現

性別による固定的な役割分
担の意識が根強く残っている
ことから、意識改革のための
取組を推進するとともに、男
女が共に活躍できる社会環
境を整備する必要がありま
す。

男女が社会の対等な構成員
として個性と能力を十分に発
揮し、自らの意思により社会
のあらゆる分野で活躍する機
会が確保されている。

■「男女が尊重しあい、等し
く参加・活躍できる地域社会
が築かれている」と思う市民
の割合
（企画課「まちづくりアンケー
ト」）
※昨年９月に企画課から人
権・男女共同参画課に図表
数値の更新を依頼したとこ
ろ、上記アンケートがH29年
度以降は未実施のため、人
権に関係する別のアンケート
項目を掲載
→
「社会全体において、男女が
平等である」と思う市民の割
合
（人権・男女共同参画課「男
女共同参画に関する市民意
識と実態調査」）

■「社会全体において、男女
が平等である」と思う市民の
割合
（人権・男女共同参画課「男
女共同参画に関する市民意
識と実態調査」）

【作業部会の意見】
・色々決めている所
（行政等）は男性社
会？　女性の意見は
どう反映されるのか？
・若い女性がモデルと
する活躍している女性
が少ない

【企画課からの提案】
「男女が共に充実した
生活を送ることができ
る～」を「男女が共に
活躍できる」といった
「活躍」を入れるのは
どうでしょうか。

【⑤について】
・作業部会の意見
は、具体的に取り組
むべき事項であるこ
とから、現況と課題で
はなく、主な取組へ
の反映を検討する。
・企画課からの提案
を取り入れる。
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資料１

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

2
保健・
福祉

5

人権を
尊ぶ明
るい社
会の形
成

2

男女共
同参画
社会の
実現

⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標
（前期基本計画）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当
課及び
主な取組関係
課

●　環境や体制に関する評価 ⑯に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員からの意
見に関するもの

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したもの
を赤字・下線で記載

⑯統計指標（変更後）
⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑭アンケート指標（変更
後）

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●性別にかかわらず、
個性や能力を十分に
活かすことができる地
域である
〇男女共同参画につ
いて理解を深めようと
している

●性別にかかわらず、
個性や能力を十分に活
かすことができる地域で
ある
〇男女共同参画や女性
活躍推進について理解
を深めようとしている

●地域の方針決定の場
への女性の参画度

変更なし

【第４回作業部会の意
見】
統計指標は「地域の役
員の数」の％で評価さ
れるようになっている
が、女性の経営者数と
か、実際にカウントでき
るものがあると思うの
で、検討してもらいた
い。

【担当課の回答】
女性経営者数などカウ
ントできるものについ
て、数字が出ているもの
は何があるのか確認
し、個別計画の指標に
するか検討していく。

（施策の担当課）
人権・男女共同参
画課

（主な取組の関係
課）
人権・男女共同参
画課

◎男女共同参画意識の向上に向けた教育・啓発活
動を推進します。（人権・男女共同参画課）
◎社会の様々な分野における女性の参画の拡大を
促進します。（人権・男女共同参画課）
◎性別による不利益を受けることなく、仕事と生活
を自ら希望するバランスで両立できる環境の整備を
促進します。（人権・男女共同参画課）（２－１－１、
６－４－１関連）

◎男女共同参画意識の向上に向けた教育・啓発活
動を推進します。（人権・男女共同参画課）
◎社会のあらゆる分野における女性活躍の推進を
図ります。（人権・男女共同参画課）
◎誰もが充実した生活を送るため、仕事と家庭生
活や地域活動等の両立を支援します。（人権・男女
共同参画課）（２－１－１、６－４－１関連）
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資料1

第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標(（環境分野）　（案）

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の意見・企画課からの
提案

⑥第３回作業部会の意見
⑦「⑤⑥」に対する担当課の
考え方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑨第３回作業部会の意見
⑩「⑧・⑨」に対する担当課
の考え方（意見）

２　図　　　表

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・下
線で記載

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点）

 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの 青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

分野・政策・施策
（青字・下線は前期基本計画からの変更

点）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　

3 環境 1

環境に負荷
をかけない
持続可能な
社会の形成

1
【検討中】
脱炭素社
会の構築

地球温暖化による市民
生活等の影響が顕在化
する中、2050年までに
二酸化炭素排出量を実
質ゼロとする取組が強く
求められています。気候
変動の緩和策としては、
温室効果ガスの排出削
減のため、有効な再生
可能エネルギーの普及
拡大やエネルギー消費
の効率化などを推進す
るほか、森林資源が豊
富な地域特性を生かし
た地域固有の木質バイ
オマスエネルギーの活
用を促進する必要があ
ります。また、進行する
気候変動への適応策と
しては、影響軽減や早
期警戒に関する教育や
啓発などの対策の重要
性が高まっています。

【作業部会の意見】
・環境に配慮した事業所・住宅が少な
い
・ペレットストーブに関する情報が少な
い
・薪を切り出す人材の不足
・国産ペレットが高額
・幼少期から環境教育に取り組むた
めの制度的なカリキュラムがない
・温暖化対策を実施しても地球温暖
化・異常気象が改善されていない

【事務局意見】
・2050年カーボンニュートラルに向け
た取組の必要性
・SDGs

【⑤について】
・作業部会及び事務局
での意見は、具体的な
課題であるため、主な
取組に反映できるか検
討する。
・SDGsについては環境
に限らず全ての施策に
関連のある内容である
ことから、全施策に係る
形で盛り込むこととし、
個別の施策には反映し
ない。

【作業部会の意見】
・事業ごみが減らない
・飲食店などからの食品残渣が減ら
ない
・食品ロスに対する政府の考え方が
統一されていない（厚労省・環境省）
・可燃ごみの排出量が海外と比較し
て多い
・商品の過剰包装
・幼少期から環境教育に取り組むた
めの制度的なカリキュラムがない
・コロナ禍で活動に制限がある

【事務局意見】
・プラスチック資源循環の高度化

【企画課からの提案】
・家庭ごみ処理有料制度等の導入や
地域における資源回収の定着によ
り、ごみの総排出量は減少傾向です
が、事業所からのごみの排出量が横
ばいであることから、事業所に対する
啓発・指導を強化する必要がありま
す。

・長野広域連合が策定したごみ処理
広域化基本計画に基づき整備した３
施設を活用し、広域での効率的なご
み処理体制構築に取り組む必要があ
ります。

・長野市は市街化が進
んでおり、近年高層マン
ションも増えてきてい
る。
都市部のごみの量は多
いと推測され、東京都の
ような都市の施策に学
ぶべき点がある。
東京都ではごみの自家
処理機が普及しており、
都では費用の５割を補
助している。
これが、マンションを多く
持っている都市の現状
であり、長野市もそう
いった取り組みについて
真剣に考える必要があ
る。

【⑤企画課からの提案
について】
・広域での効率的なご
み処理体制を構築する
主体は長野広域連合で
あり、長野市は構成市
町村の一員としてそれ
に協力していく必要があ
ると考える。

【⑥作業部会の意見に
ついて】
・既存の制度を広く普及
させるため、制度の一
部を改訂するなどしてい
る。
主な取り組みに反映で
きるか検討していく。

【⑧について】
・作業部会の意見は、そ
の旨が現行のものに含
まれているため、特に記
載は変更しない。
・SDGsについては環境
に限らず全ての施策に
関連のある内容である
ことから、全施策に係る
形で盛り込むこととし、
個別の施策には反映し
ない。

【作業部会の意見】
・ごみの大幅な減少
・エシカル消費の普及
・食品ロスの少ないまち

2
循環型社
会の実現

・家庭ごみ処理有料制
度等の導入や地域にお
ける資源回収の定着に
より、ごみの総排出量は
減少傾向ですが、事業
所からのごみの排出量
が横ばいであることか
ら、事業所に対する啓
発・指導を強化する必
要があります。
・長野広域連合が進め
る広域での効率的なご
み処理体制の構築に、
構成市町村の一員とし
て取り組む必要があり
ます。

温室効果ガスの排出削
減を意識した日常生活
や事業活動が営まれ、
排出量が年々減少して
いるとともに、一定程度
上昇する気温の影響な
ど、気候の変化による
被害を回避、軽減してい
る。（緩和策＋適応策）

市民や事業者がごみの
発生抑制に積極的に取
り組み、排出量が年々
減少している。

■温室効果ガス排出量
と平均気温　（環境保全
温暖化対策課）
■太陽光発電による家
庭の電力自給率　（環境
保全温暖化対策課）
■木質バイオマス燃料
需要量（灯油換算）　（環
境保全温暖化対策課）

■ごみ排出量　（生活環
境課）

【作業部会の意見】
・気温上昇の抑制
・異常気象の改善
・一人一人が環境に対
して高い意識を持ってい
る

【企画課からの提案】
SDGsや温室効果ガス
排出削減を意識した日
常生活・事業活動が営
まれ、排出量が年々減
少している。

■温室効果ガス排出量
（環境保全温暖化対策
課）
■太陽光発電による家
庭の電力自給率　（環境
保全温暖化対策課）
■バイオマス発電量
（環境保全温暖化対策
課）

変更なし
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資料1

第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標(（環境分野）　（案）

分野・政策・施策
（青字・下線は前期基本計画からの変更

点）

分　　野 政　　策 施　　策

3 環境 1

環境に負荷
をかけない
持続可能な
社会の形成

1
【検討中】
脱炭素社
会の構築

2
循環型社
会の実現

　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

⑭アンケート指標（修正後）
　　⑮統計指標
　　（前期基本計画）

担当課

５　主な取組

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤
字・下線で記載

６　アンケート指標 ７　統計指標

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下
線で記載

●　環境や体制に関する評価、○　回答者自身の実践状況

⑪主な取組
（前期基本計画）

⑯統計指標（修正後）⑫主な取組（修正後）

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下
線で記載

●温室効果ガス排出量
(内容：各種統計資料の
電力使用量や自動車登
録台数などのデータを
用いて算出した市民一
人一日当たりの温室効
果ガス排出量）
●再生可能エネルギー
による電力自給率（発電
設備容量）
(内容：発電設備容量
（①水力・小水力＋②太
陽光＋③バイオマス）／
最大電力需要量）
●バイオマス発電量
（内容：バイオマス発電
施設による発電量）

●温室効果ガス排出量
(内容：各種統計資料の
電力使用量や自動車登
録台数などのデータを
用いて算出した市民一
人一日当たりの温室効
果ガス排出量）
●再生可能エネルギー
による電力自給率（発電
設備容量）
(内容：発電設備容量
（①水力・小水力＋②太
陽光＋③バイオマス）／
最大電力需要量）
●木質バイオマス燃料
需要量（灯油換算）
（内容：間伐材等を活用
した木質バイオマス燃
料需要量の推計値（①
ペレットストーブ設置台
数×平均消費量＋②市
有施設におけるペレッ
ト・まき等の購入量＋③
地域活動等により生産
したまき等の販売量（②
との重複分を除く）））
●事業所からのごみ排
出量
(内容：事業所からのご
み排出量（産業廃棄物
を除く））
●ごみ総排出量
（内容：市民一人一日当
たりのごみ排出量）

環境保全温暖
化対策課

◎事業所からのごみの
発生抑制に向けた啓
発・指導を強化します。
（生活環境課、廃棄物対
策課、環境政策課）
◎家庭等からのごみの
発生抑制を促進します。
（生活環境課、環境政策
課）
◎資源の適正かつ有効
な利活用を促進します。
（生活環境課、環境政策
課、廃棄物対策課）
◎関係市町村と連携し
た広域的なごみ処理体
制を構築します。（生活
環境課）
◎ごみの適正処理を推
進します。（生活環境
課、清掃センター、廃棄
物対策課、衛生セン
ター）

◎事業所からのごみの
発生抑制に向けた啓
発・指導を強化します。
（生活環境課、廃棄物対
策課、環境保全温暖化
対策課）
◎家庭等からのごみの
発生抑制を促進します。
（生活環境課、環境保全
温暖化対策課）
◎資源の適正かつ有効
な利活用を促進します。
（生活環境課、環境保全
温暖化対策課、廃棄物
対策課）
◎広域での効率的なご
み処理体制の構築に構
成市町村の一員として
取り組みます。（生活環
境課）
◎ごみの適正処理を推
進します。（生活環境
課、資源再生センター、
廃棄物対策課、衛生セ
ンター）

変更なし

生活環境課

●身のまわりにおいて、
太陽光利用や節電、自
動車利用を控えるなど、
温室効果ガスの発生を
抑える取組が日常的に
行われている
○太陽光利用や節電、
自動車利用を控えるな
ど、温室効果ガスの発
生を抑える暮らしをして
いる

●身のまわりにおいて、
ごみの発生を減らす取
組が日常的に行われて
いる
○食べ物を無駄にしな
いなど、ごみを出さない
ように気をつけて生活し
ている
○使わないものを譲り
合ったり、壊れたものを
修理して使うなど、再利
用に取り組んでいる
○ごみの分別を徹底し
ている

変更なし◎木質バイオマスエネ
ルギー資源の活用を促
進します。（環境政策
課、森林整備課）（６－２
－３関連）
◎再生可能エネルギー
の適正な活用を促進し
ます。（環境政策課）
◎家庭や事業所等の省
エネルギーを促進しま
す。（環境政策課）（７－
２－１関連）
◎森林等によるＣＯ２吸
収を促進します。（森林
整備課）（６－２－３関
連）

◎木質バイオマスエネ
ルギー資源の活用を促
進します。（環境保全温
暖化対策課、森林農地
整備課）（６－２－３関
連）
◎再生可能エネルギー
の適正な活用を促進し
ます。（環境保全温暖化
対策課）
◎家庭や事業所等の省
エネルギーを促進しま
す。（環境保全温暖化対
策課）（７－２－１関連）
◎森林等によるＣＯ２吸
収を促進します。（森林
農地整備課）（６－２－３
関連）
◎気候変動に伴う、適
応策の啓発を推進しま
す。（環境保全温暖化対
策課）

変更なし
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資料1

第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標(（環境分野）　（案）

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の意見・企画課からの
提案

⑥第３回作業部会の意見
⑦「⑤⑥」に対する担当課の
考え方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑨第３回作業部会の意見
⑩「⑧・⑨」に対する担当課
の考え方（意見）

２　図　　　表

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・下
線で記載

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点）

 ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの 青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

分野・政策・施策
（青字・下線は前期基本計画からの変更

点）

分　　野 政　　策 施　　策 ①現況と課題（修正案）　

■ポイ捨て等ごみ回収
量
(環境保全温暖化対策
課）

2

自然と調和
した心地よ
い暮らしづ
くりの推進

1
豊かな自
然環境の
保全

・豊かな自然を守るため
保全活動に取り組んで
いるものの、希少動植
物の減少、気候変動に
よる植生の変化などが
危惧されています。
・教育や情報発信を通じ
て自然環境保全に対す
る理解と関心を更に高
めるとともに、生物多様
性の保全活動などを、
市民、事業者、行政が
協働して取り組み、環境
と共生する持続可能な
社会へとつなげていく必
要があります。

3 環境

2

【検討中】
良好で快
適な環境
の保全と創
造

清潔なまちなみなど生
活環境は概ね良好に保
たれているものの、ごみ
のポイ捨てや不法投棄
があとを絶たないことか
ら、環境美化に対する
地域や事業者等の意識
を高め、環境美化活動
を促進するとともに、捨
てられにくい環境づくり
を推進する必要があり
ます。

豊かな自然環境や生物
多様性が保たれ、自然
と触れ合うことができ
る。

良好な生活環境が美し
く保たれている。

■環境保全活動参加者
数
（環境保全温暖化対策
課）

【作業部会の意見】
・ポイ捨てごみが減らない
・街中にごみ箱がない
・幼少期から環境教育に取り組むた
めの制度的なカリキュラムがない

【事務局意見】
・環境美化に対する関係者の意識を
さらに高める必要がある

【企画課からの提案】
・清潔なまちなみなど生活環境は概
ね良好に保たれているものの、ごみ
のポイ捨てや不法投棄があとを絶た
ないことから、環境美化に対する関係
者の意識を高め、地域や事業者等の
環境美化活動の促進を行うとともに、
捨てられにくい環境づくりを推進する
必要があります。

企画課の提案を反映さ
せる。

【作業部会の意見】
・恵まれた自然環境を
活かし、旅行に行かなく
てもレジャーが楽しめる
まちづくり
・生き物がいっぱいのま
ち
・生き物も人も住みやす
いまち

【企画課からの提案】
・豊かな自然環境や固
有の生物多様性が保た
れ、自然と触れ合うこと
ができる。

【⑧について】
・企画課からの提案に
ある「生物多様性」を反
映させるが、気候変動
が進む中で従来の生物
多様性を維持すること
には限界があることか
ら、「固有」という表現は
削っている。

【作業部会の意見】
・ポイ捨て等のないキレ
イなまち

■環境学習会参加者数
（環境保全温暖化対策
課）

変更なし

【作業部会の意見】
・市民が地元の自然環境の良さを知
らない
・山林の手入れがされていない
・自然をテーマにしたブランドイメージ
が低い
・自然と接する機会が少ない
・自然利用のレジャー施設が少ない
・巣ごもりをする高齢者の増加
・マルチハビテーションの可能性
・外来種の増加
・コンクリート水路の影響でメダカやホ
タルが少ない
・天然河川の減少
・多発する災害で、自然に影響
・幼少期から環境教育に取り組むた
めの制度的なカリキュラムがない
・コロナ禍で活動に制限がある

【企画課からの提案】
・豊かな自然を守るため保全活動に
取り組んでいるものの、希少動植物
の減少、気候変動による植生の変化
などにより市内の豊かな自然の喪失
が危惧されています。

・自然環境保全に対する理解と関心
を幼少期からの教育を通じて更に高
めるとともに、生物多様性の保全活
動などを、市民、事業者、行政が協働
して取り組み、環境と共生する持続可
能な社会へとつなげていく必要があり
ます。

・企画課からの提案を反
映させるが、環境教育
や情報発信は全世代を
対象とする必要がある
ため、特定の世代では
なく幅広い世代を対象と
する表現に改める。
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資料1

第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標(（環境分野）　（案）

分野・政策・施策
（青字・下線は前期基本計画からの変更

点）

分　　野 政　　策 施　　策

2

自然と調和
した心地よ
い暮らしづ
くりの推進

1
豊かな自
然環境の
保全

3 環境

2

【検討中】
良好で快
適な環境
の保全と創
造

　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

⑭アンケート指標（修正後）
　　⑮統計指標
　　（前期基本計画）

担当課

５　主な取組

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤
字・下線で記載

６　アンケート指標 ７　統計指標

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下
線で記載

●　環境や体制に関する評価、○　回答者自身の実践状況

⑪主な取組
（前期基本計画）

⑯統計指標（修正後）⑫主な取組（修正後）

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下
線で記載

変更なし

生活環境課

◎地域や事業者等の環
境保全活動を促進し、
多様な担い手を育成し
ます。（環境保全温暖化
対策課）
◎市民一人ひとりの環
境保全行動を促す環境
教育を推進するととも
に、具体的で分かりや
すい環境情報を発信し
ます。（環境保全温暖化
対策課）
◎地域特有の生態系を
保全し、生物多様性を
確保します。（環境保全
温暖化対策課）
◎国立公園を適正に管
理するとともに、利活用
を促進します。（環境保
全温暖化対策課、観光
振興課）

●環境学習会参加者数

環境保全温暖
化対策課

●豊かな自然環境が保
たれている
○自然について学び触
れ合うなど、自然環境保
全を意識した暮らしをし
ている

●空気や水がきれい
で、まちも美しく保たれ
ている
○地域の環境美化活動
など、良好な生活環境
を保つための取組に参
加している

●環境保全活動参加者
数
（内容：ながの環境パー
トナーシップ会議＊の活
動への参加者数）

●ポイ捨て等ごみ回収
量
（内容：地域の環境美化
活動のごみ回収量）

変更なし

変更なし◎ごみのポイ捨てや不
法投棄されにくい環境
づくりを推進します。（生
活環境課、廃棄物対策
課、環境保全温暖化対
策課）
◎地域や事業者等の環
境美化活動を促進しま
す。（環境保全温暖化対
策課、生活環境課）
◎ごみの不法投棄を早
期に発見し、適正に処
理します。（生活環境
課、廃棄物対策課、環
境保全温暖化対策課）
◎環境汚染や生活型公
害を未然に防止します。
（環境保全温暖化対策
課、環境衛生試験所、
廃棄物対策課、生活環
境課）
◎公共用水域における
水質汚濁を低減します。
（生活環境課、環境保全
温暖化対策課、営業
課、下水道整備課）

◎地域や事業者等の環
境保全活動を促進し、
多様な担い手を育成し
ます。（環境政策課）
◎市民一人ひとりの環
境保全行動を促す環境
教育を推進するととも
に、具体的で分かりや
すい環境情報を発信し
ます。（環境政策課）
◎地域特有の生態系を
保全し、生物多様性を
確保します。（環境政策
課）
◎国立公園を適正に管
理するとともに、利活用
を促進します。（環境政
策課、観光振興課）

◎ごみのポイ捨てや不
法投棄されにくい環境
づくりを推進します。（生
活環境課、廃棄物対策
課、環境政策課）
◎地域や事業者等の環
境美化活動を促進しま
す。（環境政策課、生活
環境課）
◎ごみの不法投棄を早
期に発見し、適正に処
理します。（生活環境
課、廃棄物対策課、環
境政策課）
◎環境汚染や生活型公
害を未然に防止します。
（環境政策課、環境衛生
試験所、廃棄物対策
課、生活環境課）
◎公共用水域における
水質汚濁を低減します。
（生活環境課、環境政策
課、営業課、下水道整
備課）
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資料1
第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標（防災・安全分野）　（案）

①現況と課題（修正案） ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の意見・企画課
からの提案

⑥第３回作業部会の意見・第３回審議
会の意見

⑦「⑤・⑥」に対する担当課の考え方
（意見）

2

消防力の
充実・強化
及び火災
予防

市民の防火意識が高く、 消防・救
急・救助体制の充実により市民の
生命・財産が守られている。

■出火件数と出火原因
（予防課）
■救急出動件数と高齢化率
（企画課、警防課）

図表名称変更なし
（データ数値の変更あり：救急件数
消防局全体⇒長野市のみ　警防
課）
■出火件数と出火原因は、長野市
のみの件数ですが、■救急出動件
数は、広域町村を含む消防局全体
の数字であったため、救急事象の
発生地区を長野市に限定するも
の。

■地域防災マップ作成率と防災訓
練実施率　（危機管理防災課、警
防課）

変更なし 【作業部会の意見】
・防災への意識が薄いため、災害時にどう
いう行動が必要なのかが十分に理解されて
いない。
・東日本台風災害時にどうせ今回も大丈夫
だろうという危機への認識の低さからギリギ
リまで避難しない人が多かった（長沼地区
等）
・実際に災害を経験し、安否確認や見回り
など、災害時における近所の人との関りの
大切さを見直すきっかけとなった。
・実際に災害を経験し、防災意識の高揚に
繋がった。
・防災マップ等の配布を行ってはいるが、内
容が各自の頭に入っていない。（いざという
時に役に立たない）
・都市部等において、地域防災計画が進ん
でいない。
・各地区ごとのまちづくり・防災計画等が必
要。
・いろんな計画があるが、周りに周知されて
いないため認識に乏しい。
・過去の災害に関する歴史的資料や情報
が無いため、教訓を活かした対応策がとれ
ない。
・学校教育での防災教育の強化が必要。
・防災無線が聞こえづらい。

【事務局意見】
・河川氾濫・堤防決壊等による洪水被害を
想定し、洪水一時避難場所などの避難施
設、避難路の整備、洪水避難訓練等の災
害対策が必要。

【企画課からの提案】
・自主防災組織の結成率は100％に達して
いるものの、災害の教訓を活かし自然災害
等に対する適応力や個々の防災意識を強
化する必要があります。
・被害を最小限に抑制するため、地域の状
況に応じた地域防災マップの作成や防災計
画等の周知、また感染症対策を徹底し実効
性のある防災訓練の実施が進むよう積極
的に支援していく必要があります。

【作業部会の意見】
・「防災」も大事だが、「復興」も非常に重要
な観点である。
「復興」という概念を取り上げなくてよいか？

・自分たちの住む地域にどのような災害が
起きる可能性があるかを、認識させる取り
組みが防災・減災には大事である。また、
知識や経験を後世に伝えていかなければ
ならない。

【⑤について】
作業部会からいただいた意見・対策等につ
いて、これらを包含した表記とした。

【⑥について】
・「復興」に関することは防災・安全分野だけ
ではなく、他分野にも関係してくる内容であ
る。一施策の中だけではなく、後期基本計
画の全体の目的の中で「復興」に関する内
容を盛り込んでいけるか検討していきたい。
（事務局・復興推進課）

・各地区でも独自の防災計画を立てたり、
近所との結束力を高めていたりと活動が活
発になってきている。
地域防災力向上事業ということで、地区を
回り災害の教訓を活かして今後の必要な取
り組みの検討や、各家庭に「我が家の避難
行動確認シート」を配布する取り組みを進
めている。
それらの活動を通してこれからも推進して
いく。（危機管理防災課）

1

4
防災・
安全

1

災害に強
いまちづ
くりの推
進

災害発生に備え、被害を最小限に
抑制できる体制や準備が整ってい
る。

防災・減災
対策の推
進

●令和元年東日本台風災害の教
訓を活かし、激甚化・頻発する災
害に対して、一人一人が防災意識
を高め、自助・共助（互助）・公助に
よる防災体制を構築する必要があ
ります。

●自主防災組織の結成率は、
100％に達しているものの、災害時
の被害を最小限に抑制するため、
地域の実情に応じた地域防災マッ
プの作成や感染症対策を徹底し実
効性のある防災訓練が進むよう、
積極的に支援していく必要があり
ます。

●出火件数は概ね横ばい傾向に
あります。出火原因は、たき火と放
火が全体の約３割を占めていま
す。地域住民や消防団と連携し各
種行事等を通じ、地域実情に応じ
た効果的な広報を実施することに
より、市民の防火意識の高揚を図
る必要があります。

●高齢化の進行に伴う高齢者の
救急需要の増加が見込まれます。
応急手当の普及啓発、及び家庭な
どでの事故やケガを防ぐよう予防
救急を推進する必要があります。

【事務局意見】
・消防団の高齢化に伴う担い手の不足
・高齢単身世帯増加への対応

【企画課からの提案】
・出火件数は概ね横ばい傾向にあります
が、たき火と放火が全体の約３割を超えて
います。そこで、ホームページなどを利用
し、市民への効果的な広報を実施するとと
もに、地域住民や消防団と連携し各種行事
等を通じて市民の防火意識の高揚や安定
的な消防団員確保への対策を図る必要が
あります。

・高齢化の進行に伴う救急需要が見込まれ
るため、家庭内の事故やケガを防ぐよう予
防救急を推進する必要があります。

【⑤について】
・事務局意見の「・消防団の高齢化に
伴う担い手の不足」について、一部の
地域は担い手不足による高齢化傾向
であると認識している。また、企画課か
らの提案の「安定的な消防団確保へ
の対策」については、主な取り組みに
反映できるか検討する。
・事務局意見の「・高齢単身世帯増加
への対応」について、火災予防の観点
からは、出火危険及び「逃げ遅れ」の
増加が懸念されるため、主な取り組み
に反映できるか検討する。また、救急
の観点から、高齢化の進行による救急
需要が見込まれるという点で、現行の
ものに含まれていると考える。搬送人
員の高齢者の割合が増加していること
から、高齢者に対する予防救急の取り
組みが必要であるため、主な取り組み
に反映できるか検討する。

分野・政策・施策
④に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑥と➆の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表  ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

分　　野 政　　策 施　　策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点）
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資料1
第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標（防災・安全分野）　（案）

2

消防力の
充実・強化
及び火災
予防

1

4
防災・
安全

1

災害に強
いまちづ
くりの推
進

防災・減災
対策の推
進

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策 ⑧第１・２回作業部会の意見・企
画課からの提案

⑨第３回作業部会の意見・
第３回審議会の意見

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考
え方（意見）

⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

⑭アンケート指標（変更後）
　　⑮統計指標

　　（前期基本計画）
⑯統計指標（変更後）

変更なし

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で
記載

危機管理
防災課

【作業部会の意見】
・女性・老人・子ども等の避難
者へ考慮した災害備蓄品が
揃っている。
・自分の身が守れ、助けが必
要な人を助けられるようにな
る
・地域住民全員が助かる・全
員で助ける（川や畑の様子を
見に行く人を止める）
・災害に強いまち→災害に向
き合うまち（人間も自然の一
部であり調和型の概念）
・あらかじめ被災した際の復
興イメージを地区で想定し、
そこから地区防災計画の実
質化を図る。（何かあった時
に復興のイメージを作るので
はなく、平時から何かあった
時のことを想定して、この地
域に何が大事でその後どう
復興していくかを地域の中で
考えておく。）
・市街地の高齢者、障害者の
防災対策を実質的なものに
する。
・一人一人の自衛の意思が
高い。
・幼少期から高い防災意識を
持っている。

【企画課からの提案】
・災害発生に備え、個々の防
災意識や災害弱者への地域
の共助意識が高く、災害の教
訓を活かした実質的な訓練
が実施され、被害を最小限に
抑制できる体制や準備が
整っている。

【⑧について】
作業部会の意見は、その旨
が現行のものに含まれてい
るため、特に記載は変えな
い。

●災害時に被害を最小限に
抑制できる体制や準備が
整っている
○災害に備えて食料や飲料
水などを備蓄している

消防局総
務課

●地域防災マップ作成率
(内容：543自主防災組織のう
ち、地域の防災マップを作成
した割合）
●防災訓練実施率
（内容：自主防災組織が実施
する防災訓練の実施率）

変更なし変更なし

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で
記載

●消防や救急体制が十分に
整っている
○応急手当の仕方を講習会
などにより勉強している

変更なし

◎自助・共助（互助）意識の
醸成を中心とする防災・減災
の学習機会や情報を提供し
ます。（危機管理防災課、警
防課）
◎避難行動要支援者等の支
援体制を充実します。（危機
管理防災課、予防課、福祉
政策課）
◎災害時における様々な資
機材の備蓄や災害時に最も
大切なライフラインを確保で
きるように取り組みます。（危
機管理防災課、保健所総務
課、健康課、水道維持課）（７
－１－２関連）
◎災害発生に備えた関係機
関との連携の強化と防災施
設の維持・更新に取り組みま
す。（危機管理防災課、保健
所総務課、健康課）
◎治山、総合治水対策、道
路防災対策により災害を未
然に防止するとともに、住宅
や公共・民間建築物などの耐
震性の向上に取り組みます。
（森林整備課、道路課、河川
課、建築指導課）（６－２－
３、７－１－２関連）

修正なし

●出火率（年）
（内容：人口１万人当たりの
出火件数）

【⑧について】
・企画課からの提案の提案に
ついて、「消防・救急・救助体
制の充実」は消防局の体制
を示しているため、この場合
の表記としては適切ではない
が、「地域コミュニティの共
助」を通じて防火意識（防災
意識）の向上を図ることは有
用である主な取り組みとして
反映できるか検討する。

【企画課からの提案】
・市民の防火意識が高く、地
域コミュニティの共助による
消防・救急・救助体制の充実
により市民の生命・財産が守
られている。

◎市民の防災意識の高揚や
救急車の適正利用を促進す
るとともに、応急手当の正し
い知識・技術の普及を啓発し
ます。（予防課、警防課）
◎消防車両や消防活動に必
要な資機材などの消防施設
や装備を計画的に充実しま
す。（消防局総務課）
◎様々な事故や災害などの
緊急事態に備えた救急・救助
体制を充実するとともに、医
療機関との連携に取り組み
ます。（警防課）（２－４－３関
連）
◎消防団への加入促進や消
防団組織・活動を強化しま
す。（警防課）

◎「地域コミュニティの共助体制」の
構築を推進し、防災意識を向上させ
ることで、火災件数の抑制と、各種災
害による被害を最小限に食い止めま
す。（予防課、警防課）
◎多様な救命講習会の受講機会を
提供し、幅広い年代層を対象に応急
手当の普及啓発を行います。（警防
課）
◎消防庁舎等の施設、消防車両、消
防活動に必要な資機材及び災害通
報を受信する通信指令システムの計
画的な整備に取り組みます。（消防
局総務課・警防課・通信指令課）
◎様々な事故や災害などの緊急事
態に備えた救急・救助体制を強化す
るとともに、医療機関との連携に取り
組みます。（警防課）
◎消防団への加入促進や消防団組
織の活性化を促進します。（警防課）

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

担当課
青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

●　環境や体制に関する評価、○　回答者自身の実践状況
５　主な取組 ６　アンケート指標

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・
下線で記載

７　統計指標
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資料1
第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標（防災・安全分野）　（案）

①現況と課題（修正案） ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の意見・企画課
からの提案

⑥第３回作業部会の意見・第３回審議
会の意見

⑦「⑤・⑥」に対する担当課の考え方
（意見）

分野・政策・施策
④に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑥と➆の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図　　　表  ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

分　　野 政　　策 施　　策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点）

2
防犯対策
の推進

市民の防犯意識が高く犯罪被害に
遭うことなく、安全に安心して生活
している。

■交通事故発生件数と高齢者の
交通事故件数　（長野県警察）

（修正）
■交通事故件数と、高齢死者数の
構成率（長野市事故統計）
（追加）
■自転車事故件数と、誤った通行
方法による自転車事故の死傷者
数の構成率（長野市事故統計）

【作業部会の意見】
・長野県は横断歩道での車の一時停止率が全国
１位であることをアピールして、長野から全国へ波
及させる必要がある。
・高齢者ドライバーは依然として増加しており、交
通事故の備えがより一層必要である。
・ヘルメットを着用しない自転車利用者が多い。

【事務局意見】
・コロナ禍でテイクアウト需要が高まり、飲食等の
デリバリー増加による軽車両の交通事故の増加
が見込まれる。
・山間地での安協消滅や、存続危機により活動が
継続できない。

【企画課からの提案】
交通事故発生件数は年々減少傾向にあるもの
の、高齢者が係る死亡事故の割合が高止まり状
態（約60％）で推移している状況にあります。
運転者と歩行者の両方に加齢を伴う身体機能の
変化を自覚してもらうための、参加・体験型の安
全教育への参画や、運転に不安を感じるドライ
バーへの運転免許返納の促進、サポカーへの乗
り換えを促すための購入補助制度の周知、自転
車の交通安全啓発の強化などを実施する必要が
あります。

↑令和元年度時点での長野県の自転車の交通
事故件数は減少傾向にあるようですが、今後の課
題の一つとして懸念事項があればご検討くださ
い。（企画課）

■刑法犯発生件数と窃盗件数
(長野県警察）

変更なし

【⑤について】
【作業部会の意見】
・「長野県は横断歩道での車の一時停止率が全
国１位であることをアピールして、長野から全国へ
波及させる必要がある。」
→一市町村のみではなく、県全体としてアピール
すべきものと考えるため、反映しない。
・「高齢者ドライバーは依然として増加しており、交
通事故の備えがより一層必要である。」
→今後の高齢化社会を見据えた場合、運転者と
歩行者を含めた高齢者全体として備えるべきもの
と考え、反映しない。
・「ヘルメットを着用しない自転車利用者が多い。」
との意見
→ヘルメットの着用率の向上と自転車事故の減少
率は必ずしも比例しないと考え、反映しない。
【事務局意見】
・「コロナ禍でテイクアウト需要が高まり、飲食等の
デリバリー増加による軽車両の交通事故の増加
が見込まれる。」
→反映させる。
・「山間地での安協消滅や、存続危機により活動
が継続できない。」
→組織の存亡と事故減少とは、直接関係しないと
考える。対応策については別途検討したい。

【企画課から提案】
・「自転車」に関する提案について反映させる。

【事務局意見】
・レジ袋有料化により、マイバッグを使った
万引きなどが増加。
・コロナ禍における経済状況の悪化による
犯罪増加。

【企画課からの提案】
刑法犯発生件数は年々減少傾向にあるも
のの、市民に身近な犯罪（乗り物盗、万引
き）や、不安に感じる事象（子供や女性を対
象とする声かけ事案など）が依然として発
生している現状にあります。これらの被害に
遭わないため、防犯協会等の関係団体と連
携を密にした、自主防犯活動を更に推進す
る必要があります。

4
防災・
安全

2

安心して
暮らせる
安全社会
の構築

3
安全な消
費生活の
確保

【⑤について】
【事務局意見】
・「レジ袋有料化により、マイバッグを使った
万引きなどが増加。」、「コロナ禍における
経済状況の悪化による犯罪増加。」
→令和２年10月末時点での刑法犯認知件
数は減少傾向にあるが、今後増加が予想さ
れる犯罪手口は、現時点では推測すること
が困難と考え、反映しない。

【企画課からの提案】
同上の理由から、現時点では
反映しない。

4
防災・
安全

2

安心して
暮らせる
安全社会
の構築

1
交通安全
対策の推
進

市民が交通事故の被害者・加害者
になることなく、安全に安心して生
活している。

●高齢者に係る死亡事故の割合
が高止まり状態（約60％）で推移し
ている状況にありますので、より一
層対策を進める必要があります。

●自転車のルール違反を原因と
する交通事故が、全自転車事故の
半数以上を占めており、交通ルー
ルの周知やマナーの向上を図る必
要があります。

刑法犯発生件数は年々減少傾向
にあるものの、市民に身近な犯罪
（乗り物盗、万引き）や、不安に感
じる事象（子供や女性を対象とす
る声かけ事案など）が依然として発
生している現状にあります。これら
の被害に遭わないため、防犯協会
等の関係団体と連携を密にした、
自主防犯活動を更に推進する必
要があります。

●悪質商法や特殊詐欺は常に新
たな手口が発生し・巧妙化してお
り、消費生活相談件数は年々増加
しています。

●新型コロナ禍で地域の交流の場
であった行事やイベントが制限さ
れ、巣ごもりによる余暇の時間が
増え、通信販売と訪問販売に関す
る相談（被害）が増加しています。

●広報媒体と出前講座（消費者教
育）を有効に活用し被害手口を幅
広く適時適切に周知し、地域住民
の口コミや関係団体、地域の関係
者との連携により地道に意識の醸
成を図る必要があります。

関係団体や地域の関係者との強
い連携により市民の消費生活にお
ける健全な環境が確保され、安全
で安心な暮らしを送っている。

■消費生活センターへの相談件数
と通信販売被害認知件数　(市民
窓口課）
■特殊詐欺の認知件数と被害額
（出典：長野県警察）

変更なし 【作業部会の意見】
・新型コロナ感染症による外出自粛の影響
で家族と過ごす時間が多くなり、会話も増え
ることで意識の醸成や被害の抑制につな
がった。

【事務局意見】
・新型コロナ詐欺への注意喚起
【企画課からの提案】
・悪質商法や特殊詐欺は常に新たな手口
が発生し・巧妙化しており、消費生活相談
件数は年々増加しています。相談内容をみ
ると通信販売（インターネット等）に関する割
合が、３割を占めています。広報媒体と出
前講座を有効に活用し、被害手口を幅広く
周知し、地域住民の口コミや家庭での啓発
等により地道に意識の醸成を図ります。

・特殊詐欺の認知件数は減少しているもの
の、関係団体や地域の関係者との連携によ
る対策の必要性も高まっています。

【審議会の意見】
「広報媒体と出前講座を有効に活用し被害
手口を幅広く適時適切に周知し・・・」という
内容は、手段としてはいいが、現況と課題と
いう場面においては少し入り込んだ内容か
と思われる。

【⑤について】
・新型コロナ禍で地域の交流の場であった
行事やイベントが制限され、巣ごもりによる
余暇の時間が増え、通信販売（定期購入や
ネット通販）に関する相談（被害）が増加し
ている。
・特殊詐欺の認知件数と被害額は、県警が
担当。件数は、年度で減少傾向ではある
が、今年10月末報告で　23件　56,703千
円、昨年同期と比較し、2件　20,779千円増
加している。

【⑥について】
「広報媒体と出前講座（消費者教育）の活
用」については、実際に行っている取り組み
である。しかし、現状この取り組みを通して
も詐欺被害は増加しており、課題となってい
ることは事実である。
歯止めをかけるためには、今までのように
被害者からの相談を受けるだけの受け身
の立場ではなく、積極的な啓発や情報発信
をしていかなければならないため、
「広報媒体と出前講座（消費者教育）を有効
に活用し被害手口を幅広く適時適切に周知
し、地域住民の口コミや関係団体、地域の
関係者との連携により地道に意識の醸成を
図る必要がある。」の表記のままとしたい。
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資料1
第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標（防災・安全分野）　（案）

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

2
防犯対策
の推進

4
防災・
安全

2

安心して
暮らせる
安全社会
の構築

3
安全な消
費生活の
確保

4
防災・
安全

2

安心して
暮らせる
安全社会
の構築

1
交通安全
対策の推
進

⑧第１・２回作業部会の意見・企
画課からの提案

⑨第３回作業部会の意見・
第３回審議会の意見

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の考
え方（意見）

⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

⑭アンケート指標（変更後）
　　⑮統計指標

　　（前期基本計画）
⑯統計指標（変更後）

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で
記載

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で
記載

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

担当課
青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

●　環境や体制に関する評価、○　回答者自身の実践状況
５　主な取組 ６　アンケート指標

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・
下線で記載

７　統計指標

●変更なし
●自転車事故件数（年）
（内容：自転車事故件数）

●刑法犯認知件数（年）
（内容：凶悪犯罪以外の認知
件数）
●窃盗犯認知件数（年）
（内容：窃盗犯認知件数）

●変更なし
●特殊詐欺認知件数（年）
（内容：県警出典による特殊
詐欺の認知件数）

◎防犯に関する意識高揚を
促進するとともに、地域にお
ける自主的な防犯活動を支
援します。（地域活動支援課）
◎夜間における地域の安全
確保と犯罪の防止に取り組
みます。（地域活動支援課）

◎地域での自主防犯活動を
支援し、市民の防犯意識を高
めます。（地域活動支援課）

●変更なし
○自転車の交通ルールやマ
ナーを意識している。

●交通事故件数（年）
（内容：交通事故件数）
●高齢者の交通事故件数
（年）
（内容：高齢者（65歳以上）の
交通事故件数）

（修正）
◎世代に応じた交通安全教
育を進めます。（地域活動支
援課）
（追加）
◎交通安全意識の高さを維
持しつつ、交通弱者への思い
やり意識の醸成を図ります。
（地域活動支援課）
（修正）
◎安全で円滑な道路環境を
整備します。（道路課、維持
課） 地域活動

支援課

地域活動
支援課

●交通マナーが良い地域で
ある
○自動車や自転車の交通マ
ナーを意識して生活している

【作業部会の意見】
・車と歩行者がともに安全な
まち（意識の向上）
・交通事故ゼロのまちにする
・公共交通機関の活用を見
直し、必要な人にきめ細かい
運用をする
・公共交通の利用しやすいま
ち

【企画課からの提案】
・市民の交通安全意識の高さ
を維持し、交通事故の被害
者・加害者になることなく、安
全に安心して生活している。

【⑧について】
【作業部会の意見】
・「車と歩行者がともに安全な
まち」、「交通事故ゼロのまち
にする」は、その旨が現行の
ものに含まれているため、特
に記載は変えない。

・「公共交通機関の活用を見
直し、必要な人にきめ細かい
運用をする」は、この施策分
野には当てはまらないため、
反映しない。（７都市整備分
野政策２拠点をつなぐネット
ワークの充実に該当）

・企画課からの提案は、主な
取組の１つとして実施してい
きたい。

●地域で防犯に向けた取組
が行われている
○犯罪防止のため、声かけ
や見守り活動に参加している

●犯罪被害に遭うことなく安
心して生活できる地域である
○犯罪被害に遭わないよう
対策をしている

●刑法犯発生件数（年）
（内容：凶悪犯罪以外の発生
件数）

【企画課からの提案】
・市民の防犯意識が高く、自
主防犯活動に地域で取り組
み犯罪被害に遭うことなく、
安全に安心して生活してい
る。

【⑧について】
・企画課からの提案について
は、具体的な事項であるた
め、主な取組に反映できるか
検討したい。

◎交通安全意識の高揚と交
通マナーの向上に向け、高
齢者を中心に据えて取組を
進めます。（地域活動支援
課）
◎安全で円滑な道路交通環
境を充実します。（道路課、維
持課）
◎安全で円滑な自転車通行
を確保します。（地域活動課、
道路課、維持課）

●特殊詐欺などの消費生活
に関する相談体制が整って
いる
○家族や友人と特殊詐欺の
対策を話し合うなど、日頃か
ら気をつけている

【⑧について】
・特殊詐欺は、警察が担当
し、啓発活動も各住民自治協
議会の「安心・安全部会（防
犯）」が、地域で活動を行って
いる。[地域活動支援課]

・当センターでも出前講座を
活用し、「悪質商法の手口と
対応/特殊詐欺の被害に遭
わないために」と題して、被
害未然防止を地域と協働で
消費者教育の普及を図って
いる。また、高齢者等を狙っ
ての悪質商法の未然防止に
「見守りネットワーク」を運用
し、地域の見守り役の「民生
児童委員」と協働で活動して
いる。

●悪質商法や特殊詐欺など
の消費生活に関する相談体
制が整っている
○変更なし

●通信販売（インターネット
等）に関する被害認知件数
（内容：消費生活センターで
把握する通信販売（インター
ネット等）の被害認知件数）
●特殊詐欺認知件数（年）
（内容：特殊詐欺の認知件
数）

市民窓口
課

【作業部会の意見】
・特殊詐欺の減少を目指す

【企画課からの提案】
・関係団体や地域の関係者と
の強い連携により高齢者等
が特殊詐欺から守られ、市民
の消費生活における健全な
環境が確保され、安全で安
心な暮らしを送っている。

◎様々な機会を利用した消
費生活に関する情報提供や
学習機会を充実するととも
に、相談・苦情処理体制の充
実に取り組みます。（市民窓
口課）
◎消費者意識の向上により
消費トラブルや詐欺被害の
未然防止と拡大防止に取り
組みます。（市民窓口課）

◎各団体等とより連携した取
組み体制と情報提供や学習
機会を充実するとともに、消
費生活相談体制の拡充に取
組みます。（市民窓口課）

◎悪質商法や詐欺被害の未
然防止と拡大防止に取り組
みます。（地域活動支援課・
市民窓口課）
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資料１
第五次長野市総合計画　図表・主な取組・指標（教育・文化分野）　（案）　

①現況と課題（修正案） ②目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑦ 「⑤・⑥」に対する担当
課の考え方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意見・
企画課からの提案

⑩4 「⑧・⑨」に対する
担当課の考え方（意見）

●学力は中学生になると
全国平均を下回る状況が
続きましたが、諸調査等
の結果に基づく指導改善
の取り組み等により、全
国平均と同等になってお
ります。学力の向上につ
いて、新学習指導要領の
趣旨を踏まえ、全ての児
童生徒が適切かつ効果
的な学習成果が得られる
よう、家庭・地域・事業所
等と協働しながら、個別最
適な学び・協働的な学び
の実現に向け取り組む必
要があります。
また体力は、男子は全国
平均を上回る種目が多い
傾向にあり、女子は全国
平均を下回る種目が多い
傾向にあります。体力の
向上について、多様な特
性を持つ児童生徒や運動
に親しめていない児童生
徒が日常的に運動できる
環境を整備する必要があ
ります。

●平成30年６月に、長野
市活力ある学校づくり検
討委員会から示された
「少子化に対応した子ども
にとって望ましい教育環
境の在り方」（答申）に
沿った活力ある学校づくり
を推進していく必要があり
ます。

子どもが社会でたくましく
生きていくために、主体
的に探究したり、協働的
に学んだりしながら、 必要
 な学力・体力を知・徳・体
を バランスよく一体的に
身に付け、人間性豊かに
成長している。

【赤字下線部について
は、担当課が中央教育審
議会の答申「「令和の日
本型学校教育」の構築を
目指して」に合わせるた
めに修正】

■全国学力・学習状況
調査の平均正答率（小
学生）
（学校教育課）
■全国学力・学習状況
調査の平均正答率（中
学生）
（学校教育課）

変更なし 【作業部会の意見】
・社会的な自立ができる
支援が少ない。
【事務局補足】
・将来の社会的・職業的
な自立につながる取り組
みについての意見です。

・長野市に住む高校生が
同じように学び、経験でき
るようにしてほしい。

【企画課からの提案】
・学力、体力・運動能力に
ついて、現況と課題で触
れられていますが、将来
の自立に向けたキャリア
教育、幼・保・小・中・高の
連携等についても触れる
ことはできるでしょうか。
・作業部会委員から、高
校生への支援に関する
意見が出ています。市に
関する高校は、市立長野
高等学校のみですが、現
況と課題に入れ込むこと
は可能でしょうか。

5
教育・
文化

1

未来を
切り拓く
人材の
育成と
環境の
整備

1

乳幼児期
から高等
教育まで
の教育の
充実

（高校生への支援につい
て）
・施策に高等教育までの充
実と書いてある。市として
市立はわかるが、他はわ
からないという回答になっ
ている。管轄下にないこと
を重々承知しているが、例
えば県と協力して等の記載
はできるか。高校までと書
いてあるのに高校はやらな
いのかというのは違和感が
ある。長野市では市立しか
わかりませんという課題な
のかもしれないが、何か反
映させることはできるか。

・一つは高校生に対する支
援で経済的な支援といった
アプローチがあれば、同じ
市内で住んでいる高校生と
横串できるような学びの機
会を提供する視点がある
のではないか。市独自にや
るという形でなくともNPOと
連携しながら探求的な学び
や課外活動の支援につい
て検討いただきたい。

（文言について）
・文言について、近年の学
習指導要領に沿っていく
と、「主体的・対話的で深い
学び」という表記がある。そ
こで使われる文言が「探求
的な学習、探求的な学び」
といった表現が使われるこ
とがあり、もし可能であれ
ば、「主体的に追及」を「主
体的に探求」に変えれば、
昨今の学習指導要領を踏
まえたものになり、この
キーワードに着目しながら
探求的な学びを提供する
ような横串の高校生の支
援という形ができるのでは
ないか。

【⑤について】
・市立長野高等学校に限
定する場合であれば、現
況と課題に入れ込むこと
は可能であるが、長野市
に住む高校生全体に向け
た支援となると入れ込む
ことが難しい。

・「個別最適な学び」と「協
働的な学び」の実現が子
どもの「知・徳・体」をバラ
ンスよく育む重要な要素
と考えており、この2つの
学びの実現が、しなのき
プランの目指す人間像
「グローバルな視野を持
ちながら、ローカルにたく
ましく生きる自立した18
才」に向かうものと考えて
いる。

【⑥について】
（高校生への支援につい
て）
現在、長野県ＮＰＯセン
ターにおいて、若者が活
躍するユースリーチ活動
を展開しており、学校を限
定せず様々な高校生が
集まってボランティアを含
めた活動をしている。本
市ではこうした活動を高
校生に紹介し、参加を促
している。また、市立長野
高校では課題探究学習
の成果を市内県立高校、
および長野高専と共有
し、連携を深めている。

（文言について）
意見を踏まえ、文言に反
映させる。

【作業部会の意見】
・機械的な人ではなく、自分の
意見をしっかり持てる子どもに
なる。
・先生がまとめる学校ではな
く、先生も子どもも主体となる
学校
・多様性を受け入れられる人
作り
・仕事をしたい、仕事が楽しそ
うと子ども達が思える環境

・子ども達がクラブ活動を楽し
める
・部活より地域のサークルで
活動する。

・大学生・高校生がもっと小学
生に関わる環境・学習機会作
り

・教育にあまりお金がかからな
い環境

【企画課からの提案】
・主体的に判断する力や、他
者との関係を築いていく力等
について、目指す状態で触れ
ることはできるでしょうか。

【第３回審議会】
（委員からの意見）
目指す状態の「現況と課題」と
しても「個別最適な学び」、「協
働的な学び」が大事とあります
が、目指す状態の「社会でたく
ましく生きる」は、たくましく生き
るという表現が、どういう意味
合いなのか。主体的にどんど
んやっていきましょうという表
現と、社会でたくましく生きるの
に必要な力を身に着けていき
ましょう。という表現がイコール
な部分もあれば、少しニュアン
スとしても結局どういうことが
大事なのか。目指す状態とし
ても両取り感というか、フワッと
している印象を受けたので、
「たくましく生きる」は具体的に
どういうことを目指しているの
か。補足いただきたい。

【⑧について】
・第３期しなのきプランでは、
主体的に追究する力や協働
的な学びを進める計画を立
てていますので、②のとおり
とした。

【⑨第三回審議会について】
（永井教育次長）
目指す状態の「たくましく」に
ついては、最近予測不能な
時代ということで、その中でこ
れからの子供たちが生きて
行かなければならない、自分
の力で切り拓かなければなら
ない、受け身になってはいけ
ないというところで、そこの困
難さを乗り越えていくのが「た
くましい」という表現で使って
おります。ほぼほぼ、主体的
であったり協働的であったり
の両側面で子供の資質、能
力を伸ばしていきたい。とい
ことなので、主体的であった
り協働的であったり、さらに
知・徳・体をバランスよく合わ
せていく中で、たくましく、切り
拓いていく子供たちになるん
だろうなという使い方をしてい
る。

（担当課）
・審議会時の応答内容のとお
りであり、「目指す状態」「現
況と課題」ともに、修正なし

分　　野 政　　策 施　　策 ③図表（前期基本計画）
⑥第３回作業部会・第３回
審議会の意見

⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」
の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの
変更点、赤字・下線は第３回総合計
画審議会からの変更点）

④に、前期基本計画から変更した
ものを赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員か
らの意見に関するもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答した
もの
⑥と➆の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関す
るもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図表  ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方  ４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方
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資料１
第五次長野市総合計画　図表・主な取組・指標（教育・文化分野）　（案）　

5
教育・
文化

1

未来を
切り拓く
人材の
育成と
環境の
整備

1

乳幼児期
から高等
教育まで
の教育の
充実

分　　野 政　　策 施　　策

分野・政策・施策

⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標（前期基本計画） ⑯統計指標（変更後）

◎子どもの知・徳・体を一体的に育成し、健康
の保持・増進に取り組みます。（学校教育課、
保育・幼稚園課、保健給食課）
◎園児・児童・生徒の交流、小・中・高等学校
の学校種間連携や小中一貫教育を推進すると
ともに、「長野市活力ある学校づくり検討委員
会」から示された答申に沿った「新たな学びの
場の創出」に取り組みます。（学校教育課、保
育・幼稚園課）（施２－１－２関連）
◎乳幼児期における教育・保育の質の向上に
取り組みます。（保育・幼稚園課）（２－１－２関
連）
◎社会の変化に対応でき、地域への関心を高
める教育を推進します。また、社会的・職業的
自立に向けた能力・態度を育成します。（学校
教育課）
◎教職員の力量向上に取り組みます。（学校
教育課）
◎高等教育機関等の教育環境の充実に向け
て支援するとともに、連携による地域の発展と
人材育成に取り組みます。（企画課、教育委員
会総務課）

●子どもがたくましく生きていく
ために必要な学力・体力を身に
つける教育が行われている
○（設定なし）

●子どもがたくましく生きていくた
めに知（学力）・徳（豊かな心）・体
（体力）を バランスよく一体的に身
に付ける教育が行われている
○（設定なし）

●全国学力・学習状況調査にお
ける国語、算数、数学の平均正
答率
(内容）
・小学校６年生（国語、算数）
・中学校３年生（国語、数学）
について、それぞれ
・Ａ問題（主に知識・技能）
・Ｂ問題（主に活用、思考力・判
断力・表現力）
の平均正答率（全国を100とした
指数）
●全国体力・運動能力、運動習
慣等調査において全国平均値を
上回った種目数
（内容）
・小学校５年生（８種目）
・中学校２年生（９種目）
について、全国平均値を上回っ
た種目数

●全国学力・学習状況調査にお
ける国語、算数、数学の平均正
答率
(内容）
・小学校６年生（国語、算数）
・中学校３年生（国語、数学）
の平均正答率（全国を100とした
指数）
●全国体力・運動能力、運動習
慣等調査において全国平均値を
上回った種目数
（内容）
・小学校５年生（８種目）
・中学校２年生（９種目）
について、全国平均値を上回っ
た種目数

（施策の担当課）
学校教育課

（主な取組の関係課）
・保育・幼稚園課
・保健給食課
・企画課
・教育委員会総務課

◎子どもの学力・体力の向上と、健康の保持・
増進に取り組みます。（学校教育課、保育・幼
稚園課、保健給食課）
◎園児・児童・生徒の交流、小・中学校の連携
や一貫した教育、中高一貫校の設置など、学
校種間（幼保小中高）の連携を推進するととも
に、今後の学校づくりのあり方について検討し
ます。（学校教育課、保育・幼稚園課）（２－１
－２関連）
◎乳幼児期における教育・保育の質の向上に
取り組みます。（保育・幼稚園課）（２－１－２関
連）
◎社会の変化に対応でき、地域への関心を高
める教育を推進します。また、社会的・職業的
自立に向けた能力・態度を育成します。（学校
教育課）
◎教職員の力量向上に取り組みます。（学校
教育課）
◎長野県立大学（仮称）等高等教育機関の教
育環境の充実に向けて支援するとともに、連
携による地域の発展と人材育成に取り組みま
す。（企画課、教育委員会総務課）

⑭アンケート指標
（変更後）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当課及び
主な取組の関係課

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●　環境や体制に関する評価

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載
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資料１

①現況と課題（修正案） ②目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑦ 「⑤・⑥」に対する担当
課の考え方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意見・
企画課からの提案

⑩4 「⑧・⑨」に対する
担当課の考え方（意見）

分　　野 政　　策 施　　策 ③図表（前期基本計画）
⑥第３回作業部会・第３回
審議会の意見

⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」
の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの
変更点、赤字・下線は第３回総合計
画審議会からの変更点）

④に、前期基本計画から変更した
ものを赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員か
らの意見に関するもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答した
もの
⑥と➆の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関す
るもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図表  ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方  ４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

【⑤について】
作業部会と企画課の意
見・提案の趣旨は、その
旨が現行のものに含まれ
ているが、本文中「家庭・
地域・学校の相互連携に
より」を追加する。

【作業部会の意見】
・教育にあまりお金がかからな
い環境

・若者と地域をつなぐ
→若者も地域の担い手に
・若者の居場所（NPOとの共
同）
→長野のイメージアップになる

【企画課からの提案】
・地域の育成会等が主体とな
り、子どもの学びや育ちを支え
る、地域を見守っていくという
視点は入れられるでしょうか。
・地域の中の学校、地域として
子どもを支えていくという視点
は入れられるでしょうか。

【⑧について】
作業部会と企画課の意見・提
案内容は、その旨が現行の
ものに含まれているため、特
に記載は変えない。

■「家の人と学校での出
来事について話をしてい
る」と回答した児童・生
徒の割合
（学校教育課「全国学
力・学習状況調査」の質
問項目）
■「今住んでいる地域の
行事に参加している」と
回答した児童・生徒の割
合
（学校教育課「全国学
力・学習状況調査」の質
問項目）

変更なし 【作業部会の意見】
・市内の他地区からの転
居が多く、その地区のこ
とを学ぶ機会が少ない
（親が知らないので、子も
知らない。）

【事務局】
・家庭の教育力が低下し
ている。家庭によって差
がある。
・子どもが地域で安全に
遊べる環境が整っていな
い。

【企画課からの提案】
・家庭・地域が連携して子
どもの学びや育ちを支え
ていくという視点は入れら
れるでしょうか。
・あらゆる世代がつなが
る地域像に触れることは
できるでしょうか。
・親も子どもも共に学び、
地域の活動に参加してい
くという点に触れることは
できるでしょうか。

市の不登校児童・生徒の
在籍率は国・県同様、
年々増加傾向にありま
す。学校に登校することだ
けをよしとするのではな
く、一人ひとりの子どもた
ちに応じて、適切な支援を
継続して行っていく必要が
あります。引き続き、SDGs
の理念である「誰一人取
り残さない」という視点をも
ち、関係機関との連携を
強化して、不登校やいじ
めの未然防止、様々な特
性をもった子どもへの対
策とともに、一人ひとりの
子どもが社会的自立がで
きるよう対策を講じる必要
があります。

不登校やいじめに悩む子
ども、様々な特性のある
子ども、社会的援助を必
要とする子どもなど、子ど
もに応じた適切な支援の
下、外部機関と連携し、
一人ひとりに合わせて安
心安全に学習に取り組ん
でいる。

■不登校児童在籍率
（小学生）
（学校教育課）
■不登校生徒在籍率
（中学生）
（学校教育課）

【第４回作業部会】
（委員からの意見）
図表「不登校児童在籍
率」「不登校生徒在籍
率」が使われているが、
学校の先生たちの努力
で、保健室登校や相談
室登校できる児童生徒
が増えてきている。不登
校にはならないけれど、
とても大変な生徒が増
えているため、先生たち
の支援が大変になって
いる。先生方の努力に
より違う形の通い方が
増えているので、いつか
評価指標になるといい。

変更なし

【第４回作業部会】
（学校教育課）
様々な形態の登校につ
いて、成果指標として
取り入れられたらという
ことであるが、統計が
あるかどうか確認して、
検討する。

（担当課の意見）

※調整中※

【作業部会の意見】
・長野市の学校の不登校
の実態がわからない。
・不登校対策では、それ
ぞれに合った支援と言い
ながら「通信制」高校の
情報提供がされないこと
が変である。（復学率）
・本校が長野市にない通
信制高校の場合、長野市
の子なのに大会のチラシ
が来ないので大会に出ら
れない。
・不登校の子の学校卒業
時に、ひきこもり支援に繋
げる。

【企画課からの提案】
・中学から高校、高校卒
業後の支援のつながりに
ついて触れることはでき
るでしょうか。
・特別支援教育に関する
指標がないため、現況と
課題で触れることは難し
いと思いますが、不登
校、いじめと共に障害の
ある子どもへの支援につ
いても触れることはできる
でしょうか。

【⑤について】
・不登校の実態について
は、毎年国の調査依頼が
あり、基本計画の「現況と
課題」に小・中学生別の
在籍率を、国・県の数値と
ともにグラフ化しています
ので、ご覧いただきたい。
・高校については、県教
育委員会の管轄になり、
復学率については把握で
きない。
・特別支援教育について
は、成果指標を数字とし
て出すことが困難であり、
現況と課題で具体的に触
れることは難しいが、提案
をふまえて右のとおりとし
た。
・卒業時には、進路先の
調査を行い、必要であれ
ば、部局と連携している。

【作業部会の意見】
・子ども達が安全に生活がで
きる学校生活

・不登校となる全ての子どもの
居場所（フリースクールを含
む）と行政の連携を推進する。
・ひきこもり（家族も）の居場所
があるまち

【企画課からの提案】
・子どもだけでなく、家族も含
めた支援についての記載はで
きるでしょうか。

【⑧について】
・第３期しなのきプランでは、
安心安全という項目で計画を
立てていますので、右のとお
りとした。
・学校以外の居場所との連携
について右のとおりとした。。
・居場所を含め、家庭の支援
も含むことをふまえて右のと
おりとした。

5
教育・
文化

1

未来を
切り拓く
人材の
育成と
環境の
整備

2
子どもに応
じた支援の
充実

3

家庭・地
域・学校の
相互連携
による教育
力向上

全国学力・学習状況調査
の質問項目で「家の人と
学校での出来事について
話をしている」と回答した
児童・生徒の割合は全国
平均とほぼ同じです。ま
た、「今住んでいる地域の
行事に参加している」と回
答した割合は全国と比べ
て大きく上回っています。
引き続き、子どもを健やか
に育むために、家庭・地
域・学校の相互連携によ
り、学びや育ちを支えてい
く必要があります。

家庭・地域・学校が相互
連携により教育力を向上
し、子どもの学びや育ち
を支えている。
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資料１

分　　野 政　　策 施　　策

分野・政策・施策

5
教育・
文化

1

未来を
切り拓く
人材の
育成と
環境の
整備

2
子どもに応
じた支援の
充実

3

家庭・地
域・学校の
相互連携
による教育
力向上

⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標（前期基本計画） ⑯統計指標（変更後）
⑭アンケート指標
（変更後）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当課及び
主な取組の関係課

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●　環境や体制に関する評価

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載

●家の人と学校での出来事につ
いて話をしている児童・生徒の
割合
（内容：全国学力・学習状況調査
結果（全国を100とした指数））
●住んでいる地域の行事に参
加している児童・生徒の割合
（内容：全国学力・学習状況調査
結果（全国を100とした指数））

変更なし

（施策の担当課）
家庭・地域学びの課

（主な取組の関係課）
・健康課
・学校教育課
・こども政策課

◎親子が共に学び成長する力の向上につなが
る取組を推進します。（家庭・地域学びの課、
健康課）（２－１－２関連）
◎地域ぐるみで子どもの学びや育ちを支える
取組を推進します。（家庭・地域学びの課、学
校教育課）
◎放課後などに子どもが安全・安心に過ごし、
多様な体験や活動ができる環境を充実しま
す。（こども政策課）（２－１－１関連）

修正なし（学校教育課） ●子ども一人ひとりが大切にさ
れ、安心して学習に取り組める
相談・支援体制が整っている
○（設定なし）

変更なし

◎親子が共に学び成長する力の向上につなが
る取組を推進します。（家庭・地域学びの課、健
康課）（２－１－２関連）
◎地域が主体となって子どもの学びや育ちを
支える取組を推進します。（家庭・地域学びの
課、学校教育課）
◎放課後などに子どもが安全・安心に過ごし、
多様な体験や活動ができる環境を充実します。
（こども政策課）（２－１－１関連）

●家庭・地域・学校が連携して、
子どもの学びや育ちを支えてい
る
○地域の子どもにあいさつや声
かけをしている

変更なし

●不登校児童・生徒の学校復帰
率
（内容：不登校児童・生徒（年間
の欠席30日以上）への指導の結
果、登校するまたはできるように
なった児童・生徒の割合）

●新規不登校児童・生徒の在籍
率
（内容： 不登校児童・生徒 （年間
 の欠席30日以上）のうち、 当年
 度前年度新たに不登校となった
児童生徒の割合）

（施策の担当課）
学校教育課

（主な取組の関係課）
・子育て支援課
・教育委員会総務課
・障害福祉課
・生活支援課

◎不登校やいじめの未然防止に取り組むとと
もに、子どもや保護者に対する支援体制を充
実します。（学校教育課）
◎いじめのない安心な学校づくりを推進しま
す。（学校教育課）
◎障害のある子どもや社会的援助を必要とす
る子どもを支援します。（子育て支援課、教育
委員会総務課、学校教育課、障害福祉課、生
活支援課）（２－１－３、２－３－１関連）
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資料１

①現況と課題（修正案） ②目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑦ 「⑤・⑥」に対する担当
課の考え方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意見・
企画課からの提案

⑩4 「⑧・⑨」に対する
担当課の考え方（意見）

分　　野 政　　策 施　　策 ③図表（前期基本計画）
⑥第３回作業部会・第３回
審議会の意見

⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」
の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの
変更点、赤字・下線は第３回総合計
画審議会からの変更点）

④に、前期基本計画から変更した
ものを赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員か
らの意見に関するもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答した
もの
⑥と➆の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関す
るもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図表  ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方  ４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

【⑤について】
「地域の学び」講座を、本
市の生涯学習推進の主
要事業の一つとして位置
付け、「家庭の学び」と「フ
レイル予防」の3本柱で進
めている。

また、指定管理業務のほ
か、連携事業（講座等）に
ついては、住民自治協議
会の負担が大きくなって
いる。

作業部会の意見は、その
旨が現行のものに含まれ
ているため、特に記載は
変えない。

【作業部会の意見】
・学びの関係人口から様々な
分野（しごと、地域文化、ス
ポーツ）への繋がり
・若者と地域をつなぐ
　→若者も地域の担い手に
・若者の居場所（NPOとの共
同）
　→長野のイメージアップにな
る

【事務局】
・40歳代までの幸せ実感モニ
ターからは、肯定的な意見が
出ていない。若い世代は、地
域づくりにつながる学びを受け
る機会がないと感じています。

【企画課からの提案】
・若者が地域の活動に参加し
たくても、年長者の意見が強く
なかなか参加しにくいという意
見が委員から出ました。
若者も地域の担い手になり、
地域の活動に貢献できる姿等
にも、触れることはできるで
しょうか。
・若い世代も参加しやすい環
境の整備、地域づくりにつなが
る内容を前面に出していくこと
はできるでしょうか。
・上記事項が無理であれば、
「市民が」→「あらゆる世代が」
といった表現はどうでしょう
か。

【⑧について】
左記の地域づくりにつながる
施策は、地域・市民生活部が
関連していると思われ、本計
画の「政策１ 市民が主役の
まちづくりの推進」に該当す
るものと考える。この施策の
分野に当てはまらないため、
反映させない。

人との交流であったり、学び
の中で育まれる向上意欲で
あったり、その交流や意欲
が、地域での繋がりや連携な
ど地域づくりに活かされると
考えている。

【⑤について】
オンライン環境が整てい
ない方や
高齢者向けに初歩的なパ
ソコンやタブレット、スマホ
講座などを実施しており、
先ず機器の使い方等の
習得を広めている。

講座や施設の周知、内容
の充実、施設運営など
は、工夫が必要と考えて
いるため、特に記載は変
えないが、「交流セン
ター」を追加する。

【作業部会の意見】
・あらゆる世代の人が自由に
学べる環境

【事務局】
・幸せ実感モニターからは、講
座の情報がない、高齢者対象
のものしかないという意見があ
る。

・子育て世代が参加しやすい
環境（例えば託児サービスを
提供する、オンラインでも受講
できる等）があるといい。

【企画課からの提案】
・あらゆる世代に講座の情報
が届く環境、あらゆる世代が
講座を受講できる環境につい
て触れることはできるでしょう
か。

⑤作業部会の意見欄の幸せ
実感モニターから、「講座開催
の情報が届かない、知らない
という意見が出ている」が、⑩
担当課の考え方は、ツイッター
等で周知しているから表記は
変えないとなっている。幸せ実
感モニターからの、「出しても
らってはいるが、伝わらないで
すよ」という意見だと思う。「施
策5-5-1の国際交流活動の推
進」の②目指す状態には「多く
の市民がSNS等を活用した周
知を通じて」と敢えて文言で書
いている。やりたい方向性は
すごくわかるが、幸せ実感モニ
ターのことを考えたら、CMして
いる人はわかるけれど、もう
ちょっと周知を頑張っていると
いうことを入れてほしい、という
気持ちがあるのではないか。
認識の間違いがあってはいけ
ないので、教えてもらいたい。

【⑧について】
乳幼児期、青少年期、成人
期、高齢期に分けたそれぞ
れの段階のステージでの学
びの機会や場の提供につい
ての情報提供は、主に使用さ
れている媒体等があることか
ら、各公民館・交流センター
発行の館報をはじめ、地区回
覧物（チラシ）、公式ホーム
ページ、ツイッター等で周知し
ていることから、特に記載は
変えない。

【⑨について】
目指す状態は、多くの市民が
学びを実践している状態であ
るので、状態には反映させな
いが、状態に至るまでのプロ
セスとして学習情報の提供を
追加する。

生涯学習センターや公民
館、交流センターを利用し
て生涯学習に取り組む若
い世代が少ないことから、
これらの世代が利用しや
すいよう、講座や施設の
周知、内容の充実、施設
運営などを検討する必要
があります。

ライフステージに応じた学
習情報や学びの機会が
提供され、多くの市民が
学びを実践している。

■「生涯学習活動に公
民館や生涯学習セン
ターを利用する」と回答
した市民の割合　（家
庭・地域学びの課「まち
づくりアンケート」）
※Ｈ28年度以降アン
ケート未実施

■「生涯学習活動に公
民館や生涯学習セン
ターを利用する」と回答
した市民の割合　（家
庭・地域学びの課「令
和2年度アンケート」）

【作業部会の意見】
・オンラインを活かす地域
づくり（世代別ＩＴ講座、電
子図書館、Ｗｅｂ配信）
【事務局補足】
・コロナ禍で高齢者等が
参加する講座ができない
ため、オンラインを活用し
た世代別ＩＴ講座等ができ
ればという意見でした。

【事務局】
・幸せ実感モニターから、
講座開催の情報が届か
ない、知らないという意見
が出ている。

【企画課からの提案】
・委員からは、「コロナを
チャンスに」という声もあ
りました。
・子育て中の母親等も含
め、あらゆる世代が利用
しやすい講座や施設、
サービスの充実に触れる
ことはできるでしょうか。

5
教育・
文化

2

豊かな
人生を
送るた
めの学
習機会
の提供

1
生涯学習
環境の充
実

2

学習成果
を活かした
地域づくり
への参加
促進

生涯学習が住民主体の
地域づくりにつながること
から、市立公民館の指定
管理者制度の導入を受託
可能な住民自治協議会か
ら進めています。公民館
活動を更に活発化し、市
民が生涯学習を通じて充
実感を得られ、地域づくり
に活かせるよう支援する
必要があります。

あらゆる世代の人が公民
館や交流センターなどで
地域を学び、地域づくりに
活かしている。

■指定管理者制度を導
入した市立公民館
(家庭・地域学びの課）
■「生涯学習活動の目
的」についての市民意
識
（家庭・地域学びの課
「まちづくりアンケート」）
※Ｈ28年度以降アン
ケート未実施

■「生涯学習活動の目
的」についての市民意
識
（家庭・地域学びの課
「令和2年度アンケー
ト」）

【事務局】
・幸せ実感モニターから、
公民館の講座内容が、地
域づくりの視点が薄くなっ
てきているという意見が
あります。
・住民自治協議会とのさ
らなる連携が必要。

【企画課からの提案】
・施策5-1-3と重なる部分
もあると思いますが、若
者も参加しやすい環境を
整える必要もあるかと思
います。
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資料１

分　　野 政　　策 施　　策

分野・政策・施策

5
教育・
文化

2

豊かな
人生を
送るた
めの学
習機会
の提供

1
生涯学習
環境の充
実

2

学習成果
を活かした
地域づくり
への参加
促進

⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標（前期基本計画） ⑯統計指標（変更後）
⑭アンケート指標
（変更後）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当課及び
主な取組の関係課

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●　環境や体制に関する評価

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載

●公民館などで、地域づくりに活
かされる学びの機会が提供され
ている
○公民館などで学んだことを地
域づくりに活かしている

変更なし ●市立公民館の講座における
地域住民が講師を務めた講座
の割合
（内容：市立公民館の講座のう
ち、当該地区住民が講師を務め
た講座の割合）

●市立公民館・交流センターの
「地域の学び」講座受講者数
（内容：市立公民館・交流セン
ターの「地域の学び」講座受講
者の割合）

（施策の担当課）
家庭・地域学びの課

（主な取組の関係課）
なし

◎地域づくりにつながる学習を支援します。
（家庭・地域学びの課）
◎学習成果を発表する場と活用する仕組みを
充実します。（家庭・地域学びの課）
◎市民による講座の企画・運営を支援します。
（家庭・地域学びの課）

変更なし（家庭・地域学びの課）

変更なし（家庭・地域学びの課） ●公民館などで、学びの機会が
提供されている
○公民館などで提供されている
学びの場に参加している

変更なし ●若い世代を中心に構成される
団体が市立公民館を利用した割
合
（内容：市立公民館を利用する
全団体のうち、20歳代～40歳代
中心で構成されている団体が市
立公民館を利用した割合）

●若い世代を中心に構成される
団体が市立公民館・交流セン
ターを利用した割合
（内容：市立公民館・交流セン
ターを利用する全団体のうち、
20歳代～40歳代中心で構成さ
れている団体が市立公民館・交
流センターを利用した割合）

（施策の担当課）
家庭・地域学びの課

（主な取組の関係課）
なし

◎多様なニーズに対応した講座を充実します。
（家庭・地域学びの課）
◎利用しやすい生涯学習施設や図書館の運
営を推進します。（家庭・地域学びの課）
◎生涯学習に関する情報を適切に提供しま
す。（家庭・地域学びの課）
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資料１

①現況と課題（修正案） ②目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑦ 「⑤・⑥」に対する担当
課の考え方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意見・
企画課からの提案

⑩4 「⑧・⑨」に対する
担当課の考え方（意見）

分　　野 政　　策 施　　策 ③図表（前期基本計画）
⑥第３回作業部会・第３回
審議会の意見

⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」
の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの
変更点、赤字・下線は第３回総合計
画審議会からの変更点）

④に、前期基本計画から変更した
ものを赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員か
らの意見に関するもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答した
もの
⑥と➆の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関す
るもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図表  ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方  ４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

【第３回審議会】
（委員からの意見）
「多彩な文化芸術の創造と
活動支援」の現況と課題の
話題にあがっているような
魅力的な鑑賞や環境、芸
術というのは個人的な思い
としては、全国規模で行わ
れるようなものを想像して
いるが、そのようなものを
県北部で記載されている
が、そのようなものは県下
で、金沢の21世紀美術館
でやるようなものを、長野
県長野市に持って来ようか
という考え方になるのかな
と個人的には思っている。
このあたりの書き方「県北
部の中核市として」という表
現よりは、個人としては「県
都として長野県内の市町
村と連携しながら」などが、
しっくりくるのかなと思う。
北部に絞られた点をコメン
トもらいたい。

【⑤について】
・作業部会の意見は現行
に含まれているため、反
映させない。
・伝統芸能も文化芸術の
１つであるため、分けて記
載することは難しいが、標
記方法を見直す。

【第３回審議会】
（小林文化・スポーツ部
長）
こちらの表現ですが、長
野市自体が長野県北部
の中核都市であり近隣の
連携中枢都市と関係があ
るので、県北部という表現
を使った。ご指摘のほうを
踏まえまして、事務局とそ
こを含めて、今後検討して
いきたいと思う。

（担当課）
現況と課題の「中核市」を
「中核都市」に修正

【作業部会の意見】
・日常の中の「文化」、「芸
術」、「スポーツ」
・誰でもいつでもどこでも文化
活動・スポーツ活動を楽しめる
・もっと気軽に（文化活動に）
チャレンジできる

【事務局】
・子育て世代も参加できる、親
子で一緒に気軽に楽しめる活
動があってもいい。

【企画課からの提案】
・あらゆる世代が文化芸術に
親しめるという視点を入れるこ
とはできるでしょうか。

【⑧について】
・表現方法を変更し、反映

【⑤について】
・作業部会の意見及び企
画課からの提案について
は、その旨が現行のもの
に含まれているため、特
に記載は変えない。

【作業部会の意見】
・日常の中の「文化」、「芸
術」、「スポーツ」

【企画課からの提案】
・子どもや若い世代、他地区
から転入してきた人も参加し
やすい環境を整えるという点
に触れることはできるでしょう
か。

【第３回審議会】
（委員からの意見）
・目指す状態の「指定文化財
など」は、あえて限定せず、現
況と課題と同様「有形・無形の
歴史・文化遺産」に表記を改め
たほうがよいのではないか。

【⑧について】
・作業部会の意見及び企画
課からの提案については、そ
の旨が現行のものに含まれ
ているため、特に記載は変え
ない。

【第３回審議会】
（担当課）
「目指す状態」について修
正。
修正は可能ですが、他の施
策に同様な表記がある場
合、統一して修正する必要が
あると考えます。

5
教育・
文化

3

魅力あ
ふれる
文化の
創造と
継承

1

多彩な文
化芸術の
創造と活
動支援

2

文化の継
承による魅
力ある地
域づくりの
推進

■「今後の文化芸術へ
の関わり方」についての
市民意識
（文化芸術課「まちづくり
アンケート」）
※Ｈ28年度以降アン
ケート未実施

●「音楽、美術、演劇な
ど文化芸術に気軽に親
しめる環境が整ってい
る」についての市民意
識
（文化芸術課「まちづく
りアンケート」）
H27～R2
※H27、34.5%

【作業部会の意見】
・大衆演芸を見たい

【企画課からの提案】
・5-3-2の「文化の継承に
よる魅力ある地域づくり
の推進」と伝統芸能の継
承の部分が重複していま
す。5-3-1では、伝統芸能
以外の鑑賞、活動支援に
ついて触れることはでき
るでしょうか。

指定文化財をはじめとす
る有形・無形の歴史・文化
遺産があり、観光資源や
地域住民のよりどころとし
て保存・継承されていま
す。引き続き、指定文化
財などの保存と活用を進
めるとともに、適切に継承
されるよう担い手の確保
などを支援する必要があ
ります。

指定文化財 などをはじめ
とする有形・無形の歴史・
文化遺産が適切に保存・
継承・活用され、魅力あ
る地域づくりにつながって
いる。

【第３回審議会の意見
を受けた修正】

■国・県・市指定等の文
化財件数
（文化財課）

変更なし 【作業部会の意見】
・地域文化（お祭りなど）
の保護と発信
・伝統・古典芸能を残した
い

【事務局】
・幸せ実感モニターから、
後継者が不足していると
いう意見があります。
また、引っ越して来た人
たちは参加できないとい
う意見もあります。

【企画課からの提案】
・伝統文化・芸能の継承
者がいないという課題に
ついて触れるのはどうで
しょうか。
・子どもや若い世代、新
たに住民となった人等も
参加しやすい環境を整え
るということについて触れ
ることはできるでしょう
か。

市民の文化芸術活動が
盛んで、各地域には伝統
芸能が広く伝わっており、
平成27年善光寺御開帳プ
ロジェクトや長野市芸術
館の開館により、市民の
関心も高まっています。
今後も鑑賞・発表など市
民が気軽に文化芸術に親
しめる機会の提供を進め
る必要があります。
また、県北部の中核都市
として、近隣市町村と連携
しながら、継続的な発展を
進める必要があります。

【第３回審議会の意見
を受けた修正】

子ども、高齢者、障害者
など、あらゆる人々が日
常から気軽に文化芸術に
触れ、常に活発な文化芸
術活動が行われている。
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資料１

分　　野 政　　策 施　　策

分野・政策・施策

5
教育・
文化

3

魅力あ
ふれる
文化の
創造と
継承

1

多彩な文
化芸術の
創造と活
動支援

2

文化の継
承による魅
力ある地
域づくりの
推進

⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標（前期基本計画） ⑯統計指標（変更後）
⑭アンケート指標
（変更後）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当課及び
主な取組の関係課

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●　環境や体制に関する評価

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載

●市有ホール施設の利用者数
（内容：長野市芸術館、東部文
化ホール、篠ノ井市民会館、松
代文化ホール、勤労者女性会館
しなのき、若里市民文化ホー
ル、中条音楽堂の利用者数
注：長野市芸術館は平成28年５
月から、篠ノ井市民会館は平成
29年２月までの利用者数）

変更なし

（施策の担当課）
文化芸術課

（主な取組の関係課）
なし

◎長野市芸術館を拠点とした多彩な文化芸術
の鑑賞機会を提供します。（文化芸術課）
◎市民の自主的・自発的な文化芸術活動を支
援し、生きがいやまちのにぎわいにつながる発
表の機会を充実します。（文化芸術課）
◎子どもの創造力や感性を育む文化芸術活
動を支援します。（文化芸術課）
◎交流が広がる魅力ある文化芸術公演やイベ
ントを企画･創造します。（文化芸術課）

修正なし ●音楽、美術、演劇など文化芸
術に気軽に親しめる環境が整っ
ている
○音楽、美術、演劇など文化芸
術に親しんでいる

●修正なし
○音楽、美術、演劇などを観た
り、聴いたり、行ったりして楽しん
でいる
（言い回しを変更）

●文化財保護活動参加者数
（内容：指定文化財の保護に当
たっている市民団体の構成員で
活動に参加した人数）

変更なし

（施策の担当課）
文化財課

（主な取組の関係課）
・文化芸術課
・都市政策課
・観光振興課

◎指定文化財などを調査・整備し、博物館での
展示や史跡の公開を進めます。（文化財課）
◎伝統芸能を次世代へ保存･継承する関係団
体の活動を支援します。（文化芸術課）
◎重要伝統的建造物群保存地区*をはじめ、
歴史的なまちなみなどの環境を保存・活用しま
す。（都市政策課、文化財課）（７－１－４関連）
◎歴史・文化遺産を活かし、観光との連携を推
進します。（文化財課、観光振興課）
◎歴史・文化遺産の保護に関わる団体を育成
し、活動を支援します。（文化財課）

変更なし

※文化芸術課、都市政策課、観光振興課に確
認済みです。

●地域の文化財が適切に保存・
継承・活用されている
○地域の伝統的な行事に参加
している

変更なし
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資料１

①現況と課題（修正案） ②目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑦ 「⑤・⑥」に対する担当
課の考え方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意見・
企画課からの提案

⑩4 「⑧・⑨」に対する
担当課の考え方（意見）

分　　野 政　　策 施　　策 ③図表（前期基本計画）
⑥第３回作業部会・第３回
審議会の意見

⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」
の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの
変更点、赤字・下線は第３回総合計
画審議会からの変更点）

④に、前期基本計画から変更した
ものを赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員か
らの意見に関するもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答した
もの
⑥と➆の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関す
るもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図表  ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方  ４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

【⑤について】
オリンピック・パラリンピッ
クを開催した本市のポテ
ンシャルを活かし、引き続
き国際大会・全国大会な
どを誘致開催し、市民の
スポーツへの関心を高め
るとともに、オリンピック・
パラリンピックムーブメント
を推進し、市内外からの
交流人口の拡大を促進し
ます。
また、本市をホームタウン
とする地域密着型プロス
ポーツチームを本市の地
域資源ととらえ、連携する
ことにより、スポーツによ
る産業振興及び地域活性
化を促進します。

【作業部会の意見】
・ＡＣ長野パルセイロ、信州ブ
レイブウォリアーズのプロス
ポーツをもっと市民の皆さんに
観戦してもらいたい。
・ＡＣ長野パルセイロのＪ２昇
格でアウェイのお客様にも大
勢来てもらいたい。
・パルセイロ応援のための輸
送体制の充実

・スポーツオンライン観戦がで
きる環境

【企画課からの提案】
・プロスポーツチームの取組
みによると思いますが、オンラ
イン観戦、パブリックビューイ
ング等の開催に触れることは
できるでしょうか。

【⑧について】
・スポーツ交流事業の実施、
市の広報での各チームの情
報発信、「ホームタウンデー」
の開催など、プロスポーツの
認知度を高め、多くの市民の
観戦につなげる。
・他市の状況を見ると、J１及
びJ２、B１のアウェイ観戦者
数が多いことから、アウェイ
ツーリズム等、アウェイ観戦
者の取り込みを研究する。
・ホームゲームの輸送は、各
チームスポンサーの交通機
関事業者と連携して対応す
る。
・各チームの試合は全試合
がネット中継で視聴できるこ
とから、ホームスタジアムや
ホームアリーナにWi－Fiを整
備することで観戦しながら他
会場の試合を見ることができ
る環境を研究する。
・このほか、オリンピック・パラ
リンピックを開催した本市の
ポテンシャルを活かし、引き
続き国際大会等を誘致開催
するとともに、オリンピック・パ
ラリンピックムーブメントを推
進し、スポーツによる交流人
口の拡大を促進していく。

【⑤について】
子どもから高齢者まで、
各年代の市民が、それぞ
れの体力や年齢、技術、
興味、目的に応じて、効
果的・効率的にスポーツ
に親しむことができる環境
づくりを推進していく。

【作業部会の意見】
・日常の中の「文化」、「芸
術」、「スポーツ」
・誰でもいつでもどこでも文化
活動・スポーツ活動を楽しめる

・子ども達がクラブ活動を楽し
める。
・部活より地域のサークルで
活動する。

・コロナ禍でも安心に運動でき
る環境

【事務局】
・子育て世代が参加しやすい
環境（例えば託児サービスを
提供する、オンラインでも受講
できる等）があるといい。

【企画課からの提案】
・あらゆる世代、あらゆる状況
にある人が気軽にスポーツに
親しめる、生涯スポーツにつな
がる取り組みを行うという視点
を入れることはできるでしょう
か。

【⑧について】
・子どもの世代におけるス
ポーツ活動の動機づけは、
継続したスポーツ活動の「生
涯スポーツ」を推進する上で
重要と考える。
・特に中学、高校世代につい
ては、スポーツ庁が掲げる方
針に沿って、学校の部活を拠
点にしたスポーツの普及、推
進からスポーツクラブなどの
民間や各種競技団体、総合
型地域スポーツクラブを拠点
とする。
・子どもを預けたり、子どもと
一緒に参加するなどにより、
子育て世代がスポーツ活動
に参加できる環境を整える必
要がある。
・withコロナの中、高齢者など
が安心してスポーツ活動が
実践できるよう、安全に配慮
することが必要

成人のスポーツ実施率は
増加しており、全国に比べ
ると高い状態にあります。
近年、医療費の抑制や健
康寿命延伸の観点から、
スポーツや運動による日
常的な健康づくりが注目
されています。
また、子どものスポーツ活
動の実施については、家
庭、地域、学校の連携を
中心にした環境から、民
間や総合型地域スポーツ
クラブ、スポーツの競技団
体などが中心となる環境
整備が求められていま
す。
このことから、子どもや、
仕事、家事、育児等で忙
しい世代、高齢者など各
年代やライフスタイルに応
じて、スポーツを身近に感
じ、楽しめる環境を整備す
る必要があります。

安全・安心で気軽にス
ポーツや運動に親しめる
環境が整い、市民が自分
に合ったスポーツや運動
を楽しんでいる。

■成人が週１回以上ス
ポーツや運動を実施し
た割合
（スポーツ課「まちづくり
アンケート」、内閣府、文
部科学省）

変更なし 【作業部会の意見】
・スポーツを楽しむ子ども
たちに環境整備を充実さ
せたい
・子どもがスポーツをやり
たいと思っても、親が送
迎等に関われないと、子
どもがスポーツをできなく
なる。
・年齢別（高齢者、中年）
のスポーツの場がない。
相手がほしい。
・新型コロナウイルスの
影響でスポーツの機会が
減っている。

【事務局】
・幸せ実感モニターから、
スポーツ施設へのアクセ
スが悪い（駐車場に入れ
ない、公共交通機関がな
い）との意見が出ていま
す。
・子育て世代（特に母親）
は、スポーツをしたくても
できないことがある。

【企画課からの提案】
成人のスポーツ実施率は
高いですが、子どもの実
施率はどうなのでしょう
か。
幼少期からスポーツに親
しみ、子どもから高齢者
まであらゆる世代、あら
ゆる状況にある人がス
ポーツに親しめるという
視点はどうでしょうか。

5
教育・
文化

4

スポー
ツを軸

としたま
ちづくり
の推進

1

だれもがス
ポーツを楽
しめる環境
づくりの推
進

2

スポーツを
通じた交流
拡大の推
進

オリンピック・パラリンピッ
クを開催したことによる有
形無形の財産を活用し、
スポーツによる産業振興
が可能な本市の特徴を十
分に活かしていくことが重
要です。
さらに、オリンピック・パラ
リンピックを開催した都市
として、本市のプロモー
ションを強化し、オリンピッ
ク・パラリンピックムーブメ
ントを継承するとともに推
進する必要があります。
また、現在、本市をホーム
タウンとする地域密着型
プロスポーツチームは4
チームに増加しており、
チームへの愛着が増すこ
とで、地元地域への誇り
や一体感、コミュニティ意
識が高まり、地域の活性
化が進むことから、市内ス
ポーツ施設で観戦する市
民の割合を、さらに高める
必要があります。

多くの市民が市内のス
ポーツ施設でスポーツを
観戦するとともに、スポー
ツを通じた交流人口が拡
大し、地域の活性化が進
んでいる。

■競技場でスポーツ観
戦をした市民の割合
(スポーツ課）

変更なし 【作業部会の意見】
・ＡＣ長野パルセイロ、信
州ブレイブウォリアーズ
のプロスポーツの市民の
観戦が少ない。
・ＡＣ長野パルセイロのア
ウェイ観客数が少ない。
・パルセイロ応援のため
の輸送体制が充実してい
ない。

・オンラインを活かす地域
づくりができていない。

【企画課からの提案】
・子どもの無料券配布や
幼・保・小学校等への訪
問等、既に市民向けの企
画が行われていると思い
ます。
コロナ禍でイベントの実
施が難しい中ですが、選
手との交流等を通して、
プロスポーツチームを身
近に感じることができる
かと思います。
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資料１

分　　野 政　　策 施　　策

分野・政策・施策

5
教育・
文化

4

スポー
ツを軸

としたま
ちづくり
の推進

1

だれもがス
ポーツを楽
しめる環境
づくりの推
進

2

スポーツを
通じた交流
拡大の推
進

⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標（前期基本計画） ⑯統計指標（変更後）
⑭アンケート指標
（変更後）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当課及び
主な取組の関係課

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●　環境や体制に関する評価

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載

●プロスポーツや各種競技大会
が盛んに行われている
○市内のスポーツ施設で、プロ
スポーツや各種競技大会を観戦
している

変更なし ●南長野運動公園総合球技場
入場者数
（内容：スポーツの観戦、イベン
ト等の入場者数）

●地域密着型プロスポーツチー
ムのホームゲーム入場者数

（施策の担当課）
スポーツ課

（主な取組の関係課）
・観光振興課

◎大規模スポーツ施設を活用した国際大会や
全国大会などを誘致・開催します。（スポーツ
課、観光振興課）（６－１－３関連）
◎長野マラソンや全国中学校スケート大会の
継続開催など、宿泊滞在型のスポーツイベント
を支援します。（スポーツ課、観光振興課）
◎地域密着型プロスポーツチームの活動を支
援します。（スポーツ課）
◎オリンピックムーブメント*を継続的に推進し
ます。（スポーツ課、観光振興課）

◎大規模スポーツ施設を活用した国際大会や
全国大会などを誘致・開催します。（スポーツ
課、観光振興課）（６－１－３関連）
◎長野マラソンや全国中学校スケート大会の
継続開催など、宿泊滞在型のスポーツイベント
を支援します。（スポーツ課、観光振興課）
◎地域密着型プロスポーツチームと連携・協力
します。（スポーツ課）
◎オリンピック・パラリンピックムーブメント*を
継続的に推進します。（スポーツ課、観光振興
課）
◎第８２回国民スポーツ大会、第２７回全国障
害者スポーツ大会開催に向けた準備を進めま
す。（スポーツ課）

◎スポーツを通じた健康増進や健康寿命延伸
につながる取組を推進します。（スポーツ課、健
康課）（２－４－１関連）
◎総合型地域スポーツクラブ*やスポーツ推進
委員の育成・活用など、地域における自主的な
スポーツ活動を促進します。（スポーツ課）
◎障害者のスポーツ参加の機会拡大やだれも
が使いやすい環境づくりを推進します。（障害
福祉課、スポーツ課）
◎競技スポーツ人口の拡大を推進します。（ス
ポーツ課）
◎スポーツ施設のあり方を検討しながら、計画
的に整備・改修します。（スポーツ課）

●スポーツや運動を気軽にでき
る環境が整っている
○（設定なし）

変更なし ●スポーツ実施率
（内容：成人が週１回以上スポー
ツや運動を実施した割合）

変更なし

（施策の担当課）
スポーツ課

（主な取組の関係課）
・健康課
・障害福祉課

◎スポーツを通じた健康増進や健康寿命延伸
につながる取組を推進します。（スポーツ課、
健康課）（２－４－１関連）
◎総合型地域スポーツクラブ*やスポーツ推進
委員の育成・活用など、地域における自主的
なスポーツ活動を促進します。（スポーツ課）
◎障害者のスポーツ参加の機会拡大やだれも
が使いやすい環境づくりを推進します。（障害
福祉課、スポーツ課）
◎競技力の向上と競技者の底辺拡大を推進し
ます。（スポーツ課）
◎スポーツ施設のあり方を検討しながら、計画
的に整備・改修します。（スポーツ課）
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資料１

①現況と課題（修正案） ②目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の
意見・企画課からの提案

⑦ 「⑤・⑥」に対する担当
課の考え方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意見・
企画課からの提案

⑩4 「⑧・⑨」に対する
担当課の考え方（意見）

分　　野 政　　策 施　　策 ③図表（前期基本計画）
⑥第３回作業部会・第３回
審議会の意見

⑨第３回作業部会・第３回審
議会の意見

分野・政策・施策

１　「現況と課題」及び「目指す状態」
の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの
変更点、赤字・下線は第３回総合計
画審議会からの変更点）

④に、前期基本計画から変更した
ものを赤字・下線で記載
緑字は第４回作業部会の委員か
らの意見に関するもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答した
もの
⑥と➆の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関す
るもの

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
⑨と⑩の緑字は第３回審議会の委員からの意見に関するもの

２　図表  ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方  ４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

・現在、往来による国際交
流ができないため、交流
活動の一部をオンライン
に切り替えて、交流を継
続する予定のため、意見
を反映させる。

【作業部会の意見】
・一校一国運動の推進
・オリンピックレガシーの誇りを
持つ

【事務局】
・幸せ実感モニターからは、国
際交流イベントを知らない、興
味はあるが機会がない等の意
見が出ています。

【企画課からの提案】
・より効果的な周知方法、参加
しやすい内容等について触れ
ることはできるでしょうか。
・当面はコロナ禍に対応した活
動を実施し、状況が落ち着い
た際には、実際に行き来したり
することで実体験ができるよう
にするという点を入れることは
できるでしょうか。

【第３回審議会】
（委員からの意見）
目指す状態の「多くの市民がＳ
ＮＳ等を活用した周知を通じ
て」は、ＳＮＳを活用して周知は
施策であって、目指す状態とし
て書くのは、具体的に５年後の
後期基本計画を時間的に見て
目指したいのか、施策でいい
のではないか。

【⑧について】
・事業内容については、具体
的な事項であるため、目指す
状態には反映させない。周知
方法に関しては、追加する。

【第３回審議会】
（担当課）
目指す状態の「ＳＮＳ等を活
用した周知」については、「主
な取組」に記載する。
「目指す状態」及び「主な取
組」を修正する。

【⑤について】
・作業部会からの意見
は、その旨が現行のもの
に含まれている。

【作業部会の意見】
・文化をお互いに理解する（言
葉だけではなく）
・異文化を受け入れる環境が
ある
・デジタル技術（翻訳等）を活
用した交流を進める。

【企画課からの提案】
・多様性につながる取り組み
等に触れることはできるでしょ
うか。
例えば、多様性を認め合う意
識の醸成に取り組むといった
視点はどうでしょうか。

【⑧について】
・多様性を認め合うことは、多
文化共生の基盤であると考
えるため、反映させる。

5
教育・
文化

5

国際交
流・多
文化共
生の推

進

1
国際交流
活動の推
進

2
多文化共
生の推進

■姉妹都市・友好都市
との交流実績
（秘書課）

■姉妹都市・友好都市
との交流実績
（観光振興課）

・単なる国際交流ではな
く、協働して何かを成しと
げることはできないか
・姉妹都市との交流が盛
り上がっていない

【事務局】
・幸せ実感モニターから
は、国際交流の機会がな
い、減っているとの意見
が出ています。
・コロナ禍で交流のあり方
も変わらざるを得ないと
いう課題があると思いま
す。

【企画課からの提案】
・作業部会、モニターの意
見を取り入れることはで
きるでしょうか。
・コロナ禍で実際に行き
来する交流は困難なため
活動が中止になるものも
あると思いますが、オンラ
イン等を活用し活動は継
続していくという点を入れ
ることはできるでしょう
か。

外国人住民数は4,000人
を超えました。今後、更に
国際化が進展する中、多
様性や価値観の違いを尊
重し、相互理解を深め、外
国人が暮らしやすく共生
できる多文化共生社会の
実現に向けて取組を推進
させる必要があります。

多様性を認め合い、互い
を尊重している。また、文
化や習慣などが異なる外
国人にとっても、暮らしや
すい環境が整っている。

■国別外国人登録者数
(市民窓口課）

変更なし 【作業部会の意見】
・外国籍の子どもが増え
ている
・Chinese　comunnity etc
私達が孤独にさせてし
まっているのではないか
・一貫した支援体制がな
い。（国際交流、教育、外
国籍の方の暮らし、イン
バウンド）
・言葉の壁の問題
・異文化を受け入れる意
識が大事

【事務局】
・幼少期からの交流や、
相互理解を深める機会が
必要だと思います。

【企画課からの提案】
・作業部会では「多様性
の尊重」が重要視されま
した。「多様性を認め合
う」、「多様性を受け入れ
る」といった「多様性」の
文言を入れることは可能
でしょうか。
・言葉の問題等で外国人
が日本文化に馴染めな
いという課題はないので
しょうか。
・あらゆる世代の外国人
も日本人もお互いに理解
し合い、お互いに歩み寄
ることが必要だということ
に触れることはできるで
しょうか。

姉妹都市・友好都市など
との交流のほか、市民団
体による地域に根ざした
国際交流などの活動促進
にも取り組んでいます。更
に多くの市民が事業の参
加や活動に関わり国際交
流を底上げできるよう、活
動を推進するとともに支援
を拡充する必要がありま
す。また、社会情勢の変
化に対応できる新しい形
での交流も行う必要があ
ります。

多くの市民が SNS等を活
 用した周知を通じて、国
際交流に より関心を持
ち、国際交流事業に参加
し、活動に関わっている。

【第３回審議会の意見
を受けた修正】
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資料１

分　　野 政　　策 施　　策

分野・政策・施策

5
教育・
文化

5

国際交
流・多
文化共
生の推

進

1
国際交流
活動の推
進

2
多文化共
生の推進

⑪主な取組
（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
⑬アンケート指標
（前期基本計画）

⑮統計指標（前期基本計画） ⑯統計指標（変更後）
⑭アンケート指標
（変更後）

６　アンケート指標 ７　統計指標

施策の担当課及び
主な取組の関係課

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●　環境や体制に関する評価

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・
下線で記載

○　回答者自身の実践状況

５　主な取組

⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載

●国際交流事業件数
（内容：市の国際交流事業補助
金を活用し、市民団体が主催し
た国際交流イベントや留学生と
の交流事業などの件数）

変更なし

（施策の担当課）
観光振興課
インバウンド・国際室

（主な取組の関係課）
・学校教育課

◎姉妹都市・友好都市などとの国際交流活動
を推進します。（秘書課、学校教育課）
◎市民主体の国際交流活動を支援・促進しま
す。（秘書課）
◎国際交流員*などを派遣し学校や地域との
交流を推進します。（秘書課）

◎姉妹都市・友好都市などとの国際交流活動
を推進します。（観光振興課、学校教育課）
 ◎SNS等を活用した周知に取り組みます。（観
 光振興課）
◎オンラインを活用した国際交流活動に取り組
みます。（観光振興課、学校教育課）
◎ＳＮＳ等を活用して国際交流活動を多くの市
民に周知するとともに、市民主体の国際交流
活動を支援・促進します。（観光振興課）
◎国際交流員*などを派遣し学校や地域との交
流を推進します。（観光振興課）

【第３回審議会の意見を受けた修正】

●国際交流が盛んに行われて
いる
○国際交流イベントに参加して
いる

変更なし

●国際交流コーナーの利用者
数
（内容：国際交流コーナーで開催
している日本語教室の受講者、
母語相談やイベントなどで訪れ
た人数
●ＳＮＳ*のフォロワー*数
（内容：長野市国際交流フェイス
ブック等のＳＮＳに対してフォ
ローしている数）

●国際交流コーナーの利用者
数
（内容：国際交流コーナーで開催
している日本語教室の受講者、
母語相談やイベント等で訪れた
人数
●ＳＮＳ*のフォロワー*数
（内容：長野市国際交流フェイス
ブック等のＳＮＳをフォローしてい
る人数）

（施策の担当課）
観光振興課
インバウンド・国際室

（主な取組の関係課）
・人権・男女共同参画課
・学校教育課

◎異なる文化や習慣などへの相互理解と共生
意識の醸成を促進します。（秘書課、人権・男
女共同参画課）
◎外国人の日常生活や学校生活などに対す
る支援体制を充実します。（秘書課、学校教育
課）

◎異なる文化や習慣などへの相互理解と共生
意識の醸成を促進します。（観光振興課、人
権・男女共同参画課）
◎外国人の日常生活や学校生活などに対する
支援体制を充実します。（観光振興課、学校教
育課）

●（設定なし）
○外国の文化や習慣を理解しよ
うと努めている

変更なし
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     第五次長野市総合計画　図表・主な取組・指標（産業・経済分野） 資料１

目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の意見・企
画課からの提案

⑦「⑤・⑥」に対する担当課の考え
方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意見・
企画課からの提案

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の
考え方（意見）

【作業部会の意見】
・若者、インバウンドで賑
わっている。
・外からの誘客が増加して
いる。
・おもてなしの心がある。
・県を代表する交流都市
・好きな観光地として「長
野市」を挙げている人が多
くいる→ファンが増えてい
る。

【企画課からの提案】
・アフターコロナ/ウィズコ
ロナ時代の新たな観光
・Ｚ世代（1995年から2015
年生まれ）に向けた観光
・ＳＤＧsの視点を取り入れ
た持続可能な観光

【⑧について】
・作業部会の意見につい
ては現行のものに含まれ
ると考えられる。
・Z世代に向けた観光及
びSDGｓの視点を取り入
れた持続可能な観光に
ついては、主な取組に反
映できるか検討する。

【⑧について】
・企画課からの提案され
ているアフターコロナ/
ウィズコロナ時代のコン
ベンション誘致について
は、具体的な取組を検討
し、今後の取組に反映さ
せる。

⑥第３回作業部会等の意見

【作業部会の意見】
・豊かな自然を活かしきれて
いない。
・都市部から近いが、通過し
てしまう。
・若者が楽しめる場所がない
・善光寺、戸隠など歴史・文
化・自然などの観光資源が
ある。
・コロナ禍で経済が落ち込ん
でいる。回復が必要
・ＳＤＧsの視点を取り入れた
持続可能な観光

【企画課からの提案】
・新型コロナウイルス感染症
拡大による影響
・ワーケーションの普及
・先端技術（MaaS等）の活用

・デジタルを活用し
たプロモーションな
のでSNS等と限定し
ない方が良い。

・若い世代に向けた
プロモーションと新
型コロナウイルス感
染症に対応するた
めのプロモーション
は分けた方が良
い。

【⑤について】
・作業部会の意見から、若者
に対する情報発信の強化が
必要であることから、「ICTを
活用した情報発信」の点を追
加する。
・作業部会の新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響の視
点については、重要ではある
が、従来からの課題に含ま
れているため、「主な取組」に
反映するよう検討する。
・企画課からの提案のワー
ケーションの普及やMaaS等
の活用については、具体的
な事項であるため、主な取組
に反映できるか検討する。
・Z世代に向けた観光及び
SDGｓの視点を取り入れた持
続可能な観光については、
主な取組に反映できるか検
討する。

【⑥について】
作業部会の意見を取り入れ
修正

【作業部会の意見】
・コロナ禍で経済が落ち込ん
でいる。回復が必要

【企画課からの提案】
・アフターコロナ/ウィズコロ
ナ時代の新たな観光

新型コロナウイルス
の影響によらない課
題がない。もともと
の課題に対して、新
型コロナウイルスの
影響が追加される
のではないか

【⑤について】
・作業部会の意見を反映させ
る。

【作業部会の意見】
・コロナ禍で経済が落ち込ん
でいる。回復が必要

【企画課からの提案】
・アフターコロナ/ウィズコロ
ナ時代の新たな観光

・本市の強みとは具
体的に何か。これが
課題であれば目指
す状態を変える必
要があるのではな
いか。
距離の近さだけで
はないので、現況を
詳しく書いた上で、
より近いエリアとも
差別化しないといけ
ないのでそれを踏ま
えて目指す状態を
修正する必要があ
る。

【⑤について】
・作業部会の意見、企画課か
らの意見にある新型コロナの
感染拡大による影響や経済
に落ち込みについては、大き
な課題であるため反映させ
る。

【⑥について】
作業部会の意見を取り入れ
修正

【作業部会の意見】
・若者、インバウンドで賑
わっている。
・外からの誘客が増加して
いる。
・おもてなしの心がある。

【企画課からの提案】
・アフターコロナ/ウィズコ
ロナ時代の新たな観光
・ＳＤＧsの視点を取り入れ
た持続可能な観光

6

産
業
・
経
済

1

魅
力
を
活
か
し
た
観
光
の
振
興

2

3

コンベ
ンション
の誘致
推進

開催地決定に関するハードルが比較的
低い中小コンベンションに的を絞った誘
致活動や、デジタルサイネージ等を活
用した開催告知などの支援によりコン
ベンション参加者数は高水準で推移し
ていましたが、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大により多くの開催が中止
となったことで参加者数が減少していま
す。今後は、主催者や各観光協会等と
の連携を強化しながら、多様なコンベン
ションの誘致を図る必要があります。

多様なコンベンショ
ンが開催され、参
加者でにぎわって
いる。

■誘致・支援し
たコンベンション
の開催件数と参
加者数
（観光振興課）

変更なし

変更なし 【⑧について】
企画課から提案のアフ
ターコロナ時代の新たな
観光について、具体的な
取組を検討し、今後の取
組に反映させる。

【作業部会の意見】
・外からの誘客が増加して
いる。
・おもてなしの心がある。

【企画課からの提案】
・アフターコロナ/ウィズコ
ロナ時代のコンベンション
誘致
・MICE
企業等の会議（Meeting）、
企業等の行う報奨・研修
旅行（IncentiveTravel）、
国際機関・団体・学会等が
行う国際会議
（Convention）、展示会・見
本市、イベント
（Exhibition/Event）の頭文
字であり、多くの集客交流
が見込まれるビジネスイ
ベントの総称

インバ
ウンド
の推進

継続的な誘客プロモーションの効果に
より、市内外国人宿泊者数の増加傾向
が継続していましたが、新型コロナウイ
ルス感染症の世界的な拡大により、外
国人観光客の激減が予想されます。今
後は、ターゲット国に対する効果的な誘
客活動を継続的に行うとともに、外国人
観光客にとって安心な旅先として選ん
でいただけるよう、更なるプロモーショ
ンの推進が必要です。

外国人観光客の誘
客に向けた効果的
な情報発信を行う
とともに、充実した
受入環境の下で外
国人観光客が快適
に滞在している。

■外国人宿泊者
数
（観光振興課）

一人あたりの観光消費額が目標値を下
回っており、観光入込客数も減少傾向
であるため、魅力的な観光コンテンツの
構築やICTを活用した効果的・継続的な
情報発信を行うとともに、本市の有する
ハブ機能を活用した広域的な観光を展
開する必要があります。

豊富な観光資源を
活かし、観光客で
にぎわい観光消費
額が増加している。

■観光地入込客
数と観光消費額
（観光振興課）

変更なし

1

豊富な
観光資
源等を
活かし
た観光
交流促
進

２　図表

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・下
線で記載

３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

⑨第３回作業部会の意見分野 政策 施策 ①現況と課題（修正案）
③図表
（前期基本計画）

分野・政策・施策 １　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点）
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6

産
業
・
経
済

1

魅
力
を
活
か
し
た
観
光
の
振
興

2

3

コンベ
ンション
の誘致
推進

インバ
ウンド
の推進

1

豊富な
観光資
源等を
活かし
た観光
交流促
進

分野 政策 施策

分野・政策・施策

　　　⑪主な取組　（前期基本計画）
　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

　　⑮統計指標　（前期基本計画） ⑯統計指標（変更後）

●コンサートやスポーツ
大会などのイベントの開
催により、にぎわいが生
まれている

○（設定なし）

変更なし

◎様々な分野と連携することにより、長野市ならで
はの魅力的な観光コンテンツの開発を推進しま
す。（観光振興課、商工労働課、農業政策課、文化
芸術課、スポーツ課、地域活動支援課、環境政策
課、文化財課）（６－２－２関連）
◎善光寺、戸隠や松代等を起点とした市内を周遊
する仕組みづくりを推進します。（観光振興課）
◎効果的に情報を発信するとともに、観光客の受
入環境整備を推進します。（観光振興課、都市政
策課）
◎地域の観光資源を磨き上げるとともに、観光の
担い手となる人材の育成を支援します。（観光振興
課）
◎長野駅のハブ機能を活かし、多様な魅力を有す
る市町村との広域観光連携を推進します。(観光振
興課)

修正なし

●コンベンションの参加者数
（内容：ながの観光コンベンション
ビューローが誘致・支援したコン
ベンションへの参加者数）

変更なし

観光振興課

◎国内外のコンベンション、文化芸術イベントやス
ポーツ大会等を積極的に誘致し、円滑な開催を支
援します。(観光振興課、文化芸術課、スポーツ課)
（５－４－２関連)
◎フィルムコミッションに積極的に取り組みます。
(観光振興課)

修正なし

◎多様性に配慮したインバウンドのプロモーション
を推進します。（観光振興課）
◎外国人観光客を円滑に受け入れることができる
環境を整備します。（観光振興課、都市政策課）
◎インバウンドに対応できる人材の育成を支援し
ます。（観光振興課）

修正なし 変更なし

観光振興課

●〔再掲：長野市は、魅
力的な観光都市である〕

○困っている外国人観光
客を見かけた時、なるべ
く手助けするよう心がけ
ている

変更なし ●市内外国人宿泊者数（年）
（内容：観光庁「宿泊旅行統計調
査」に基づく外国人の市内宿泊者
数の推計）

●長野市は、魅力的な観
光都市である

○知人や友人などに地
域の魅力を伝えている

変更なし ●市内観光宿泊者数（年）
(内容：観光庁「宿泊旅行統計調
査」に基づく市内宿泊者数の推
計）

●観光消費額
（内容：一人当たりの観光消費額
の推計）

●観光入込客数
（内容：市内の主な観光地（11箇
所）への入込客数の総計）

変更なし

観光振興課

統計指標

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載 担当課⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で
記載

 主な取組

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載力）

アンケート指標

●　環境や体制に関する評価、○　回答者自身の実践状況

⑫主な取組（修正後） ⑭アンケート指標（変更後）
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目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の意見・企
画課からの提案

⑦「⑤・⑥」に対する担当課の考え
方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意見・
企画課からの提案

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の
考え方（意見）

⑥第３回作業部会等の意見

２　図表

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・下
線で記載

３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

⑨第３回作業部会の意見分野 政策 施策 ①現況と課題（修正案）
③図表
（前期基本計画）

分野・政策・施策 １　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点）

【企画課からの提案】
・森林環境譲与税の活用

【作業部会の意見】
・新規就農がしやすい
・若者の新規就農者の増
加
・農業従事者の増加

【⑧について】
⑦作業部会の意見につ
いては、下記取組を行っ
ているため、主な取組に
反映するよう検討する。

・首都圏での新規就農相
談会等でＰＲし、新規就
農につなげる。
・農業研修センターを活
用して、定年帰農者や企
業など新たな担い手の育
成に取り組む。
・各地区の人・農地プラン
に沿って、中心的な担い
手への集約を図り、農地
の有効利用に取り組む。

【作業部会の意見】
・農産物のブランド化
・農業所得の増加
・地消地産、地域自給
・田園風景、農村環境の
保全

【⑧について】
⑦作業部会の意見につ
いては、下記取組を行っ
ているため、主な取組に
反映するよう検討する。

・農産物のブランド化や
農業所得の増加を目指し
て、スマート農業の実証
事業を検討している。
・有機ＪＡＳ認証取得の補
助制度を設けている。

2

地域の
特性を
活かし
た生産
振興と
販売力
強化の
促進

●輸入農産物の増加や国内他産地と
の競合や農業従事者の高齢化や後継
者不足等により、各種農産物の生産環
境は厳しい状況にあります。本市のり
んご、もも、ぶどうなどの果実は、市場
での評価が高いことから、果樹栽培に
おける新品種や新技術の導入を促すと
ともに、スマート農業の取組みを進め、
さらに、自然災害や野生鳥獣による被
害への対策を支援するとともに、国内
外への販路拡大や、加工品開発等によ
り付加価値を高める必要があります。

●都市部の住民の農業への関心が高
まっているため、都市と農村のつながり
の場を提供することで、農業や農村へ
の理解を促進し、また、地産地消を推
進する中から消費の拡大へつなげてい
く必要があります。

りんご、もも、ぶどう
などの高品質で安
全・安心なおいしい
農産物が生産さ
れ、高い評価を得
ている。

■りんごの栽培
面積と新わい化
の割合
（農業政策課）
■ぶどうの栽培
面積と新品種
（農業政策課）

変更なし 【⑤について】
作業部会の意見及び企画課
の提案については、下記取
組を行っているため、主な取
組に反映するよう検討する。

・令和元年東日本台風災害
からの復旧については、国
の交付金を活用し農業用機
械や施設（農機具格納庫等）
の修繕・再取得を支援してい
る。
・スマート農業については、
長期戦略2040の農業分野の
プロジェクトの中で事業化を
検討している。

【作業部会の意見】
・豊かな自然を活用できてい
ない。

【企画課からの提案】
・森林環境贈与税の活用
・バイオマス利活用の推進
・林業の担い手の確保、育成
・森林教育の充実
・先端技術を活用したスマー
ト林業

「森林境界不明や
相続未登記の山林
の増加」から「森林
整備を進めること」
に繋がらない。

【⑤について】
作業部会・企画課からの意
見を反映させる。

【作業部会の意見】
・果樹の市場価値向上によ
る栽培数の増加、新規就農
者の増加
・スマート農業は手段であっ
て目的ではない（所得向上
や若手新規就農者の増加が
目的）

【企画課からの提案】
・令和元年東日本台風災害
からの復旧・復興
・6次産業化（経営の多角化
により、所得向上を目指す）

【⑧について】
・森林環境譲与税の活用
については、「主な取組」
に反映できるか検討す
る。

3

森林の
保全と
資源の
活用促
進

小規模分散所有や木材価格の低迷、
森林所有者の高齢化、若者の都市部
への流出等により森林整備への意欲
が低下するとともに、境界不明や未相
続による所有者不明地が多く、これら
が支障となり森林整備は捗っていない
状況です。
　今後は、新たな森林管理システムで
ある森林経営管理制度を活用して、木
材の生産や水源涵養・防災減災等森
林の持つ公益的機能の充実を図るほ
か、林業の担い手の確保・育成や次世
代を担う若者への森林教育による意識
付け、バイオマス等森林資源の有効活
用を図っていく必要があります。

森林が守り育てら
れ、森林資源が有
効に活用されてい
る。

■森林の林齢構
成（森林農地整
備課）

■森林の所有形態（森林率と民
有林・国有林区分及び民有林の
所有形態）（森林農地整備課）

※変更理由
修正後の現況と課題に合わせる
内容に変更

農家一戸当たりの耕作面積が小さく、
耕地が分散していることに加え、後継
者不足により農業従事者が減少してい
るため、農地の集約化と多様な担い手
の確保などにより、生産性を高める必
要があります。

農地が有効に利用
され、専業農家の
ほか多様な担い手
が農業に取り組ん
でいる。

■年齢別農業従
事者数　（企画
課「農林業セン
サス」）
■認定農業者数
と給付金等の給
付を受けた新規
就農者数　（農
業政策課）
■農地の利用権
設定面積　（農
業政策課）

■年齢別農業従事者数　（企画
課「農林業センサス」）

■認定農業者数と認定新規就
農者数（農業政策課）※積み上
げでグラフ化

■農地の利用権設定面積　（農
業政策課）

【作業部会の意見】
・Iターンでの新規就農のフォ
ローが弱い（住む場所、畑、
コミュニティ）
・開発の機運が高い（農地→
宅地化）
・使われない農地、未耕作地
がある
・農地の放棄地が目立つ
・耕地が他県に比べて小さい
・田園風景が残っている。
・果樹や米、麦など、何でも
栽培できる

【企画課からの提案】
・アフターコロナ/ウィズコロ
ナ時代の新たな観光

【⑤について】
作業部会の意見及び企画課
の提案については、下記取
組を行っているため、主な取
組に反映するよう検討する。

・県などの関係機関と連携し
新規就農者の営農上の相談
に答えるサポート体制を整え
ている。
・人・農地プランの実質化に
取り組んでいる。
・農業公社では被災農地の
貸借のマッチングを進めてい
る。

6

産
業
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済

2
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多様な
担い手
づくりと
農地の
有効利
用の推
進
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分野 政策 施策

分野・政策・施策

2

地域の
特性を
活かし
た生産
振興と
販売力
強化の
促進

3

森林の
保全と
資源の
活用促
進

6
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多様な
担い手
づくりと
農地の
有効利
用の推
進

　　　⑪主な取組　（前期基本計画）
　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

　　⑮統計指標　（前期基本計画） ⑯統計指標（変更後）

統計指標

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載 担当課⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で
記載

 主な取組

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載力）

アンケート指標

●　環境や体制に関する評価、○　回答者自身の実践状況

⑫主な取組（修正後） ⑭アンケート指標（変更後）

●森林が整備されている
地域である

○（設定なし）

森林農地整備課

変更なし ●木材生産量
（内容：国・県への木材生産補助
申請実績）

木材伐採量
(内容：国・県・市への森
林整備補助申請実績、伐
採及び伐採後の造林の
届出書）

◎森林が持つ公益的機能を維持・増進するための
森林整備を促進します。(森林整備課)
（４－１－１関連)
◎木材の利用を促進するとともに、未利用木材の
木質バイオマス利用による需要拡大を推進しま
す。(森林整備課、環境政策課)（３－１－１関連)
◎森林や林業を身近に感じることができる環境づく
りを推進するとともに、森林の果たす役割や重要
性に対する意識を高めます。(農業土木課、環境政
策課)

◎森林が持つ公益的機能を維持・増進す
るための森林整備を促進します。(森林農
地整備課)
（４－１－１関連)
◎木材の利用を促進するとともに、未利
用木材の木質バイオマス利用による需要
拡大を推進します。(森林農地整備課、環
境保全温暖化対策課)（３－１－１関連)
◎森林や林業を身近に感じることができる
環境づくりを推進するとともに、森林の果
たす役割や重要性に対する意識を高めま
す。(森林農地整備課、環境保全温暖化対
策課)

◎中心的な担い手となる認定農業者＊などを育成
します。（農業政策課）
◎定年帰農者や農業参入企業など、新たな担い
手の確保に取り組みます。（農業政策課、農業委
員会）
◎農業者を支える団体の活動を支援します。（農
業政策課）
◎優良農地を確保するとともに、農地の有効利用
を促進します。（農業政策課、農業委員会）
◎農業生産基盤を整備し、農業用施設を適切に維
持・管理します。（農業土木課、農業政策課）

農業政策課

◎果樹等の主要農畜産物の生産を振興します。
（農業政策課）
◎中山間地域の特性を活かした生産を振興しま
す。（農業政策課）
◎安全・安心な農産物づくりを促進します。（農業
政策課）
◎自然災害や野生鳥獣による農作物被害への対
策を推進するとともに、ジビエ*肉を新たな地域資
源として活用します。（農業政策課、いのしか対策
課）
◎農産物の販売力を強化するとともに、商工業や
観光など他産業との連携を促進します。（農業政
策課、商工労働課、観光振興課）（６－１－１、６－
３－３関連）
◎農業・農村に対する理解を促進します。（農業政
策課）

◎果樹の新技術・新品種の導入やスマー
ト農業の導入を推進し、主要農畜産物の
生産を振興します。（農業政策課）
◎中山間地域の特性を活かした生産を振
興します。（農業政策課）
◎安全・安心な農産物づくりを促進しま
す。（農業政策課）
◎自然災害や野生鳥獣による農作物被
害への対策を推進するとともに、ジビエ肉
を新たな地域資源として活用します。（農
業政策課、いのしか対策課）
◎農産物の販売力を強化するとともに、
商工業や観光など他産業との連携を促進
するほか、農福連携に取り組みます。（農
業政策課、商工労働課、観光振興課、障
害福祉課）（６－１－１、６－３－３関連、２
－３－１関連）
◎農業・農村に対する理解を促進します。
（農業政策課）

●りんご、もも、ぶどうな
どの、おいしい農産物が
生産されている地域であ
る。

○地元産の農産物を意
識的に買うように心がけ
ている

●りんご、もも、ぶどうなど
の、おいしい農産物が生産
されている地域である。

○地元産の農産物を買うよ
うに心がけている。

●果樹の新品種・新技術導入に
よる栽培面積
（内容：りんご新わい化、ぶどう新
品種の栽培面積推計値）

●果樹農業生産額
（内容：りんご、もも、ぶどう等の
果樹生産額の推計値）

●果樹の新品種・新技術
導入による栽培面積
（内容：りんご新わい化、
ぶどう新品種の栽培面積
推計値）

●市の農業生産額
（内容：市内で生産される
農作物の生産額推計値
の令和３年度から５年間
の累計）

◎中心的な担い手となる認定農業者など
を育成します。（農業政策課）
◎新規就農者、定年帰農者や農業参入
企業など、多様な担い手の確保に取り組
みます。（農業政策課、農業委員会）
◎農業者を支える団体の活動を支援しま
す。（農業政策課）
◎優良農地を確保するとともに、各地区
の人・農地プランに沿って中心的な担い手
への集約を推進します。（農業政策課、農
業委員会）
◎農業生産基盤を整備し、農業用施設を
適切に維持・管理します。（農業土木課、
農業政策課）

●野菜や果物づくりをし
ている人が増えている

○野菜や果物づくりなど
を楽しんでいる

●高齢者や女性がいきいき
と農業に従事し、最近では
若者が農業をする姿も見受
けられる。

○野菜や果物づくりなどを
楽しんでいる

●新規就農者数
（内容：給付金等受給者または農
家創設数の平成29年度からの５
年間の累計
（現状値は給付金等受給者の
み））

●農地の利用権設定面積
（内容：長野県農地情報管理セン
ター登録面積）

●地域の中心経営体数
（内容：各年度末時点で
人・農地プランに掲載され
ている者の数）

●農地の利用権設定面
積
（内容：長野県農地情報
管理センター登録面積）

農業政策課
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目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の意見・企
画課からの提案

⑦「⑤・⑥」に対する担当課の考え
方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意見・
企画課からの提案

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の
考え方（意見）

⑥第３回作業部会等の意見

２　図表

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・下
線で記載

３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

⑨第３回作業部会の意見分野 政策 施策 ①現況と課題（修正案）
③図表
（前期基本計画）

分野・政策・施策 １　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点）

【⑤について】
・作業部会の「若者との連
携」「高校・大学の立地」につ
いては、現況と課題に反映
・作業部会の「学生の流出」
については、6-4-1「就労の
促進と多様な働き方の支援」
で対応
・企画課のSDGs視点を反映

【作業部会の意見】
・県外からお金が入ってく
る（県外で稼ぐ）
・信大、高専、県立大学生
の地元就職
・長野の中で買い物が完
結する。

【企画課からの提案】
・SDGs視点による社会・
環境に配慮した持続可能
な経済成長

【⑧について】
・作業部会の「県外で稼
ぐ」はその旨が現行のも
のに含まれているため、
変更不要と考える。
・作業部会の「地元就職」
については、6-4-1「就労
の促進と多様な働き方の
支援」で対応
・作業部会の「長野の中
で買い物が完結する」は
6-3-2「地域の特性が光
る商工業の推進」で対応
・企画課のSDGs視点は
目指す状態に反映

【⑤について】
・作業部会の「高校・大学の
立地」は6-3-1「商工業の強
化と環境整備の促進」で対応
・作業部会の「あらゆる産業
の集積」「自然豊かでIT関係
の若者が集う」「一定規模の
産業集積」を反映
・企画課のSDGsの視点は現
況と課題に反映

【作業部会の意見】
・中心市街地やその周辺に
高校や大学が立地
・あらゆる分野の産業が集積
している。
・自然豊かでIT関係の若者
が集う。
・企業ごと個々で取り組みを
行っている。
・若者（学生）が大人と連携
する仕組みづくり（モノづくり
など）

分かりやすく具体的
にどういうところを強
みと思っているのか
を明記する必要が
ある　なぜ「オープ
ンイノベーション」や
企業誘致、起業家
育成が必要か具体
的に検討した方が
良い。

【⑤について】
・作業部会の各意見につい
ては、現況と課題に反映

【⑥について】
作業部会の意見を取り入れ
修正

【作業部会の意見】
・中心市街地やその周辺に
高校や大学が立地
・あらゆる分野の産業が集積
している。
・自然豊かでIT関係の若者
が集う。
・一定規模の産業が集積し
ている。

【企画課からの提案】
・SDGs視点による社会・環境
に配慮した持続可能な経済
成長

【⑧について】
・作業部会の「ICT産業の
集積増」は、6-3-3「新た
な活力につながる産業の
創造」で対応
・企画課のSDGsは、その
旨が現行のものに含まれ
ているため、変更不要と
考える。

【⑧について】
・作業部会の「サポート体
制」は、具体的な事項で
あるため、目指す状態で
はなく、主な取組に反映
できるか検討する。
・作業部会の「起業しや
すい」「学生の起業支
援」、企画課からの提案
は、目指す状態に反映

【作業部会の意見】
・若者（学生）が大人と連携
する仕組みづくり（モノづくり
など）
・中心市街地やその周辺に
高校や大学が立地
・市内で学んだ学生が流出し
てしまう

【企画課からの提案】
・SDGs視点による社会・環境
に配慮した持続可能な経済
成長

3

新たな
活力に
つなが
る産業
の創出

消費者ニーズの変化や人口減少によ
る市場の縮小が続く中、持続可能な経
済成長のためには新たな力が必要で
す。産学官金の連携によるオープンイノ
ベーションの推進や、起業家育成、企
業誘致等により、新たな産業の創出に
つなげていく必要があります。

自然の循環と経済
の発展を両立させ
る、長野らしい産業
の創造に向けた、
オープンイノベー
ションや起業・創業
などの動きが始
まっている。

■大学などと共
同で新技術・新
製品の開発を行
う件数（H17 年
度からの累計）
（商工労働課）

変更なし

■事業所数と年間商品販売額
（小売業）　（企画課「経済センサ
ス」「商業統計調査」）　（6-3-1再
掲）

■工業事業所数と製造品出荷
額
（企画課「経済センサス」「工業
統計調査」）　（6-3-1再掲）

（順番入替）

【作業部会の意見】
・新しいことや困ったことを
サポートできる体制整備
・起業しやすい
・学生の起業支援

【企画課からの提案】
・長期戦略2040ビジョン
「自然の循環と経済の発
展を両立させる、長野らし
い、世界に誇る「産業」創
造」の視点

6

産
業
・
経
済

3

特
色
を
活
か
し
た
商
工
業
の
振
興

1

商工業
の強化
と環境
整備の
促進

【作業部会の意見】
・ICT産業の集積増

【企画課からの提案】
・SDGs視点による社会・
環境に配慮した持続可能
な経済成長

2

地域の
特性が
光る商
工業の
促進

本市は、県内最大の商圏人口を有する
とともに、幅広い産業がバランスよく集
積しています。特に、情報通信業につ
いては、従業者数が中核市平均の約２
倍となっていることから本市を特徴づけ
る産業となっています。また、首都圏へ
の近接性が高いことに加え、豊富な自
然環境に恵まれていることから、各地
域における特色を活かし、生産性や付
加価値の向上を図ることで、地域の特
性に応じた商工業の形成を推進する必
要があります。

中心市街地、中山
間地域などの地域
ごとにある様々な
特性を活かし、商
工業に活気があ
り、まちがにぎわう
とともに、本市の特
長を生かした新製
品・新技術が開発
され、企業活動が
活性化している。

■工業事業所数
と製造品出荷額
（企画課「経済セ
ンサス」「工業統
計調査」）　（6-
3-1再掲）
■事業所数と年
間商品販売額
（小売業）　（企
画課「経済セン
サス」「商業統計
調査」）　（6-3-1
再掲）

商業・工業とも事業所数は減少してい
ますが、販売額や出荷額は増加傾向に
あります。一方、令和元年東日本台風
災害や新型コロナウイルス感染症の感
染拡大は、本市経済に大きな影響を与
えています。また、インターネットによる
買い物の拡大やライフスタイルの多様
化に伴い、消費者ニーズが変化してい
ます。このような経済環境や社会環境
の変化に対応し、地域活力の源となる
地域の商工業の持続可能な成長のた
め、商工団体や大学等高等教育機関
などの関係機関との連携を強化し、経
営力・販売力・技術力の向上を図る必
要があります。

持続可能で足腰の
強い工業生産や商
業活動が展開さ
れ、地域外からの
利益が取り込まれ
ている。

■工業事業所数
と製造品出荷額
（企画課「経済セ
ンサス」「工業統
計調査」）
■事業所数と年
間商品販売額
（小売業）　（企
画課「経済セン
サス」「商業統計
調査」）

■事業所数と年間商品販売額
（小売業）　（企画課「経済センサ
ス」「商業統計調査」）

■工業事業所数と製造品出荷
額
（企画課「経済センサス」「工業
統計調査」）

（順番入替）
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分野 政策 施策

分野・政策・施策

3

新たな
活力に
つなが
る産業
の創出

6
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業
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済
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を
活
か
し
た
商
工
業
の
振
興

1

商工業
の強化
と環境
整備の
促進

2

地域の
特性が
光る商
工業の
促進

　　　⑪主な取組　（前期基本計画）
　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

　　⑮統計指標　（前期基本計画） ⑯統計指標（変更後）

統計指標

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載 担当課⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で
記載

 主な取組

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載力）

アンケート指標

●　環境や体制に関する評価、○　回答者自身の実践状況

⑫主な取組（修正後） ⑭アンケート指標（変更後）

変更なし

●新たな雇用が生まれ
ている

○（設定なし）

●新しいお店や会社を興そ
うとする人が増えてきている

〇（設定なし）

●新技術・新製品開発件数
（内容：長野市ものづくり研究開
発事業の選定を経て、大学などと
共同開発を行う事業件数（Ｈ17年
度からの累計））

変更なし

商工労働課

●〔再掲：活力のある企
業が多い地域である〕
●〔再掲：市内に個性的
で魅力的なお店が増えて
いる〕

○〔再掲：地元のお店で
買い物をするように心が
けている〕

●〔再掲：市内に個性的で
魅力的なお店が増えてい
る〕
●〔再掲：活力のある企業
が多い地域である〕

○〔再掲：地元のお店で買い
物をするように心がけてい
る〕

（順番入替）

●製造品出荷額等（年）（再掲：６
－３－１）
（内容：経済センサスまたは工業
統計調査による従業者４人以上
の事業所の出荷額）

●商品販売額（小売業）（年）（再
掲：６－３－１）
（内容：経済センサスまたは商業
統計調査による小売業の販売
額）

◎魅力を高める商店街の環境整備を支援
します。(商工労働課)
◎事業継続に繋がる人材育成などの取組
を支援します。(商工労働課)
◎長野市ものづくり支援センターの活用な
どにより、経営力を強化する取組を支援し
ます。(商工労働課)
◎制度資金や融資あっ旋等により、中小
企業の経営基盤の安定と強化に取り組み
ます。(商工労働課)
◎商工団体等の活動を支援します。(商工
労働課)

◎集客やにぎわいの創出などにつながる取組を支
援します。(商工労働課)
◎意欲ある起業・創業者を育成します。(商工労働
課)
◎特色あるものづくり産業とＩＣＴ産業の集積を促進
します。(商工労働課)
◎農商工連携等による新産業の創出や販路開拓
への取組を支援します。(商工労働課、農業政策
課)（６－２－２関連）
◎事務所の移転など企業誘致を推進します。(商
工労働課、東京事務所)

◎集客やにぎわいの創出などにつながる
取組を支援します。(商工労働課)
◎起業・創業者を育成します。(商工労働
課)
◎特色あるものづくり産業とＩＣＴ産業の集
積を促進します。(商工労働課)
◎農業を始めとする様々な分野との連携
による新産業の創出や販路開拓への取
組を支援します。(商工労働課、農業政策
課)（６－２－２関連）
◎事務所の移転など企業誘致を推進しま
す。(商工労働課、秘書課東京事務所)

◎多様な地域の特性に応じた商業環境の形成を
推進します。 (商工労働課)
◎中心市街地を中心に、空き店舗、空き家等を活
用した出店を支援します。(商工労働課)
◎特色を活かした物産品のブランド化や製品づくり
を促進します。(商工労働課)
◎地域経済への波及効果が高いものづくり産業や
ＩＣＴ産業の振興を支援します。(商工労働課)

◎多様な地域の特性に応じた商業環境の
形成を推進します。 (商工労働課)
◎中心市街地を中心に、空き店舗、空き
家等を活用した出店を支援します。(商工
労働課)
◎信州ブランドを生かした特色ある物産
品等の販売を促進します。(商工労働課)
◎地域経済への波及効果が高いものづく
り産業やＩＣＴ産業の振興を支援します。
(商工労働課)

●活力のある企業が多
い地域である
●市内に個性的で魅力
的なお店が増えている

○地元のお店で買い物
をするように心がけてい
る

●市内に個性的で魅力的な
お店が増えている
●活力のある企業が多い地
域である

○地元のお店で買い物をす
るように心がけている

（順番入替）

●製造品出荷額等（年）
（内容：経済センサスまたは工業
統計調査による従業者４人以上
の事業所の出荷額

●商品販売額（小売業）（年）
（内容：経済センサスまたは商業
統計調査による小売業の販売
額）

変更なし

商工労働課

◎魅力を高める商店街の環境整備を支援します。
(商工労働課)
◎人材を育成する取組を支援します。(商工労働
課)
◎長野市ものづくり支援センターの活用などによ
り、経営力を強化する取組を支援します。(商工労
働課)
◎制度資金や融資あっ旋等により、中小企業の経
営基盤の安定と強化に取り組みます。(商工労働
課)
◎商工団体等の活動を支援します。(商工労働課)

商工労働課
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目指す状態（修正案） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の意見・企
画課からの提案

⑦「⑤・⑥」に対する担当課の考え
方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意見・
企画課からの提案

⑩「⑧・⑨」に対する担当課の
考え方（意見）

⑥第３回作業部会等の意見

２　図表

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・下
線で記載

３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

⑨第３回作業部会の意見分野 政策 施策 ①現況と課題（修正案）
③図表
（前期基本計画）

分野・政策・施策 １　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点）

【作業部会の意見】
・地域の人事部づくり（人
材獲得・交流育成）
・就労に困らないまち
・若者が出ていかなくても
すむまち
・他県から就労に来る若
者が多いまち
・長野に住んで、東京で仕
事をする人が増える。
・市外に出た学生の大半
が長野に帰ってきて就職
する。
・副業・兼業がしやすい環
境

【企画課からの提案】
・テレワーク、ワーケーショ
ン等の多様な働き方の推
進

【作業部会の意見】
・自然環境が豊か
・テレワークに対応できる通
信環境が整っている。

【企画課からの提案】
・新型コロナウイルス感染症
拡大による影響
・テレワーク、ワーケーション
の普及

就労の
促進と
多様な
働き方
の支援

●専門・技術的職業などの職種に関し
ては人手不足の状態であることから、こ
れらの人材育成を促進し、雇用とのマッ
チングにつなげる必要があります。

●市内の高校生・高等専門学校生等
の約６割が市外での就職を希望してい
ることから、市内での就職に向けて事
業所の特長や求人情報を周知する必
要があります。

●市外の大学等に進学した学生のうち
Ｕターン就職者は約４割にとどまってい
ることから、市内企業等との出会いの
場の創出や、暮らし方の魅力も含めて
市内企業等への就職に向けた情報発
信をする必要があります。

●高齢者や子育て世代などのニーズに
応じた多様な就労形態が求められてお
り、ハローワークなどの関係機関と連携
し、様々な人が就労できる環境づくりを
進める必要があります。

企業の特徴や求人
に関する情報が容
易に入手でき、働き
方改革が推進され
るなど多様な働き
方が可能になるこ
とで、就労が促進さ
れるとともに、様々
な人が就労しやす
い環境が整備され
ている。

■技術職・専門
職に関する求人
倍率
（商工労働課）
■就職について
の高校生・高等
専門学校生等の
意識
（人口増推進課
「人口分析基礎
調査」）

■技術職・専門職に関する求人
倍率
（商工労働課）

■就職についての高校生・高等
専門学校生等の意識
（人口増推進課「人口分析基礎
調査」）

■県内出身学生のＵターン就職
率
（商工労働課「Ｕターン就職状況
等に関する調査（長野県産業労
働部））

【⑧について】
・作業部会の意見のうち
「就労に関すること」は、
その旨が現行のものに含
まれているため、変更不
要と考える。「多様な働き
方」に関することは、意見
を反映する。

・企画課からの提案は、
具体的な事項であるた
め、主な取組に反映でき
るか検討する。

【作業部会の意見】
・若者が働きたい場が確保さ
れているか
・若者にとって働く場所がな
い。
・就業の場での女性が十分
に登用されているか
・高等教育、専門教育が生
かせる企業が少ない（シンク
タンク、研究機関、音楽、ア
ミューズメントetc）
・就労の選択肢が少ない。
・東京からの距離が近い。
・自然環境が豊か
・テレワークに対応できる通
信環境が整っている。

【企画課からの提案】
・新型コロナウイルス感染症
拡大による影響
・テレワーク、ワーケーション
の普及

【⑤について】
・作業部会の意見のうち「働く
場所がない、就労の選択肢
が少ない」などについては、
周知が不足していることが課
題であると認識し、その旨を
課題に含めている。
「女性の登用やテレワーク」
などについては、ワークライ
フバランス向上のための課
題であると認識し、その旨課
題に含めている。
「東京からの距離の近さ、豊
かな自然環境」など暮らしの
魅力については、市内での
就労のきっかけになるもので
あることから、意見を反映す
る。

・企画課からの提案は、具体
的な事項が含まれているた
め、現況と課題ではなく、主
な取組に反映できるか検討
する。

6

産
業
・
経
済

4

安
定
し
た
就
労
の
促
進

1

2
勤労者
福祉の
推進

企業等の福利厚生事業が減少・廃止さ
れるなど勤労者の労働環境は厳しい状
況であるため、福利厚生施設や人材育
成・研修機関を持たない中小企業等で
働く勤労者が、いきいきと働くことができ
る環境を整える必要があります。

中小企業の福利厚
生や研修の機会が
確保され、勤労者
がいきいきと働いて
いる。

■力を入れるべ
き施策として「安
定した雇用の確
保」を選んだ市
民の割合
(広報広聴課「ま
ちづくりアンケー
ト」）

■力を入れるべき施策として「勤
労者の労働環境の整備」を選ん
だ市民の割合
(広報広聴課「まちづくりアンケー
ト」H29～）

【⑤について】
・作業部会の意見のうち「自
然環境が豊か」については、
現況というよりも活用できる
資源について触れたもので
あり、「テレワークに対応でき
る通信環境が整っている」に
ついては、就労環境の整備
も含めると業種や業務により
差が大きいことは課題である
が、多様な働き方の支援(6-
4-1で対応)に関するものであ
ることから、本項目に関する
変更は不要と考える。

・企画課からの提案は、具体
的な事項が含まれているた
め、現況と課題ではなく、主
な取組に反映できるか検討
する。

【作業部会の意見】
・新しいことや困ったことを
サポートできる体制整備
・地域の人事部づくり（人
材獲得・交流育成）

【⑧について】
作業部会の意見は、具体
的な事項であるため、主
な取組に反映できるか検
討する。
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分野 政策 施策

分野・政策・施策

就労の
促進と
多様な
働き方
の支援

6

産
業
・
経
済

4

安
定
し
た
就
労
の
促
進

1

2
勤労者
福祉の
推進

　　　⑪主な取組　（前期基本計画）
　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

　　⑮統計指標　（前期基本計画） ⑯統計指標（変更後）

統計指標

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載 担当課⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で
記載

 主な取組

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載力）

アンケート指標

●　環境や体制に関する評価、○　回答者自身の実践状況

⑫主な取組（修正後） ⑭アンケート指標（変更後）

商工労働課

◎福利厚生の機会の提供を支援します。（商工労
働課）
◎勤労者の雇用と生活の安定や福祉増進に向け
た取組を支援します。（商工労働課）

修正なし ●市内に勤める知人や
友人がいきいきと働いて
いる

○（設定なし）

変更なし ●長野市勤労者共済会への加入
者割合
（内容：中小企業勤労者数に占め
る長野市勤労者共済会の会員数
の割合（当該年度の４月末時
点））

変更なし

●就職情報サイト「おしごとなが
の」のセッション数
（内容：インターネット就職情報サ
イト「おしごとながの」のセッション
数）

変更なし

商工労働課

◎地元企業の魅力や仕事に関する情報発信を推
進します。（商工労働課）
◎働くことの動機づけや、地元へ戻るきっかけづく
りとなる地元産業に対する理解を促します。（商工
労働課、学校教育課）
◎多様な働き方が実現できる職場環境の整備を
促進します。（商工労働課）
◎仕事と子育ての両立支援や障害者、シニア世代
の就労確保等を推進します。（商工労働課、こども
政策課、保育・幼稚園課、子育て支援課、人権・男
女共同参画課、障害福祉課、高齢者福祉課）（２－
１－１、２－２－１、２－３－１、２－５－２関連）
◎職業能力の開発などの人材育成を支援するとと
もに、雇用とのマッチングにつながる職業相談に取
り組みます。（商工労働課）

修正なし ●仕事を見つけやすい
環境が整っている

○（設定なし）

変更なし
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第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標（都市整備分野）　(案） 資料１

①現況と課題（修正案） ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑥第３回作業部会の意見
⑦「⑤・⑥」に対する担当課
の考え方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑨第３回作業部会の意見
⑩「⑧・⑨」に対する担当課
の考え方（意見）

■人口集中地区（ＤＩＤ）の面
積と人口密度
（企画課　「国政調査」）

7 1都市整備

いきいきと暮
らせる魅力
あるまちづく
りの推進

変更なし

2
暮らしを支え
る生活機能
の維持

● 生活道路、上下水道や情
報通信網などの生活を支える
都市基盤は、将来的に維持費
の増大が見込まれることか
ら、計画的なメンテナンスの実
施や新技術の導入などによ
り、財政負担の軽減を図りつ
つ、計画的に改修・更新する
必要があります。

● 過疎化が進行する中山間
地域では、日常の生活機能を
維持する公共施設の複合化・
多様化などの取組と併せて道
路防災によるインフラの強靭
化が必要となります。

市民の暮らしを支える都市基
盤や日常生活に必要な機能
が維持されている。

【作業部会の意見】
・芸術館等の施設はできた
が、活かしきれていないので
はないか
・まちなかに公園が増えてい
る
・善光寺周辺区域の趣のある
まち並みの整備が進んでいる

・中心地の空洞化が解消でき
ていない。高齢化社会となり、
逆に都市部に人が集まってく
るのがトレンドになっている
が、かつて郊外へ施設等を集
中させたおかげで、暮らしにく
くなっている。都市政策につい
ての考えを聞きたい。

【⑤について】
・既存施設の周知は本施策で
なく、別分野の施策で検討す
るのが適当と思われる
・公園整備は質の向上に含ま
れる具体的事項であるため、
記載の変更の必要はないと考
える。
・趣のあるまち並みは、本施
策ではなく、「4 地域の特色を
活かした景観の形成」で検討
すべきと考える。

【⑥について】
・指摘のとおりであり、拠点を
中心に住んでもらうことが理
想の形と考えている。都市計
画マスタープラン、立地適正
化計画等にも示しており、周
知していきたい。

【作業部会の意見】
・中山間地のインフラの維持
（道路・防災）
・中山間地のインフラの維持
するためにはコストがかかる

・中山間地域を多く抱える長
野市として、小さな拠点という
考え方が大事である。

【⑤について】
・中山間地は急峻な地形が多
いことから、豪雨や地震によっ
て道路等のインフラが被災し
やすい状況にあるため、防災
面でコストがかかる。

【⑥について】
・前期基本計画においては、
本施策の主な取組の中に記
載されている内容である。

【⑧について】
・景観については、「施策4 地
域の特色を活かした景観の形
成」で検討すべきと考える。

・施設や通信環境等は質の向
上に含まれる具体的な事項の
ため、総合して反映させる。

・Society5.0、居住地の集約に
ついて意見を反映させる。

・交通については、「政策2 拠
点をつなぐネットワークの充
実」の施策で検討すべきと考
える。

【⑧について】
・作業部会の意見は現行のも
のを評価したものとなってお
り、記載の変更は必要ないと
考える。

・企画課の提案は、目指す状
態を実現するための手段につ
いて言及したものであり、主な
取組の中に取り入れることが
可能か検討する。

【⑧について】
・作業部会の「田舎暮らしがで
きる、楽しめる環境が整ってい
る」と「多様な用途で使用で
き、きれいに整備された公園
が多くある」の意見は、「地域
の魅力を活かした住環境」の
例として、目指す状態に反映
する。

・作業部会の「十分な広さが
確保されている歩道がある」
は、「移動しやすい空間」の例
として、目指す状態「だれもが
気軽にまちなかを移動でき」に
含まれていると考える。

・企画課からの提案は、目指
す状態を実現化するための手
段のひとつであり、都市が備
える機能（サービス）と捉え、
「施策１　地域の特性に応じた
都市機能の充実」に含まれる
ものと考える。

【⑤について】
・作業部会の意見を反映させ
る。
・施策の対象が幅広であるた
め、現状と課題を施策の対象
別に再整理する必要がある。

【作業部会の意見】
・門前の空き家の活用、リノ
ベーションが行われている
・住宅団地が一斉に高齢化し
ている
・空き家が増加している
・都会にはない静けさがある

分野・政策・施策
１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点）

２　図表  ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

【作業部会の意見】
・田舎暮らしができる、楽しめ
る環境が整っている（中山間
地）
・十分な広さが確保されている
歩道がある
・多様な用途で使用でき、きれ
いに整備された公園が多くあ
る

【企画課からの提案】
・スマートシティ推進
・Society5.0

【作業部会の意見】
・景観、街路樹の美しいまち
・自宅と職場の往復だけでな
い、サードプレイス（地域、公
園、店）となる場所がある
・まちなかの通信環境が充実
している（Wi-Fi、5G）
・居住地を集約していく必要が
ある

【企画課からの提案】
・スマートシティ推進
・Society5.0
・先端技術を活用したモビリ
ティ（MaaS、グリーンスローモ
ビリティ、自動運転）

【作業部会の意見】
・居住地を集約していく必要が
ある

【企画課からの提案】
・過疎地域などのインフラの維
持などの課題を解決するツー
ルとして、先端技術を活用して
いる

● 居住地域では、暮らしやす
いまちづくりを引き続き推進す
るため、 増加する空き家への
 対応や、だれもが安心して移
動できるユニバーサルデザイ
ンを取り入れた歩道の整備、
公共建築物などのバリアフ
リー化を進める必要がありま
す。

●良質で安全な住宅ストック
を形成し、だれもが安心して
暮らせる住まいを安定的に確
保すると共に、地域の魅力を
活かした住環境づくりを進める
必要があります。

●既存住宅の利活用を促進
すると共に、管理不全の空き
家の増加を抑制する必要があ
ります。

だれもが気軽にまちなかを移
動でき、地域の魅力を活かし
た暮らしやすい住環境が整っ
ている。

■外出の際に困ったり、不便
と感じることについての障害
者（児）の意識
（障害福祉課）

分　　野 政　　策 施　　策

1

地域の特性
に応じた都
市機能の充
実

都市部では、市街地の拡散と
人口密度の低下により、市民
生活へのサービス提供に課題
が生じているため、公共交通
の利便性の高い地域などに
都市機能を集約し、まちづくり
における総合的な災害対策と
連携しながら、市民生活の質
の維持・向上に取り組む必要
があります。

中心市街地や鉄道駅周辺な
ど都市拠点となるべき地域に
おける人口密度が維持され、
市民生活へのサービスの提
供可能な都市機能が集約し、
居心地の良い空間が形成さ
れている。

3

多世代のだ
れもが暮ら
しやすいま
ちづくりの推
進

■法定耐用年数（40年）を超
えた水道管を更新しない場合
の老朽管延長の推計　（水道
整備課）

■ 法定耐用年数 （40年）を超
えた水道管を更新しない場合
の老朽管延長の推計　（水道
整備課）

※耐用年数は通常40年であ
るが、S60年以降に布設した
ポリエチレンスリーブ被覆のダ
クタイル鋳鉄管は80年とする

変更予定あり

→図表の変更内容について
は、検討中

※前期基本計画と同じく、人
口集中地区（ＤＩＤ）の面積と人
口密度（企画課　「国政調
査」）とする可能性もあり

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線
で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの
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第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標（都市整備分野）　(案） 資料１

7 1都市整備

いきいきと暮
らせる魅力
あるまちづく
りの推進

2
暮らしを支え
る生活機能
の維持

分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

1

地域の特性
に応じた都
市機能の充
実

3

多世代のだ
れもが暮ら
しやすいま
ちづくりの推
進

　　　⑪主な取組
　　（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

⑭アンケート指標（変更後）
　　⑮統計指標
　　（前期基本計画）

⑯統計指標（変更後）

変更なし

道路課

令和３年度改定を予定している長野市
立地適正化計画に記載の指標との整
合を図る必要があり、内容を検討中

都市政策課

●中心市街地や鉄道駅（旧松代駅を
含む）周辺は、総合的に見ると買い
物、医療機関、金融機関、福祉施設な
どが集まり、利便性が高い地域である

○（設定なし）

変更なし ●人口密度
(内容：居住誘導区域の人口密度）

●日常生活に必要なインフラが整備さ
れている

○（設定なし）

変更なし ●上水道管路の耐震化率
（内容：上水道管路総延長に占める老
朽管更新などにより耐震化された管路
延長の割合）

◎都市基盤を支える生活道路などを適切に維持・管
理します。（維持課、道路課）（４－１－１関連）

◎健全な事業運営の下、安定して水道水を供給し、
下水道機能を維持します。（上下水道局総務課、水
道整備課、水道維持課、浄水課、下水道整備課、下
水道施設課）（４－１－１関連）

◎地域の情報通信基盤を維持します。（情報政策
課）

◎地域での暮らしを支える「小さな拠点」づくりを推
進します。（都市政策課、地域活動支援課）

◎都市基盤を支える生活道路 などをICTなどの先端
技術を活用することで効率的に 適切に維持・管理し
ます。（維持課、道路課）（４－１－１関連）

◎健全な事業運営の下、安定して水道水を供給 し
するとともに、下水道機能を維持します。（上下水道
局総務課、水道整備課、水道維持課、浄水課、下水
道整備課、下水道施設課）（４－１－１関連）

変更なし

◎地域で の暮らし を支える「小さな拠点」づくりを推
 進します続けるために必要な環境を維持します。
（都市政策課 、地域活動支援課）

◎「都市機能誘導区域」と「居住誘導区域」を設定
し、都市拠点としての機能を高め、集約型のまちづく
りを進めます。（都市政策課、市街地整備課、駅周
辺整備課）

◎都市公園を適正に配置するとともに、災害発生時
に対応できる公園を充実します。（公園緑地課）

修正なし

変更なし

建築指導課

●市内の道路、建物のバリアフリー化
が進んでいる

○（設定なし）

変更なし ●道路施設における歩行空間の整備
（内容）
①1.5ｍ以上の歩道総延長
②点字ブロックの総延長
③歩車道の段差解消箇所数

◎ユニバーサルデザインの導入やバリアフリー化を
進めます。（道路課、建築課、建築指導課、障害福
祉課、交通政策課）（２－３－１関連）

◎空き家に関する相談・指導体制の充実と適正管
理や利活用の支援に取り組みます。（建築指導課、
人口増推進課、住宅課、環境政策課、予防課、地域
活動支援課）

◎市営住宅の適正な配置と多様な利用者ニーズに
応じた改善に取り組みます。（住宅課）

◎緑化を推進するとともに、緑育*活動を促進しま
す。（公園緑地課）

修正なし

担当課

５　主な取組 ６　アンケート指標 ７　統計指標

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●　環境や体制に関する評価、○　回答者自身の実践状況

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載
⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載
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第五次長野市総合計画後期基本計画　図表・主な取組・指標（都市整備分野）　(案） 資料１

①現況と課題（修正案） ②目指す状態（修正案） ③図表（前期基本計画） ④図表（変更後）
⑤第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑥第３回作業部会の意見
⑦「⑤・⑥」に対する担当課
の考え方（意見）

⑧第１・２回作業部会の意
見・企画課からの提案

⑨第３回作業部会の意見
⑩「⑧・⑨」に対する担当課
の考え方（意見）

分野・政策・施策
１　「現況と課題」及び「目指す状態」の修正案
（青字・下線は前期基本計画からの変更点）

２　図表  ３　「現況と課題」について作業部会の意見及び担当課の考え方

分　　野 政　　策 施　　策

④に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線
で記載

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

４　「目指す状態」　作業部会の意見及び担当課の考え方

青字・下線は担当課が「主な取組」で検討すると回答したもの

変更なし

7 都市整備

いきいきと暮
らせる魅力
あるまちづく
りの推進

1 4
地域の特色
を活かした
景観の形成

住民や関係団体などと協働
し、本市の魅力である自然と
調和した景観や歴史的・文化
的な景観を形成するとともに、
これまで継承してきた文化財
を活用した特色あるまちづくり
を更に推進する必要がありま
す。

豊かな自然環境と調和した景
観や、地域固有の歴史・文化
が感じられる景観が形成され
ている。

■長野市の魅力について市
内外居住者の意識
（人口増推進課）
※企画課で人口増推進課に
確認し入力。担当課入力不要

H27年度に実施した「長野市
人口分析基礎調査」（人口増
推進課）から図表を作成した
が、同一条件での調査が継続
して行われていないため、要
検討

公共交通網の人口カバー率
は約85％ですが、モータリ
ゼーションの進展などにより、
生活路線バスの利用者は 長
 期的には減少傾向にあること
から、地域の特性・実情や移
動需要に応じた公共交通網の
整備を行うと共に、利便性向
上のための環境整備や利用
促進により、地域公共交通を
維持・確保することが必要で
す。また、本市の家庭におけ
るＣＯ２排出量に占める自動
車の割合が高いことから、自
家用乗用車に過度に頼らない
交通へ転換する必要がありま
す。

だれもが利用しやすい公共交
通が構築され、多くの人々が
利用している。

2

【作業部会の意見】
・景観、街路樹の美しいまち

【企画課からの提案】
・歴史的・文化的な景観の次
世代への継承

【⑧について】
・作業部会の意見は、その旨
が現行のものに含まれている
ため、記載を変更する必要は
ないと考える。
・企画課からの提案内容は、
その旨が現行のものに含まれ
ているため、記載を変更する
必要はないと考える。

【⑤について】
作業部会の（「・自転車があま
り使われていない」）の意見を
反映させる。

【⑥について】
・「生活路線バス」で統一す
る。

変更なし 【作業部会の意見】
・長野駅にはハブ駅としての
役割がある
・ハブ機能を十分に発揮でき
ていない
・中山間地域の公共交通がギ
リギリの状態
・バス・電車の料金が高い
・他地域から来た人がICカード
での支払いができない
・新幹線があり、都心からのア
クセス性が良い
・複数の公共交通機関がある
・子たちが親（高齢者）の移動
を支えている

【企画課からの提案】
・コロナ禍の影響により、
キャッシュレス決済の普及が
加速

・シームレスな公共交通の実
現のためには、キャッシュレス
決済、MaaSや自動運転といっ
た新たな技術や考え方を取り
入れていく必要があると思う
が、どのように施策に反映して
いく考えか。
・「施策１　地域のまちづくりと
一体となった公共交通の構
築」では「路線バス」、「施策２
拠点をつなぐ交通ネットワーク
の整備」では「生活路線バス」
と表記されているが、統一した
方がよいのではないか。

【⑤について】
作業部会等の一部（「・中山間
地域の公共交通がギリギリの
状態」）意見を反映させる。

【⑥について】
・いずれも、これから変化して
いくことが予想されるものであ
るため、総合計画の中で具体
的に表現をすることは難しいと
考えている。
・「生活路線バス」で統一す
る。

【⑧について】
作業部会等の意見は、その旨
が現行のものに含まれている
ため、記載を変更する必要は
ないと考える。

【作業部会の意見】
・都会にはない静けさがある
・善光寺周辺区域の趣のある
まち並みの整備が進んでいる

【企画課からの提案】
・歴史的・文化的な景観の次
世代への継承

【⑤について】
・作業部会の意見は現行のも
のを評価したものとなってお
り、記載の変更の必要はない
と考える。
・企画課からの提案内容は、
その旨が現行のものに含まれ
ているため、特に記載の変更
は必要はないと考える。

・「施策１　地域のまちづくりと
一体となった公共交通の構
築」では「路線バス」、「施策２
拠点をつなぐ交通ネットワーク
の整備」では「生活路線バス」
と表記されているが、統一した
方がよいのではないか。

【作業部会の意見】
・自転車があまり使われてい
ない

拠点をつな
ぐネットワー
クの充実

1

地域のまち
づくりと一体
となった公
共交通の構
築

2

拠点をつな
ぐ交通ネット
ワークの整
備

自家用乗用車に過度に頼らな
い交通への転換に向け、公共
交通の利便性を向上させる必
要があることから、生活路線
バスなどの走行円滑化を実現
するため、幹線道路の整備や
交通結節機能の向上に取り
組む必要があります。また、自
転車の利用促進を図るため、
自転車道などを整備する必要
があります。

自家用乗用車に過度に頼ら
ず、中心市街地、観光地など
の拠点や生活機能の拠点を
移動できる交通ネットワークが
形成されている。

■自家用乗用車数と路線バス
輸送人員　（国土ｌ交通省「長
野県内の市町村別自動車保
有車両数」、企画課）　（7-2-1
再掲）

■一世帯当たりのＣＯ２排出
量
（環境保全温暖化対策課）
（7-2-1再掲）

■自家用乗用車数と路線バス
輸送人員　（国土交通省「長
野県内の市町村別自動車保
有車両数」、企画課）

■一世帯当たりのＣＯ２排出
量
（環境保全温暖化対策課）

【作業部会の意見】
・様々な移動手段を選択でき
る環境
・公共交通が充実していて、
自家用車を使用しなくても、い
ろいろなところに行け、楽しめ
る
・市街地に大きな公園と隣接
した公共交通がある
・交通系カードの利便性向上
（共通化）
・キャッシュレスでバスに乗車
できる

【企画課からの提案】
・コロナ禍の影響により、
キャッシュレス決済の普及が
加速
・温室効果ガス、2050年まで
に排出ゼロ（2050年カーボン
ニュートラル）
・先端技術を活用したモビリ
ティ（MaaS、グリーンスローモ
ビリティ、自動運転）

【作業部会の意見】
・自転車の走りやすい道が整
備されている
・自転車に優しいまち
・ラッシュ時の渋滞が緩和され
ている
・バス路線の整備（増便、広い
バスレーン）

【企画課からの提案】
・温室効果ガス、2050年まで
に排出ゼロ（2050年カーボン
ニュートラル）

【⑧について】
作業部会等の意見は、その旨
が現行のものに含まれている
ため、記載を変更する必要は
ないと考える。
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分野・政策・施策

分　　野 政　　策 施　　策

7 都市整備

いきいきと暮
らせる魅力
あるまちづく
りの推進

1 4
地域の特色
を活かした
景観の形成

2
拠点をつな
ぐネットワー
クの充実

1

地域のまち
づくりと一体
となった公
共交通の構
築

2

拠点をつな
ぐ交通ネット
ワークの整
備

　　　⑪主な取組
　　（前期基本計画）

⑫主な取組（修正後）
　　⑬アンケート指標
　　（前期基本計画）

⑭アンケート指標（変更後）
　　⑮統計指標
　　（前期基本計画）

⑯統計指標（変更後）

担当課

５　主な取組 ６　アンケート指標 ７　統計指標

⑫に、前期基本計画から追加・修正したものを赤字・下線で記載

●　環境や体制に関する評価、○　回答者自身の実践状況

⑯に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載
⑭に、前期基本計画から変更したものを赤字・下線で記載

変更なし

都市政策課

●景観やまちなみが美しい地域である

○家のまわりの緑化や美化など、美し
い景観づくりを心がけている

変更なし ●道路美装化＊延長
（内容：歴史的風致の維持向上のた
め、周囲の良好な景観に調和した道路
美装化延長）

◎地域特性を活かした景観の形成を促進するととも
に、景観に対する意識の向上に取り組みます。（都
市政策課）

◎地域固有の歴史・文化を感じられるまちなみを保
全・整備します。（都市政策課、文化財課）（５－３－
２関連）

修正なし

◎集約型のまちづくりに適応するよう公共交通網を
再編します。（交通政策課、都市政策課）

◎中山間地域を中心に、住民や行政等が協働して
公共交通を支える仕組みを構築します。（交通政策
課）

◎公共交通の利用環境の充実と、「地域の公共交
通を共に支える」意識を高める取組を進めます。（交
通政策課）（３－１－１関連）

修正なし

交通政策課

◎交通ネットワークの構築に必要な幹線道路整備を
進めるとともに、公共交通の利便性を高める公共車
両優先システム（ＰＴＰＳ）の導入やバス専用レーン
などの整備について検討します。（交通政策課、道
路課、維持課、都市政策課）

◎ミニバスターミナルの検討を含めた公共交通路線
相互の乗換えなどの交通結節機能の向上に取り組
みます。（交通政策課、道路課、都市政策課）

◎都市部における自転車ネットワークの形成に取り
組みます。（道路課、交通政策課）

修正なし ●〔再掲：公共交通の利用により、市内
を移動できる環境が整っている〕
○〔再掲：通勤、通学、通院などの移動
手段として、公共交通機関を日常的に
利用している〕
○〔再掲：公共交通を、自らの暮らしや
地域を維持するために必要なものであ
ると理解し、支えていこうと心がけてい
る〕

変更なし 変更なし

変更なし ●公共交通利用回数
（市民一人当たりのバス・鉄道などの
公共交通機関を利用した回数）

変更なし

●公共交通利用回数（再掲：７－２－
1）
（内容：市民一人当たりのバス・鉄道な
どの公共交通機関を利用した回数

●自転車通行空間の総延長（内容：自
転車道などの総延長）

●公共交通の利用により、市内を移動
できる環境が整っている

○通勤、通学、通院などの移動手段と
して、公共交通機関を日常的に利用し
ている
○公共交通を、自らの暮らしや地域を
維持するために必要なものであると理
解し、支えていこうと心がけている
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